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プロジェクト活動の様子              第 1年次（2010年 2月から 2010年 12月）

授業中、グループ学習を行う生徒たち

（ベースライン調査、2010年 4月）

計算テストを受ける教員と生徒たち

（ベースライン調査、2010年 4月）

模範学習活動案の仕上がりについて

議論するトレーナー

（研修教材作成会、2010年 8月）

クラスター研修の実績について

分析する校長たち

（TOT、2010年 8月）

教員役、生徒役に別れて学習活動案を

読み進める校長たち

（TOT、2010年 8月）

模範学習活動案を分析する校長たち

（TOT、2010年 8月）
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第 2年次（2011年 2月から 2012年 3月）

校長へのインタビュー

（県・郡・学校巡回訪問、2011年 6月）

教員へのインタビュー

（県・郡・学校巡回訪問、2011年 6月）

授業観察をするトレーナー

（本邦研修、2011年 6月）

日本の子どもたちと一緒に学ぶトレーナー

（本邦研修、2011年 6月）

算数の学習活動案について議論するトレーナー

（研修教材作成会、2011年 9月）

学習活動案の様式について議論するトレーナー

（研修教材作成会、2011年 3月）
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第 3年次（2012年 5月から 2012年 12月）

教科知識のプレテストを受けるトレーナー

（第 1回研修教材作成会、2012年 6月）

理科実験について日本人専門家から

解説を受けるトレーナー

（第 1回研修教材作成会、2012年 6月）

TOTでの理科の発表内容を議論するトレーナー

（第 5回研修教材作成会、2012年 10月）

学校で IS 活動を行う教員

（ソン小学校を訪問、2012年 11月）

学習活動案の授業目標を書きだす参加者

（第 2回 TOT、2012年 11月）

学習活動案作成のために JOCVと一緒に

教科書内容を調べるトレーナー

（第 6回研修教材作成会、2012年 11月）
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第 4年次（2013年 1月から 2013年 10月）

授業観察

（エンドライン調査、2013年 2月）

学習活動案作成のための

予備実験をするトレーナー

（研修教材作成会、2013年 3月）

教材作成について教員に

アドバイスするトレーナー

（TOT、2013年 6月）

EQSトレーニングに向けて

発表計画を作成するトレーナー

（研修教材作成会、2013年 7月）

将来計画を発表する DTEのチャンディ局長

（JCC、2013年 7月）

将来計画の詳細について議論するトレーナー

（研修教材作成会、2013年 9月）
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略語表

AT Academic Teacher 校内指導教員

CIED Community Initiatives for Primary Education 
Development in the Southern Provinces

南部3県におけるコミュニティ・イニシア

ティブによる初等教育改善プロジェクト

C/P Counterpart Personnel カウンターパート

CPD Continuous Professional Development 継続的職能研修

DEB District Education and Sports Bureau 郡教育局

DPPE Department of Primary and Pre-school Education 初等・就学前教育局

DTE Department of Teacher Education 教員教育局

EQS Education Quality Standard 教育の質基準

ESQAC Educational Standards and Quality Assurance
Center

教育基準・質保障センター

IS Internal Supervision 校内指導活動

ITSME the Project for Improving In-service Teacher 
Training for Science and Mathematics Education

理数科現職教員研修改善プロジェクト

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整会議

JOCV Japan Overseas Cooperation Volunteers 青年海外協力隊

M/M Minutes of Meetings 会議議事録

MOES Ministry of Education and Sports 教育スポーツ省

MOU Minute of Understanding 協力合意書

PA Pedagogical Advisor 指導主事

PES Provincial Education and Sports Service 県教育局

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス

PO Plan of Operation 活動計画

R/D Record of Discussion 協議議事録

RIES Research Institute for Educational Science 教育科学研究所

SBT School-Based Training 校内研修

SOQ School of Quality 学校の質の基準

TESAP Teacher Education Strategy 2006-2015 and Action
Plan 2006-2010

教員教育戦略・行動計画

TOT Training of Trainers 指導者研修

TTC Teacher Training College 教員養成短期大学
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要     約

１．プロジェクトの背景

ラオス国政府は国家開発計画の中で教育を重点分野のひとつと位置づけ、人的資源開発の量的およ

び質的改善を目指した教育改革が急務であるとしている。その責任を担う教育スポーツ省（MOES：
Ministry of Education and Sports）は、2015 年までの EFA（Education for All：万人のための教育）達成

を目標に「アクセス」「質」「マネジメント」の 3 つの切り口から、基礎的な教育ニーズの充足を目

指した改善プログラムを実施しており、教員の質に関しては、2007 年に「教員の職能にかかる国家

憲章（NATIONAL CHARTER OF TEACHER COMPETENCIES1）」を制定して理想の教員像を描き出

し、すべての教員が備えるべき資質として以下の 3 分野を掲げている。

・教員としての姿勢と倫理観

・子ども理解

・教科内容の理解と指導技術

しかし、2009年8月に実施されたプロジェクト詳細計画策定調査の結果2によれば、以下の3点が当

時の課題であり、上述の教員像は未だ達成されていないと述べている。

・教員が必要な資格を取得していない。

・教員が教科の内容をきちんと指導できない。

・教員が子どもの学力を伸ばすような、効果的な指導を行えない。

理数科現職教員研修改善プロジェクト（ITSME：the Project for Improving In-Service Teacher Training 
for Science and Mathematics Education）は、教員の学びあいの場である校内指導活動3（IS：Internal 
Supervision）の仕組みを強化（効果のある校内研修のモデルを構築）し、またこの仕組みを継続的に

運営できる人材の育成と教材の開発を通して授業の質的向上に寄与することを目標として、2010年2
月から2013年11月までの期間で実施された。

プロジェクトの枠組み

上位目標 対象県での授業の質が改善される。

プロジェクト目標 対象小学校での理数科の授業の質が改善される。

成果 成果1：授業改善のための仕組みが強化される。

成果2：授業改善を促進する人材が強化される。

成果3：授業改善のための教材類が作成される。

対象 対象3県8郡の地方教育局および2つの教員養成短期大学

対象校は3県で116校、対象となる教員は800名、

裨益する生徒は18,930名

                                                     
1 詳細は付録 1. 「教員の職能にかかる国家憲章」を参照。

2 JICA (2009) 「理数科現職教員研修改善プロジェクト実施協議報告書」

3 校長のリーダーシップの下に行う学校経営、教員研修、コミュニティとの協力、施設・機材の管理など包括的な教育改善運動のこと。
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２．プロジェクト活動の概要

教員に求められる高い知識と技能は、教員養成課程のわずか数年間で獲得できるものではなく、教

育現場に出てからも実践力を磨き続けなければならない。特に、子どもの実態や社会の要請に応えて

最も効果のある授業を提供するため、授業改善を目指した現職教員研修は継続的に実施されるべきで

ある。しかし、ラオス国ではこれまで多くのドナーの支援によって、様々な試みがなされてきたにも

関わらず、効果のある現職教員研修の実現には至っていない。そこでITSMEは「学び続ける教師」を

理想に掲げ、現場教員の相互研鑽の場であるIS活動を活性化し、すべての教員が授業改善の方法を継

続的に学ぶことのできる仕組みを整えるため、①目指す授業の姿を模範学習活動案として具体像

（Material）を示すこと、②模範学習活動案を学校現場に届ける仕組み（Management）を整えること、

③模範学習活動案を作成する人材やこれをIS活動で活用し、教員研修を促進する人材（Manpower）
を育てること、の3点を達成すべき成果として以下のような活動を行ってきた。

第1年次は、ベースライン調査を通して対象校における理数科の授業の実態と教員の授業実践力お

よび教科内容理解度を把握し、さらに研修教材作成会を通してカウンターパートであるITSMEトレー

ナーの授業構築力の把握を行った。これに基づいて、ITSMEの目指す授業の姿を「子どもにとってわ

かりやすく楽しい授業」と設定し、担う役割を以下の2つと定めた。

ITSMEの担うべき2つの役割の明確化

・ITSME トレーナーは目指す授業の姿を具体的に描いた ITSME 研修教材4（模範学習活動案）を作

成し、学校現場に届ける。

・学校現場はこの教材を使って、主体的なIS活動を継続的に実施する。

第2年次は、「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」の姿を具体的に示すため、模範学習活動

案の備えるべき質を以下の3条件と設定し、これを満足するITSME研修教材の作成を行った。

ITSME研修教材の備えるべき3つの質の定義

・授業目標（生徒が何を学ぶのか）が明確である。

・授業内容が授業目標を達成するものになっている。

・授業目標が達成できたかどうかを測る方法（評価方法）が明確である。

また、ITSME 教材を対象校に届け、活用する仕組みとして以下の 4 つのステップを設定し、IS 活

動の指導者である校長および AT（Academic Teacher：校内指導教員）に IS 活動の運営指導を行った。

                                                     
4 教材の中心は目指す授業の姿を示した模範学習活動案であるが、これを通して教員の学びを支援するための解説、学習教材作成の手引きなど研修教材としての

資料を加えて配布しており、IS 活動における分析や調整を経た上で、実際の授業で扱うことと約束している。
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IS運営のための 4つのステップの設定

・ITSMEトレーナーが研修教材を作成する。（作る）

・ITSMEトレーナーがTOT5を通して研修教材を対象校に届ける。（届ける）    

・対象校が研修教材を活かしたIS活動を実施する。（使う）

・ITSME トレーナーが IS 活動をモニタリングし、教材の質や研修の運営を改善する。（改善する）

第 3 年次は、目指す授業の姿が対象校教員に受け入れられ、ITSME 教材とこれを活かした IS 活動

が、目指す授業について学ぶ方法として効果的であると認められた。そのため対象校から、ITSME
研修教材のような授業のつくり方について指導を求められ、ITSME トレーナーは目指す授業をつく

る上で留意すべき点を以下の 5 つにまとめて紹介した。これにより ITSME 研修教材の特長がさらに

明確となり、IS 活動の効果が高まった。

授業づくりの 5つの留意点の意識化

・教科書および指導書の内容を分析、確認し、「生徒は何を学ぶのか」を明確にする。

・子どもたちの既習事項を確認し、「生徒が本時の授業でどのような先行知識を活用できるか」を

明確にする。

・「明確な授業目標（本時の授業を通して生徒は何ができるようになるのか）」を設定する。

・「授業目標の達成を（第三者にも）確認できる評価問題」を作成する。

・授業前の生徒の姿を授業後の生徒の姿に高める「生徒活動の流れ」を作成する。

また、このような教員の学ぶ姿勢の向上に応え、ITSME トレーナー自身も提供する ITSME 研修教

材の質を高めるため、以下のような改善の手だてをとった。

ITSMEトレーナーによる ITSME教材の質的向上への取り組み

・教員と生徒のやりとりを示す3つのコラムの長所を活かし、「本時の流れ」をより明確にする。

・「授業構想シート6」を用いた授業概要の検討を十分に行う。

・ITSME研修教材の中で扱う学習教材や教具作成の手引きを提供する。

・生徒が何を学んでいるかを明確にできるような板書計画の案を提供する。

さらに、IS 運営のための 4 つのステップを強化するため、それぞれのステップで用いる計画、評

価、報告のためのフォームを作成し、ITSME 授業づくりの手引きと合わせ、ITSME マニュアルとし

て編集した。

第 4 年次は、これまでの ITSME のはたらきかけの効果を把握するエンドライン調査を行い、対象

校における教員の授業準備にかかる取り組みが大きく改善していることを確認した。特に、3 つのコ

ラムからなる ITSME 研修教材のフォーマットを用いて学習活動案を作成する研修を通して、生徒の

反応を予想し、またそれに応える手だてを用意したり、同僚の授業を進んで参観し、授業中に子ども

がどのように活動するのかを研究したりという姿勢が表れたことは、授業改善に向けた大きな前進で

あると見ている。

                                                     
5 Training of Trainers：校長および AT 向けの指導者研修会のこと。

6 授業づくりの際に、授業の骨組みを大まかに設定するためのフォーム。詳細は添付資料 2-02「授業構想シート」を参照。
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３．プロジェクト目標および成果の達成度

2013年7月、プロジェクト終了時評価調査が実施され、プロジェクト目標「対象校における理数科

の授業の質が向上する。」は達成されたと判断された。また、この評価調査時点において3つの成果

も概ね達成されており、プロジェクト終了までにはほぼ達成できるであろうと評価された。

（１）プロジェクト目標「対象小学校での理数科の授業の質が改善される。」の達成度

プロジェクト開始時、対象校教員は、教科書の内容をそのまま生徒に与えるよう指導主事（PA：

Pedagogical Advisor）から指導されており、教科書をそっくり写したものを学習活動案として授業を

行っていた。このため、教科書の内容が生徒の実態に適しているかどうかを吟味する必要を感じてお

らず、授業改善に向けた意識は必ずしも高いものではなかった。

これに対し、エンドライン調査時には、対象校教員の授業づくりおよび授業実践に大きな変化が認

められた7。中間レビューで改訂された PDM には、プロジェクト目標の達成度を測る 2 つの指標が設

定されている。

１）指標1「対象校の教員の授業実践の質が改善する。」について

対象校教員の授業実践の質は高まっている。特に、ITSME授業づくりの方法を取り入れた活

動案を準備することによって授業のねらいが明確になり、生徒活動の流れが改善され、学習内

容の適切なまとめと評価活動が行えるようになってきている。これにより、全体として「子ど

もにとってわかりやすく楽しい授業」に向かった質の改善が認められる。また多くの教員は、

生徒活動の流れを改善すると同時に、ITSME教材で紹介されている学習教材を作成し、実際に

授業で使ってみるなどの工夫を通してその効果を感じ始めている。

今後、教員が教科内容にかかる正しい知識を増やしていくことで、ITSME教材を通して学んだ

授業づくりの方法はさらに活かされ、より高い質に改善されることが見込まれる。

２）指標2「対象校の教員の授業案の質が改善する。」について

対象校教員の作成する学習活動案の質は高まっている。特に、ITSME授業づくりが強調してい

る①明確な授業目標、②目標を達成する生徒活動の流れ、③目標達成を確認できる評価問題

の3点を意識した活動案が作成できるようになってきており、ベースライン調査時に把握した、

教科書を丸ごと写した活動案に比較すると大きな進歩である。このうち明確な授業目標の設定

の実践は「授業を通して生徒は何を学ぶのか」の意識を高める上で効果を生んでいる。

今後、正しい教科知識を身につけることを通して、より効果のある生徒活動の流れや適切な評

価問題の選定ができるようになると期待する。

（２）成果1「授業改善のための仕組みが強化される。」の達成度

成果1は概ね達成された。

プロジェクトは、その開始時において形式的な運営に留まっていたIS活動を、対象校におけるすべ

ての教員が授業改善について学ぶ場として運営されるよう活性化した。特に、対象県におけるPES
（Provincial Education and Sports Service：県教育局）、DEB（District Education and Sports Bureau：郡

                                                     
7 JICA (2013) 「ラオス国理数科現職教員研修改善プロジェクトエンドライン調査報告書」他
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教育局）およびTTC（Teacher Training College：教員養成短期大学）の協働によるIS活動支援態勢の

構築は、MOESの目指すプロフェッショナル・デベロップメント・ネットワークのひとつのあり方を

提示することとなった。またITSMEトレーナーから提供されたすべてのITSME研修教材はIS活動の中

で活かされており、教員が継続的に学ぶ姿勢の醸成に大きく貢献した。

（３）成果2「授業改善を促進する人材が強化される。」の達成度

成果2は十分に達成された。

成果1の授業改善の仕組みを支えるため、プロジェクトはふたつの人材グループの能力強化を行い、

ITSME授業づくりとその指導法を身につけさせた。ひとつは、教科書の内容を「子どもにとってわか

りやすく楽しい授業」に構成し、ITSME研修教材として対象校に提供するITSMEトレーナーチームの

育成であり、特に授業技術力8の強化を促した。もうひとつは、彼らの指導を受け、効果のある校内

研修を運営する校長およびATの指導力強化であり、目指すべき授業の姿を理解した上で、ITSME教
材を様々に活用する能力を養った。

（４）成果3「授業改善のための教材類が作成される。」の達成度

成果3は概ね達成された。

プロジェクトは「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」について教員が効果的に学ぶための教

材を開発し、対象校に提供した。対象校における IS 活動で活用する研修教材は、ITSME 研修教材（模

範学習活動案）とこれに付随するマニュアルのみであり、この活用を通して対象校教員が授業改善に

取り組むという手だては非常に明快であった。このため ITSME 研修教材は、理想とする「子どもに

とってわかりやすく楽しい授業」の姿をひとつひとつの授業単位で具体的に提示できる品質を備える

と同時に、この授業の中でどのような生徒活動を行えばよいか、そのためにどのような学習教材を準

備したらよいかなどについて詳しく解説している。対象校教員は IS 活動を通して ITSME 研修教材の

内容を理解した上で、自身の授業で実践し、またこれを参考に学習活動案を作成するなどの研修を通

して、授業改善について効果的に学んでいる。

４．結論と提言

（１）結論

学習活動案を研修教材としたIS活動を通して、教員の行う授業の質が改善されることが実証された。

IS運営を支える4つのステップは、カウンターパート機関の通常業務として継続されることになっ

ているが、この事実は、現職教員研修は必ずしも特別に用意された研修活動である必要はなく、教員、

学校、県郡教育局などの通常活動の一部として行われるべきであることを示唆している。

これは以下のような考え方からも導き出される。

ラオス国の教育環境における、理想的な現職教員研修が備えるべき条件を以下に掲げる。

・すべての教員に等しく研修の機会が与えられること

・継続的かつ定期的に実施されること

・教員や学校の日常の課題に応えるものであること

                                                     
8 主に授業を構築し、実践する技能のことを言い、「教材把握力」「子ども理解力」とともに教師の授業力を構成する要素と考えている。ITSME では特に明確

な授業目標の設定、適切な評価方法の選択、授業目標にせまる生徒活動の流れの構成を中心に研修を行ってきた。
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・教員の都合に合わせて柔軟な運営が可能であること

・研修を通して得られた成果は、すぐに活用可能であること

・経費がかからない、あるいは小さな経費で運営できること

・学校や教員がアクセスしやすい場所で行われること

このような条件を満たす研修は、唯一、IS活動のみである。ITSMEは、このIS活動が教員の継続的

な資質向上に向けた、効果的な手だてのひとつであるという事実を示すことに成功したと考える。

また、ITSME授業づくりの手法は、現職教員研修のみでなく教員養成段階においてもよりよい授業

づくりを学ぶ上で効果的であると認められた。

サバナケットTTCおよびパクセーTTCは、ITSME授業づくりの手法を、教員が養成段階おいて身に

つけるべき基本の技能として取り入れたが、これは現職教員研修と教員養成のいずれもが同じ考え方

に基づく授業づくりの手法を継続して学ぶ仕組みを実現したことを意味する。これにより、TTC卒業

生が新規採用教員として現場での指導を開始する時、同じ授業づくりの考え方を持った先輩教員が既

に現場に存在することとなり、IS活動がさらに効果的に実践されることが期待できる。

（２）IS運営のための4つのステップの継続にかかる課題への提案

4つのステップの始点である、ITSMEトレーナーが研修教材を作成するステップについては、トレー

ナーの教科知識の不足と、それを改善できる指導者および参考書籍の不在が課題となっている。今後、

4つのステップを効果的に継続するためには、教科内容の正しさや指導過程の適切さについて助言の

できる人材を見つけ出し、トレーナーチームと共に活動させる手だてをとる必要がある。これはラオ

ス国内の人材を発掘するだけでなく、現場で活動するJOCV（Japan Overseas Cooperation Volunteers：
青年海外協力隊）やSV（JICA Senior Volunteers：シニア海外ボランティア）の力を借りることも視野

に入れるべきであると考える。さらに並行して、教科書の内容および表現の精査をはじめとする改訂

に向けた取り組みと、教員向けの参考書籍の開発が望まれる。

（３）研修内容の深化、充実にかかる課題への提案

エンドライン調査を通じて、ITSMEトレーナーが授業づくり、特に指導過程の組み立てについて理

解を深めていることが確認できた。先の項目で述べたように、今後は指導内容にかかる理解を深める

ことが重要であるのと同時に、次のステップとして、授業の主体となる生徒がこれまで何を身につけ

てきたかを正しく把握した上で、授業を構成する3つの要素「子ども」「教材」「教員」のうち、「子

ども」と「教材」をいかに関わらせるかという、授業の主体である生徒に焦点を当てた授業構築の技

能を高めていく必要がある。これについては、以下のような点を意識した研修を行っていくことが効

果的であると考える。

・適切な指導形態（一斉学習、グループ学習、個別学習）を選ぶことができるようになる。

・適切な指示や発問を構成することができるようになる。

・十分な教材解釈と合わせて、適切な資料（フラッシュカード、図、グラフ、読み物など）を準備

することができるようになる。

・生徒の理解を助ける効果的な板書ができるようになる。

・明確な意図を持った生徒活動を準備することができるようになる。

・学習活動の後、適切にまとめを行うことができるようになる。
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・生徒の変容を把握し、その成長をほめることができるようになる。

・生徒が授業内容を適切にノートに書き留めるための指導ができるようになる。

（４）IS活動の充実にかかる課題への提案

IS 活動はその運営が学校に任され、内容、方法ともに校長の責任において組み立てていかなくて

はならない。このためITSME 教材の投入は、どのようにIS 活動を行うべきかという校長たちの悩み

に応えるだけでなく、特別な予算や時間を確保しなくても、授業改善のための研修を行うことができ

るという事実を校長、教員をはじめPAたちに理解させてきた。今後、IS 活動が効果的に継続される

ためには、その必要性が教員自身から求められるよう仕向けていくことが重要である。そのためには、

学校側およびMOES 側の努力が組み合わされ、効果を生んでいく工夫が求められる。例えば、

1) 学校側の努力としては、

・日常の課題に応える研修を行うことにより、指導に役立つことを実感できるようにする。

・授業研究のように、具体的な授業実践を通して互いに学びあう研修を行う。

・理想とする授業像を描いて、教員全員がその実現に向けたアイデアを提供しあう。

・身の回りのものを利用した教材開発に取り組む。

などが効果的であると考えられる。

2) MOES 側の努力としては、

・DEB、PESおよびTTCが頻繁に学校を訪問し、研修や授業について意見交換する場を確保する。

・各学校の研修の取り組みをきちんと把握し、その進捗について定期的にコメントする。

・IS実践校の効果的な実践やおもしろい取り組みをグッドプラクティスとして他校に紹介する。

・MOES内でISや授業研究など現職教員研修にかかる勉強会を開き、効果的な指導を模索する。

・MOESにおける勉強会の成果を研修のテーマとして学校に届け、教員に刺激を与え続ける。

などが考えられる。

重要なことは、教員自身がよりよく教えたいと思う気持ちを持ち、それを維持できるような環境を

整えていくことと、MOESはそれを実践的に支え、国の責任において教員を育てているのだという姿

勢をきちんと示すことである。
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第 1 章 プロジェクトの概要

1-1 プロジェクトの背景

ラオス国政府は国家開発計画の中で教育を重点分野のひとつと位置づけ、人的資源開発の量的および

質的改善を目指した教育改革が急務であるとしている。その責任を担う教育スポーツ省（MOES ：
Ministry of Education and Sports）は、2015年までのEFA（Education for All：万人のための教育）達成

を目標に「公正さとアクセスの改善」、「質と適切性の改善」、「行政とマネジメントの改善」を開

発の3本柱として、様々な改善の取り組みを行ってきた。「国家教育システム改革戦略（National 
Education System Reform Strategy 2006-2015）」では、一般教育課程の11年制から12年制への移行1を

実施しており、また教育スポーツ省において、教員教育を担う主たる部署である教員教育局（DTE：
Department of Teacher Education）においては、「教員教育戦略および行動計画（TESAP：Teacher 
Education Strategy 2006–2015 and Action Plan 2006–2010）」を通して教員養成および現職教員研修の質

的向上を目指した取り組みを行っており、現在はこの結果に基づく「教員教育戦略および行動計画II
（TESAP 2011–2015）」を展開している。いずれの計画においても、教員の質的向上の必要性が強く

訴えられており、教員の教科知識および教授法の継続的な向上を確保するために教員教育の充実が重

要であると記されている。

独立行政法人国際協力機構（JICA：Japan International Cooperation Agency）は、ラオス国における教

育の3つの柱を支援し、これまで「理数科教員養成プロジェクト（SMATT：Project for Improving Science 
and Mathematics Teacher Training）」（2004年6月～2008年6月）による教員養成機関（TEI）教官の能

力強化、「南部3県におけるコミュニティ・イニシアティブによる初等教育改善プロジェクト（CIED：

Supporting Community Initiatives for Primary Education Development in the Southern Provinces）」（2007
年～2011年）による学校環境改善を実施し、現在、CIED 2（2011年～2016年）にその取り組みを継

続実施している。ラオス政府はSMATTの成果を高く評価し、現職教員研修制度の改善を通して授業

の質を向上するために、SMATTの成果の強化と拡大を我が国に要請した。この要請に基づき、日本

政府は2009年8月に詳細計画策定調査団を派遣し、プロジェクトの概要についての合意がなされ、そ

の後、2009年11月19日に協議議事録（R/D：Record of Discussion）および会議議事録（M/M：Minutes 
of Meetings）が署名された。

教員の質に関して MOES は、2007 年に「教員の職能にかかる国家憲章（NATIONAL CHARTER OF 
TEACHER COMPETENCIES）」（付録 1 を参照）を制定して理想の教員像を描き出し、すべての教

員が備えるべき資質として以下の 3 分野を掲げている。

・教員としての姿勢と倫理観

・子どもの理解

・教科内容の理解と指導技術

しかし、2009年8月に実施されたプロジェクト詳細計画策定調査の結果によれば、以下の3点が当時

の課題であり、上述の教員像は未だ達成されていないと述べている。

                                                     
1 2009–2010 年度に 11（5+3+3）年制から 12（5+4+3）年制へ移行している。
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・教員が必要な資格を取得していない。

・教員が教科の内容をきちんと指導できない。

・教員が子どもの学力を伸ばすような、効果的な指導を行えない。

これらの課題を克服するため、教員は継続的に能力向上に取り組まなければならないが、その機会の

ひとつとして全ての小学校に実施が義務づけられている校内指導活動（IS：Internal Supervision）は、

教員の学びあいの場としてすべての教員に参加が保障され、教員が継続して能力を向上することが可

能であるにも関わらず十分に活用されていない。この IS の活性化のために、DTE は JICA の技術協

力による支援を得て、2010 年 2 月から 2013 年 10 月まで理数科現職教員研修改善プロジェクト

（ITSME：the Project for Improving In-Service Teacher Training for Science and Mathematics Education）を

実施した。プロジェクトは、IS の仕組みを強化（効果のある校内研修のモデルを構築）し、またこ

の仕組みを継続的に運営できる人材の育成と教材の開発を通して授業の質的向上に寄与することを

目標として実施された。

1-2 プロジェクトの概要（2013 年 3 月 13 日改訂の PDM2に基づく）

プロジェクトの概要は以下のとおりである。

（1） プロジェクト名： 理数科現職教員研修改善プロジェクト

（2） プロジェクト目標： 対象校での理数科の授業の質が改善される。

（3） 上位目標： 対象県での授業の質が改善される。

（4） 成果：   

1） 授業改善のための仕組みが強化される。

2） 授業改善を促進する人材が強化される。

3） 授業改善のための教材類が作成される。

（5） 実施期間： 2010年2月から2013年10月

（6） 実施機関： 教育スポーツ省

（7） プロジェクトの対象および規模:

1） プロジェクト対象県および郡（プロジェクト対象地域位置図（iii ページ）を参照）

・カムアン県

タケク郡およびヒンブン郡

・サバナケット県

カイソン郡、チャンポン郡およびパランサイ郡

・チャンパサック県

サナソンブン郡、バチエン郡およびパクソン郡
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プロジェクトが対象とするカムアン、サバナケット、チャンパサックの 3 県はラオス国南部に位置し、

首都ビエンチャンから遠いことから比較的開発の遅れた地域とみなされている。一方で、サバナ

ケット県はタイとラオスの国境をまたぐ第 2 メコン橋を有し、またカムアン県も第 3 メコン橋により、バ

ンコクからハノイを結ぶ最短の陸路が形成され東西回廊の要衝を成すとともにナムトゥン 2ダムの電

力を活かして経済発展の基地として注目を集めるなど、地域開発のポテンシャルは高い。チャン

パサック県は世界遺産のワットプー遺跡を持つラオス国の南の玄関として、特に観光資源開発

の可能性を有しており、これらの将来性を最大限に活かすためにも、プロジェクトの対象とす

る地域の人的資源開発は重要な役割を担っている。

2） 受益者

・直接受益者

サバナケットおよびパクセーTTC 教官 21 名

対象 3 県の PES 職員  9 名

対象 8 郡の DEB 職員 21 名

対象 116 校の校長および AT        207 名

・間接受益者

3 県の小学校教員     800 名

3 県の小学校生徒     18,930 名

（8） プロジェクト実施上の方針：

1）「目指す授業の姿」を具体化し、視覚化すること

プロジェクト目標を達成するには、プロジェクト関係者のすべてが実現すべき理科と算数

の授業像を具体的に把握することが重要である。プロジェクトはカウンターパートとの議

論を経て、この「目指す授業の姿」を「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」と設定

し、これを詳細な模範学習活動案に示して対象校の教員に提供してきた。

2） 教員が効果を実感できる校内指導活動を実施すること

プロジェクト開始時には、すべての学校が MOES の指導のもとに校内指導活動を実施して

いると見込んでいたが、ほとんどの教員はこの校内指導活動を現職教員研修のひとつとし

てはとらえておらず、この機会を十分に活かすことができていないことがプロジェクト活

動を通して明らかとなった。このため、教員が校内指導活動を積極的に実践するよう仕向

けるため、校内指導活動を通して教員自身がその効果、とりわけ授業をつくり実践する能

力の向上を実感できるような研修内容を提供してきた。

3） ラオスの学校環境に適した校内指導活動のモデルを構築すること

校内指導活動は教員の能力向上の取り組みのひとつであり、JICA の支援が終了しても定期

的、継続的に実施される必要がある。このためプロジェクトは、既存の環境（仕組みや人
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的資源）を最大限に活用して、そこにプロジェクト活動を組み込み、さらにカウンターパー

トがすべてのプロジェクト活動を主体的に行うことを通して、自立した校内指導活動を行

えるだけの知識や技能を獲得するようはたらきかけてきた。

4） 日常の指導における課題意識を喚起すること

現職教員研修の基本的な考えとして、研修は教員による主体的な学びであり、教員自身が

自分の指導をよりよくしたいと思う意欲がその原動力であり、またこの意欲は、日常の授

業実践や生徒とのやりとりを通した課題意識や困難から生まれるものである。そのため、

機能する校内指導活動のモデルを構築する上で、プロジェクトは理科や算数の指導に関す

る教員の課題意識を喚起することを重視した。

1-3 実施体制

プロジェクトの実施体制は、上述の方針に従って新たな組織を作らず、既存の仕組みを最大限に活用

し、わかりやすくまた普及しやすい形に整えた。例えば、以下のような視点で実施体制は構築されて

いる。

・授業を改善するためのすべての活動は、各組織の本来業務として実施されること

・プロジェクト活動を通して得た知識や技能を各組織が維持、活用する場を確保すること

・現職教員研修を支える、組織を超えた効果的な連携、協調を奨励すること

・JICA支援終了後もすべての活動の仕組みが維持されること

また、JICA支援期間全体に亘ってこの体制の見直し、充実を図り、すべてのプロジェクト活動、特

に研修教材作成会やTOTが効果的に実施されるよう改善を行ってきた。この結果、対象県郡のPES教
育長、DEB教育長およびTTC学長はプロジェクトの方針や活動の枠組みを十分に理解し、トレーナー

の活動を積極的に支援している。このような取り組みが上述した実施体制構築の視点を強化し、円滑

な運営を促進したと考える。次ページの図1-1に実施体制を示す。
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（出所：ITSME プロジェクト作成）

図 1-1：プロジェクト実施体制

1-4 主要な投入

（1） 日本側投入

1) 日本人専門家

・6 人、71.40 MM（添付資料 1-01 を参照）

2） 本邦研修

・2010 年 11 月 13 日から 2010 年 11 月 21 日 中央省庁から 10 人

・2011 年 6 月 4 日から 2011 年 6 月 12 日 県および郡から 20 人

（本文の項目 2-1 の（6）および 2-2 の（3）を参照）

3） 機材

・供与機材（車両、コピー機、コンピュータ、プリンターなど）US$ 143,129
・携行機材（コンピュータ、ソフトウェア、プリンター、ビデオカメラ）US$ 10,208

（添付資料 1-02 を参照）

4） 現地活動経費2

・合計 US$ 273,951（添付資料 1-03 を参照）

                                                     
2 投入された経費はすべて、2013 年 6 月末までの積算に基づく。
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（2） ラオス側投入

1） DTE、DPPE、RIES、PES、DEB、および TTC からのカウンターパート配置

（添付資料 1-04 を参照）

2） 施設

・MOES、サバナケット PES、チャンパサック PES における日本人専門家執務室

3） プロジェクト活動経費

・合計 LAK 746,623,000（添付資料 1-03 を参照）

1-5 PDM 改訂

2009 年 11 月 19 日、プロジェクト実施協議の際に合意された PDM（PDM1）は、プロジェクト前半

の活動を通して得られた詳細な情報などから、対象地区の実態を反映しきれていないことが次第に明

らかとなってきた。このため、PDM が現場の実態を反映し、プロジェクト活動がこれら両者と整合

するよう、2012 年 3 月の中間レビュー調査時の議論を経て PDM2 を策定した。この PDM2 への改訂

に従い、活動計画（PO1）の見直しも併せて行った。（添付資料 1-05, 1-06, 1-07 および 1-08 を参照）

中間レビュー調査を通して、調査団はプロジェクトの進捗が当初の計画と異なっており、また期待さ

れる成果も若干異なる事実を把握した。当初、プロジェクトの枠組みは、PA（Pedagogical Advisor：
指導主事）や TTC 教官の指導で校内指導活動を実施し、対象校教員の「指導法」を改善することが

期待されていた。しかし対象校教員は、教科書に従って授業をするように PA から指導されていたた

め、生徒の実態にあわせて授業内容を選定、計画する必要がなく、自ら授業を組み立てた経験がほと

んどなかった。また PA 自身も、目指すべき授業については漠然とした姿しか描いておらず、授業の

質を向上するための具体的な知識や技能を教員に指導することができていなかった。このような状況

から、プロジェクトは当初計画（PDM1）に従ったままでは効果的な活動が行えないと判断し、関係

者との協議を経て活動内容を一部変更して実施してきたが、中間レビューを機に、すべての関係者で

プロジェクトが行うべき活動について改めて共通の理解を図るため、調査団は PDM1 を PDM2 に改

訂することを決定した。主な改訂点は以下のとおりである。

1） プロジェクト目標

PDM1: 対象校での理数科の指導法が改善される

PDM2: 対象校での理数科の授業の質が改善される

2） 成果

PDM1: 校内研修運営の仕組みが強化される。

校内研修の仕組みを支援するための人材強化が行われる。

現場実態に即した校内研修用教材が作成される。

PDM2: 授業改善のための仕組みが強化される

授業改善を促進する人材が強化される

授業改善のための教材類が作成される
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3） 活動

 PDM1 に示された活動は、PDM2において以下のように改訂された。

・トレーナーチームを構成するための新しい委員会を設立することを止め、授業改善のた

めの活動を強化する仕組みを作るという表現に変更された。

・現状から、適切でないと判断された活動が削除された。

・ラオス国における「スクールベーストレーニング」という表現は、目指す教員の主体的

な研修の姿とは異なる「訓練」を連想させることや、この活動が既にIS活動の一部に含ま

れていることから削除された。

・「1-10 プロジェクトは、教育政策アドバイザーと協力し、教員強化に関するSchool of 
Quality 達成のための校内指導活動を支援するために、教育スポーツ省関係者との議論を

ファシリテートする。」の活動が追加された。

・「3-8 エンドライン調査の一環として、対象校の教員の授業実践経験を共有するためのワー

クショップが実施される。」の活動、および3-9として「3-8で共有された経験を基に、プロ

ジェクト期間中に策定された教材類を国レベル標準として検討するよう教育スポーツ省に

提案する文書が作成される。」の活動がプロジェクト活動の持続性のために追加された。

これは中間レビュー調査中に、プロジェクトが作成した模範学習活動案が生徒の授業目標

達成を促進しているとのコメントが対象校の教員からあり、調査団が、プロジェクトによっ

て作成された活動案の様式が教員の授業改善を支援する上で適切であると判断したことに

よる。もちろん、プロジェクトおよびMOESは現状においてこの活動案の様式が効果的であ

るかという分析をさらに行う必要があるが、中間レビュー調査団は、プロジェクト期間中

に作成された教材がさらなる分析に基づき、ラオス国の標準的教材として全国の教員が授

業の向上のために活用し、プロジェクトの成果が持続することを期待した。そのため、中

間レビュー調査団はこれら2つの活動を新しく加えてPDMの改訂を行った。

4） 指標と指標の入手手段

上述した成果と活動の変更に伴い、中間レビュー調査団は指標および入手手段についても、

それらを目標および成果に整合させるための改訂を行った。
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第2章 活動内容

教員という職業に求められる高い知識と技能は、教員養成課程のわずか数年間で獲得できるものでは

なく、現職教員となってからもさらに、現場の実態に応えるだけの資質を磨き続けなければならない。

ITSME はこの理想を「A teacher should be a life-long learner.（学び続ける教師）」と描き、この実現

が使命であると考えているが、そのためには、教員自身が学ぼうとする意欲を持っていることが重要

である。教員の最も基本的な研修は自己研鑽であり、たとえ研修会に参加しなくても自らの課題解決

に向けて努力するような自律的向上心を、すべての教員は持たなければならないが、これまでそのよ

うな視点から教員研修について考えたことのなかったラオス国の教員にとって、自己研鑽の開始、継

続は難しく、また効果的な研修を行う環境も十分には整っていない。そこで、現場教員の協働による

相互研修の場を提供し、研修の有効性を体験させることが授業改善のための第一歩であると考えて活

動を行ってきた。

「1-2 プロジェクトの概要」で述べたように、ITSMEは以下の3つの成果の達成を目指して活動して

きた。

1）対象校の教員に適切な教材を提供する仕組みを確立する。 （成果1）
2）それらの教材を作り、また効果的なISを実施する人材を育成する。 （成果2）
3）目指す授業の姿を明確に示し、それを身につけるための研修教材を作成する。 （成果3）

2-1 第1年次の活動内容（2010年2月22日から2010年12月28日まで）

第1年次、プロジェクトは対象校教員の授業構築と実施に関する基礎能力、さらに理科と算数の授業

の実態を把握するためにベースライン調査を実施した。この調査の結果に基づき、目指す授業の姿（改

善された授業の姿）である「子どもたちにとってわかりやすく楽しい授業」を目指し、プロジェクト

の役割を明確にした。

（1）キックオフ会議の開催（第1回2010年3月5日、第2回2010年5月25日）

プロジェクト活動を始めるにあたり、プロジェクトの方針と実施方法に関して、関係者の共通理解を

形成するため、DTEのカウンターパートと日本人専門家は2回のキックオフミーティングを計画した。

1回目は教育省の職員やPES教育長、TTC学長などを含む中央レベルの関係者向けである。協議内容

は以下の通りである。

・2009年11月19日に署名されたR/Dに従うプロジェクトの枠組み（PDM1）を紹介する。

・プロジェクトの対象郡、対象クラスター、対象校を選定するための基準を策定する。

・ベースライン調査実施のために必要な準備を行う。

2回目は、ベースライン調査実施後に、PESおよびDEBのPA、TTC教官などのプロジェクト実施者を

対象とした。これらのメンバーは後にITSMEトレーナーとなっている。協議内容は以下の通りである。

・ITSMEの概要と第1回キックオフ会議の結果を紹介する。

・ベースライン調査の結果分析を行い、解決すべき課題と解決策を協議する。

・ITSMEトレーナーの責任と役割について合意する。

これらの2回の会議を通して、カウンターパートたちは理科と算数の授業の質を向上させることの必
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要性を認識するようになった。

（2）ベースライン調査の実施（2010年4月26日から2010年4月30日）

対象小学校における算数および理科の授業の実態と、対象校教員の授業構築および実施にかかる能力

を把握するため、プロジェクトはベースライン調査を実施し、収集した情報の分析を行った。調査の

概略は以下の通りである。

表 2-1：ベースライン調査の概要

1. 期間 2010年4月26日から2010年4月30日（5日間）

2. 訪問した学校数 小学校20校

3. 観察した授業数 算数16授業と理科8授業

4. インタビューを行った教員数 16名

5. アンケートの回収数 教員24名と生徒635名

6. 算数テストの解答者数 教員24名と生徒635名

（出所：ITSME プロジェクト作成）

ベースライン調査を通して、対象校教員の行う授業の特徴や傾向が明らかとなった。

1）授業における教員と生徒の関係は非常に良好であり、授業中のグループ活動や個別の発表な

どに対し、生徒は積極的に参加することができていた。

2）観察した授業においては、ほとんどすべての教員が教科書および教師用指導書を持っていた。

授業は教科書の内容をそのまま生徒に伝えており、何人かの教員は学習活動案を作成していた

ものの、その内容は教科書や教師用指導書をそのまま書き写したものであった。

3）ほとんどの教員は、授業を「教科書の内容を生徒に伝える活動」であるとみなしており、授

業を準備する際にも、生徒の既習知識を確認する必要を感じていないことがわかった。

4）算数や理科の概念を正しく理解していない教員が多く、またほんのわずかな教員しか、この

ような実態にあることの危機を感じていない。これに加え、教科書自体にも誤っ指導内容や不

適切な生徒活動が多く含まれ、教員が教科指導に必要な最低限の知識や技能を身につけるため

の教材にはなり得ていない。従って教科書以外に教科内容を学ぶ道具を持たない教員にとって

は、指導に必要な正しい知識を身につけることは非常に困難であることがわかった。

5）観察した授業は、ゲームをして遊んだり、パズルを解いたり、グループワークを取り入れる

など多くの活動を盛り込んでいたが、それらはただゲームやパズルのおもしろさで生徒を楽し

ませているだけであり、数の仕組みや自然の不思議を発見するような、教科本来の内容に由来

する楽しさは提供できていなかった。

これらの調査結果に基づき、プロジェクトは目指すべき授業の姿（改善された授業の姿）として、「子

どもたちにとってわかりやすく楽しい授業」を設定し、プロジェクトの役割を以下のように定めた。

ITSMEの二つの役割

・ITSMEトレーナーはITSME授業をわかりやすく示す研修教材を作成し、対象校に配付する。

・対象校はITSME研修教材を活用して、IS活動を継続的かつ定期的に行う。
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（3）ITSMEトレーナーチームの編成

MOESと日本人専門家は、ITSMEに与えられた2つの役割を遂行するために、その指導者チームをど

のように編成するかの議論を行った。PDM1はPES管理委員会（PES-MC：PES Management Committee）
およびPES 技術サポートチーム（PES-TST：PES Technical Support Team）の2つを作るよう提案して

おり、前者はプロジェクト活動の計画や運営など管理面での役割を担い、後者はITSME研修教材を作

成や教科内容について教員に指導を行う技術面での役割を担うものである。しかし、プロジェクトは

PES、DEB、TTCの代表者からなる全体でひとつのITSMEチームをつくり、PES-MCとPES-TSTの両

方の役割を担うこととした。その理由は以下のとおりである。

・プロジェクトのためだけの、新しい組織や臨時の組織をつくることを避けるため。

・ITSME活動が特別な活動ではなく、学校や教員の日常業務のひとつであることを認識さ

せるため。

・ITSMEトレーナーにITSME活動の管理面と技術面の双方の技能を身につけさせるため。

プロジェクト開始時に編成されたトレーナーチームは、3つのPESから6人、8つのDEBから8人、2つ
のTTCから6人の20人であった。（添付資料2-01を参照）

（4）研修教材作成会の実施

「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」を具体的に示した学習活動案として、対象校に紹介する

ため、ITSMEトレーナーは第1年次に4回の研修教材作成会を実施した。

表 2-2：第1年次の研修教材作成会

研修教材作成会 日  程 開催場所

第1回作成会 2010年7月12日から2010年7月16日 サバナケット TTC

第2回作成会 2010年8月5日から2010年8月7日 サバナケット TTC

第3回作成会 2010年9月27日から2010年9月30日 パクセー TTC

第4回作成会 2010年11月1日から2010年11月5日 カムアン PES

（出所：ITSME プロジェクト作成）

第1年次の研修教材作成会では理科と算数の授業における問題点を分析し、それらの解決を図るため

にITSMEがどのような役割を担うべきかを議論した。第1年次の主な活動内容は以下のとおりである。

・プロジェクトの全体像を把握する

・ベースライン調査結果の分析と取り組むべき課題を確認する

・ITSMEトレーナーの役割と果たすべき責任を明確にする

・作成すべきITSME授業のイメージを具体的に描き、求められる条件を設定する

・教員研修の仕組みを構築しTOTの準備を行う

・模範学習活動案を使って模擬授業を行い、その質について意見交換を行う

・模擬授業の観察結果に基づいて、改善の手だてを検討する

・第1年次の模範学習活動案を完成させる

プロジェクト開始時期における、授業づくりに対するITSMEトレーナーの考えは、対象校の教員と全
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く同じものであった。例えば、

・教員は生徒に知識を伝達する役割を担う

・教員は教科書の内容をそのままに扱うべきである。内容を変えることは許されない。も

しも教科書の内容から変えてしまえば、生徒は最終試験で困ることになる。

・よい授業は「生徒中心の授業」である。（しかし、トレーナーはそれがどんな授業なの

か明確な考えを持っていなかった。）

ITSMEトレーナーが理想とする授業のイメージを確立できるよう、日本人専門家は「なぜ子どもたち

に授業を行うのか。」から議論を開始した。トレーナーは「子どもたちを、ラオス国の将来を担う人

材として育てるために授業を行う。」と結論づけ、さらにこれを達成するためには「すべての授業は、

子どもたちに望ましい変化をもたらさなければならない。」という、ITSME授業の備えるべき基本的

性格を打ち出すことができた。この考え方はその後に続く、ITSME授業の備えるべき質の議論の出発

点となった。

第1年次、トレーナーたちは3つのグループに分かれて、3つの模範学習活動案を作成した。

表 2-3：第1年次に作成したITSME研修教材

学年 教科 課 単元

第3学年 算数 第10課 和の形に展開した数の表し方

第4学年 算数 第5課 引き算

第5学年 算数 第6課 整数と小数のかけ算

（出所：ITSME プロジェクト作成）

これらの学習活動案は、以下に述べるTOTを通して対象校の校長およびATに紹介された。

（5）TOTの実施（2010年8月9日から2010年8月28日）

ITSMEトレーナーチームはそれぞれの対象郡において、ITSMEの概要と研修教材の内容および活用法

を紹介するためのTOTを計画、実施した。日程は以下のとおりである。

表 2-4：第1年次に実施したTOT

対象郡 日程 開催場所 参加者

サバナケット県

カイソン郡

2010年
8月9日から11日

サバナケットTTC会議室 対象校12校の校長および

AT26名

サバナケット県

チャンポン郡、

パランサイ郡

2010年
8月12日から14日

ケンコクタイ小学校教室 対象校16校の校長およびAT
32名

カムアン県

タケク郡

2010年
8月16日から18

カムアンPES会議室 対象校15校の校長およびAT
31名

カムアン県

ヒンブン郡

2010年
8月19日から21日

ヒンブン郡、郡ホール 対象校10校の校長およびAT
22名
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チャンパサック県

サナソンブン郡

2010年
8月23日から25日

サナソンブン郡、郡ホール 対象校17校の校長およびAT 
33名

チャンパサック県

バチエン郡

パクソン郡

2010年
8月26日から28日

パクソン中学校集会室 対象校23校の校長およびAT
46名

（出所：ITSME プロジェクト作成）

運営・管理面および技術面の双方からプロジェクトを紹介するために、第1年次は3日間のプログラム

を準備した。ITSMEトレーナーは表2-3に挙げられた3つの学習活動案の全てを紹介し、校長やATが
これら研修教材の質をどう評価するかの反応を確かめた。

表 2-5：第1年次TOTの活動内容

午前 （1） 開講式

（2） 小学校の算数教育における問題点

（3） ベースライン調査結果の報告

第1日

午後 （4） 第3学年用のITSME研修教材の紹介

（5） 第3学年用のITSME研修教材に対する意見交換

午前 （1） 第4学年用のITSME研修教材の紹介

（2） 第4学年用のITSME研修教材に対する意見交換

第2日

午後 （3） ITSMEプロジェクトの概要説明

午前 （1） 第5学年用ITSME研修教材の紹介

（2） 第5学年用ITSME研修教材に対する意見交換

第3日

午後 （3） 活動の枠組み原案の説明と意見交換

（4） 閉講式

（出所：ITSME プロジェクト作成）

ほぼ全員の校長およびATが理数科、特に算数の授業の質を高めることの必要性に同意した。一方で、

トレーナーの作成した3つの模範学習活動案は、彼らを満足させる十分な質を提供できていないこと

が明らかとなった。この厳しい評価から、ITSMEトレーナーは、目指す授業の姿を明確に示す模範学

習活動案の作成がいかに難しいかを認識すると同時に、ITSME研修教材の質をチェックするための基

準が必要であると考えるようになった。

（6）本邦研修の実施（2010年11月13日から2010年11月21日）

ITSME活動に関わるカウンターパートが日本の学校を訪問し、授業観察や教員との意見交換を通して

授業づくりにかかる考えに触れることを目的として、10名が埼玉県を訪問した。この研修の内容は以

下のとおりである。

・日本の学校、授業、教科書について理解を深める。

・訪問する小学校で3つの算数授業、1つの理科授業、中学校で2つの理科授業を参観する。
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・川口市教育委員会と意見交換を行う。

・日本の教員研修の様子を見学する。

表 2-6：第 1 年次本邦研修参加者一覧

名  前 所  属

1 Ms. Varadune AMARATHITHADA Deputy Director General, DTE

2 Mr. Simoungkhoun VONGCHAMPA Technical staff, DTE

3 Ms. Khamkhanh SOULIGNADETH Deputy Director General, DPPE

4 Mr. Maiboun PHANITH Head, Administration Division, DTE

5 Mr. Onekeo NOANNAVONG Deputy Director, RIES

6 Mr. Syhay KEOKHAYTHIN Head, Kammouane PES

7 Mr. Khamphoune TOUPHAYTHOUNE Head, Savannakhet PES

8 Mr. Sy PHANTHAVONG Deputy Head, Champasak PES

9 Mr. Kung SAYASANE Director, Savannakhet TTC

10 Mr. Khamphiane MEKCHONE Director, Pakse TTC

（出所：ITSME プロジェクト作成）

表 2-7：第 1 年次本邦研修における研修計画

日程 行程 目的/活動

2010 年

11 月 13 日

ビエンチャン発バンコクへ                               
バンコク発成田へ

11 月 14 日
成田到着                                           
宿泊所に向けてバス移動

JICA/TIC オリエンテーション 研修参加にかかる諸手続きを理解する

VSOC オリエンテーション スケジュールと目的を確認する

日本における教科書出版の過程を理解する
11 月 15 日

東京書籍株式会社                                                 
（教科書出版会社）

教科書作成用の実験について理解する

川口市立本町小学校

第 6 学年の算数授業を観察し、授業について

質疑応答、意見交換をする

小学校の施設、管理・運営状況を視察する
11 月 16 日

川口市教育委員会 教員研修事業を視察する

川口市立戸塚南小学校

第 3 学年の理科授業を観察し、授業について

質疑応答、意見交換をする

小学校の施設、管理・運営状況を視察する

11 月 17 日

川口市立幸並中学校

左記中学校で開催された関東甲信越地区中

学校理科教育研究会を視察する

第 1 学年と第 3 学年の理科グループの研修に

参加する
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川口市教育委員会

教員研修における教育委員会の役割を理解

する

学校の運営および教員の管理に関して意見

交換する
11 月 18 日

川口市立上青木南小学校

第 4 学年の算数授業を観察し、授業について

質疑応答、意見交換をする

小学校における生徒活動、清掃活動を視察す

る

日本の指導主事との研修
授業目標の効果的な設定方法を学ぶ

手作り教材の作成方法を学ぶ11 月 19 日

研修成果報告の準備

川口市立科学館

プラネタリウム

ラオスの生徒に対する教材の効果的な展示

方法を探る
11 月 20 日

川口市文化財センター

川口市立中央図書館

市民の自発的学習を促進する教育委員会の

活動を学ぶ

11 月 21 日
成田発バンコクへ

バンコク発ビエンチャンへ

11 月 26 日 JCC において成果報告 成果を教育スポーツ省に報告する

（出所：ITSME プロジェクト作成）

研修期間は非常に短かったにもかかわらず、参加者は日本の教育について学び、ラオス国の教育、特

にプロジェクトが実施している現職教員研修や授業の質的向上への取り組みに示唆を与える多くの

見識を得た。この成果は、2010 年 11 月 26 日に開催された JCC における議事のひとつとして報告さ

れた。参加者がこの研修で得た主な成果は以下の通りである。

・教科書出版会社の訪問を通して、参加者は日本では教科書に対して、教科書の質を非常

に重視し、深く追及していることを理解した。

・授業観察および日本の教員との質疑応答を通して、参加者は日本の教員は授業を提供す

るのみでなく、生徒とともに一日を過ごし、給食の指導や清掃活動、授業終了後のクラブ

活動などにも関わっていることを知った。日本の学校は単に授業を行うだけでなく、子ど

もを育成する場であると認識した。

・授業観察を通して、よりよい授業を実現するためにラオスの授業に応用できるアイデア

を得ることができた。特に教員がいかに子どもの学びを支援するかが重要である。

・地区の中学校理科発表会への参加を通して、現職教員研修は教育委員会主導ではなく、

学校や教員どうしが日常の課題を共有して、解決するために協力することであると知った。

・教育委員会メンバーとの意見交換を通して、教育スポーツ省の管理・運営業務改善のた

めのアイデアを得ることができた。

2-2 第2年次の活動内容（2011年2月4日から2012年3月30日）

第2年次、プロジェクトはITSME授業の備えるべき3つの条件を設定し、それを満たす模範学習活動案
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を作成した。また年次の終わりには中間レビュー調査を受け、当初作成されたPDMを対象地域の実

態およびプロジェクトの実情に合うよう改訂した。

（1）研修教材作成会の実施

第1年次のTOTにおける対象校校長およびATからの意見をもとに、ITSMEトレーナーは学習活動案の

質について議論を繰り返した。第1年次に教材作成会を開始した当初は、トレーナーたちも現場の教

員と同様に、学習活動案は教科書の内容をそのまま写すものであると理解していたため、学習活動案

には質（の違い）があるという点に配慮するトレーナーはほとんどいなかった。言い換えると、トレー

ナーは自身の学習活動案が対象生徒の実態に即しているか、学校の指導環境に適応しているかといっ

た「適切さ」に配慮せず作成しており、これが校長やATからの手厳しい批判につながっていた。

表 2-8：第2年次の研修教材作成会

研修教材作成会 日  程 開催場所

第1回作成会 2011年2月21日から2011年2月26日 カムアン PES

第2回作成会 2011年3月14日から2011年3月19日 カムアン PES

第3回作成会 2011年5月23日から2011年5月28日 サバナケット TTC

第4回作成会 2011年8月8日から2011年8月13日 パクセー TTC

第5回作成会 2011年8月29日から2011年9月3日 パクセー TTC

第6回作成会 2011年9月14日から2011年9月17日 パクセー TTC

第7回作成会 2011年10月27日から2011年10月29日 サバナケット TTC

第8回作成会 2011年11月16日から2011年11月19日 カムアン PES

第9回作成会 2011年12月19日から2011年12月24日 サバナケット TTC

第10回作成会 2012年2月13日から2012年2月18日 パクセー TTC

（出所：ITSME プロジェクト作成）

第2年次は、すべての対象校のISで活用されるよりよい模範学習活動案を作成するため、10回の研修

教材作成会を持った。主な活動内容は以下のとおりである。

・ITSMEの目指す授業のイメージを確立する

・ITSME模範学習活動案が備えるべき質を設定する

・授業構想シート3による授業概要作成方法を身につける

・本邦研修の準備として、「日本の教育」について予備学習する

・明確な授業目標と評価問題を設定する方法を検討する

・日本で得た研修成果を最大限に活用する方法を議論し、具体化する

・TOTに向けて研修内容と教材を準備する

・第2年次の模範学習活動案を完成させる

これらの議論と実践を通して、ITSMEトレーナーはITSME授業を標準化する3つの質を以下のように

定めた。

                                                     
3 学習活動案作成を支援するための様式。添付資料 2-02 に示す。
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ITSMEの授業が備えるべき3つの質

・授業目標（生徒が何を学ぶのか）が明確である。

・授業内容が授業目標を達成するものになっている。

・授業目標が達成できたかどうかを測る方法（評価方法）が明確である。

ITSME トレーナーはさらに IS で使用する教材を教員に届けるためのしくみを確立した。

ITSME 4 つのステップ

・トレーナーが定期的な研修教材作成会を開き、ITSME 研修教材を作成する

・トレーナーが TOT を開き、ITSME 研修教材を校長および AT に届ける

・校長および AT が IS を実施し、自校の教員に ITSME 研修教材を活かした研修を行う

・トレーナーが IS のモニタリングを行い、教員からのフィードバックを得て ITSME 研修教材

を改善する

（添付資料2-03を参照）

上述のように、第1年次の反省に基づき、トレーナーは意欲的に学習活動案の作成に取り組んだ。さ

らにこの活動を促進した要因のひとつは、学習活動案を作成するグループを小さなグループに組み直

したことである。第1年次は、トレーナーは7人のメンバーからなる3つのグループで3つの学習活動案

を作成した。この形態は、グループのメンバーを大きく二分してしまうという失敗が認められた。つ

まり、授業づくりに関する知識や技能の豊富なメンバーが作業の大部分を担う一方で、残りのメン

バーはそれを傍観するだけという事態に陥っていた。これはトレーナー全員が、ITSME研修教材を作

成し、校長、ATに届けて説明し、モニタリングを通してフォローアップができるように鍛えるとい

うねらいを満足するようには機能していないことを意味する。そこで第2年次は、このグループ編成

を変更し、3人のメンバーによる7つのグループで7つの学習活動案を担当するようにした。この体制

では、3人のメンバー全員が議論に参加することを求められる。これは、教科内容についての知識が

豊富なTTC教官と、学校や生徒の状況を十分把握しているPES、DEBのPAとがよい関係を築いて協働

することを求めることとなり、ひいてはITSME研修教材の質の向上を促進する結果となった。

表 2-9：第2年次に作成したITSME研修教材

学年 教科 課 単元

第1学年 算数 第8課 仲間わけ

第3学年 算数 第18課 立方体

第3学年 算数 第39課 倍数による挟み込み

第4学年 算数 第16課 計算の順序

第4学年 算数 第34課 文章題の解きかた

第5学年 算数 第24課 分数のたし算とひき算

第5学年 算数 第40課 平行四辺形の周の長さと面積

第4学年 理科 第6課 緑の色素（葉緑素）

第5学年 理科 第9課 排出器官

（出所：ITSME プロジェクト作成）



17

これらの学習活動案は、TOTを通して対象校の校長およびATに紹介され、活用法の指導がなされた。

（2）TOTの実施（2011年9月5日から2011年11月15日）

ほぼ毎月、研修教材作成会を実施することに併せ、その中で授業づくりについて意識的な努力を重ね

ることにより、ITSMEトレーナーは自身の持つ授業づくりの知識や技能について、自信を持ち始めた。

また彼らの作成するITME研修教材は、彼ら自身が設定した3つの質を備えるようになってきた。この

結果、彼ら自身が改めてTOTを開催し、第1年次に満足させられなかった対象校の校長およびATに対

し、改善されたITSME研修教材集とそれらの効果的な活用方法（ITSME 4つのステップ）を紹介した

いと考えるようになった。

表 2-10：第2年次に実施したTOT

対象郡 日程 開催場所 参加者

チャンパサック県

サナソンブン郡

2011年
9月5日、6日

DEB会議室 対象校17校の校長およびAT
34名

チャンパサック県

バチエン郡

2011年
9月8日、9日

DEB会議室 対象校12校の校長およびAT
22名

チャンパサック県

パクソン郡

2011年
9月12日、13日

パクソン中学校講堂 対象校12校の校長およびAT
24名

サバナケット県

チャンポン郡

2011年
10月31日、11月1日

DEB会議室 対象校8校の校長およびAT
15名

サバナケット県

パランサイ郡

2011年
11月3日、4日

ポーサイ小学校 対象校8校の校長およびAT
16名

サバナケット県

カイソン郡

2011年
11月7日、8日

DEB会議室 対象校13校の校長およびAT
28名

カムアン県

タケク郡

2011年
11月11日、12日

DEB会議室 対象校15校の校長およびAT
31名

カムアン県

ヒンブン郡

2011年
11月14日、15日

プンタイ小学校 対象校13校の校長およびAT
21名

（出所：ITSME プロジェクト作成）

TOTの準備の中で、トレーナーは校長とATに紹介する最も適切な教材をどのように選ぶかについて

議論し、作成した9つの研修教材の中から5年生の算数と4年生の理科の2つの研修教材を選定した。彼

らは研修教材が備えるべき3つの質を適用して、すべての研修教材を分析、検討した。このように、

自分たちが作成した学習活動案を評価規準に照らして分析するという作業は、第1年次には見られな

かった活動である。彼らは視覚教材の適切さ、生徒活動前に明確な説明があるかないか、生徒の活動

の後にはきちんとまとめがあるかどうかなど、ITSME研修教材の特徴（備えるべき質）を明確に示す

ことができる教材であるかを判断の鍵としている。

なお、第2年次のTOTは、新学期早々の実施としたため、参加者の学校活動への影響が小さくなるよ
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うに開催日程を2日間に短縮した。

表 2-11：第2年次TOTの活動内容

午前 （1） 開講式

（2） ITSMEプロジェクトの更新情報

・校長の7つの仕事

・明確な授業目標の設定方法

（3） ITSME学習活動案の優れている点その1（第5学年算数：分数の足し算と引き

算）

第1日

午後 （4） 算数の学習活動案の分析

（5） ITSME学習活動案の優れている点その2（第4学年理科：緑の色素）

（6） 理科の学習活動案の分析

午前 （1） ITSME学習活動案の学校での活用方法第2日

午後 （2） 授業分析を支援するツール

（3） 閉講式

（出所：ITSME プロジェクト作成）

改善されたTOTのプログラムによる校長およびATの十分な理解と、それに基づくITSME研修教材の

効果的な活用により、校長およびATはITSME研修教材を活用したISの効果に気付き始めた。彼らは

ITSMEトレーナーに対してもっと多くの研修教材を作ることや、もっと頻繁に学校を訪問することを

要望するようになり、学校とDEBとの連携、特に校長とPAの関係が非常に良好になったと感じてい

る。

（3）本邦研修の実施（2011年6月4日から2011年6月12日）

第1年次の本邦研修は、日本で最も研究発表会が多い時期を狙って11月に実施したが、日本人専門家

は第2年次の研修生がITSMEトレーナーであることから、日本で得た知見を最大限活用するために、

より早い時期に実施するべきであると判断し、第2年次は6月に実施した。本邦研修の内容は以下の通

りである。

・日本の学校、授業、教科書について理解を深める。

・幼稚園、小学校、中学校が併設されている学校を見学し、どのように学校間連携が調整

されているかを知る。

・川口市教育委員会と意見交換を行う。

・2つの科学博物館を訪問し、教材作成に活かせるヒントを得る。

表 2-12：第 2 年次本邦研修参加者一覧

名  前 所  属

1 Mr. Bouasy BOUNVATSANA Officer, Teacher Training Unit, Kammouane PES

2 Mr. Douangmala PHOMMACHAN Officer, Primary Unit, Kammouane PES

3 Mr. Sengaloun PHOTHILATH Officer, Teacher Training Unit, Savannakhet PES
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4 Ms. Somvilay OUPHAXAY Officer, Primary Unit, Savannakhet PES

5 Mr. Boun Om VENESOMPHET Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES

6 Mr. Vongsakath PHILAVANH Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES

7 Mr. Lathsomphone XAYYASAN Pedagogical Advisor, Thakhek DEB, Kammouane

8 Mr. Khamkong SILISAK Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane

9 Mr. Soukan AKKHAVONG Officer, Teacher Training Unit, Kayson DEB, Savannakhet

10 Mr. Nouthay XAYALINHXOUMPHOU Pedagogical Advisor, Champhone DEB, Savannakhet

11 Mr. Kongla HATSALASY Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet

12 Mr. Ieng XAYTHAVONGSY Pedagogical Advisor, Sanasonboun DEB, Champasak

13 Mr. Chanthavi LADAMOON Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak

14 Mr. Phonexay PHABANDITH Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak

15 Mr. Thongkhene KHAMSOUKTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC

16 Mr. Insong LASASAN Lecturer, Savannakhet TTC

17 Mr. Phimmasone VORAYOUTH Lecturer, Savannakhet TTC

18 Mr. Souksanh NOUANTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC

19 Mr. Sourichanh THAMMAVONGSENG Lecturer, Pakse TTC

20 Ms. Souliya SINCHINDA Lecturer, Pakse TTC

（出所：ITSME プロジェクト作成）

表 2-13：第 2 年次本邦研修における研修計画

日程 行程 目的

2011 年

6 月 2 日
ビエンチャンへの移動

6 月 3 日 オリエンテーション 研修の詳細日程と活動の目的を確認する

6 月 4 日
ビエンチャン発バンコクへ                               
バンコク発成田へ

6 月 5 日
成田到着

宿泊所に向けてバス移動

JICA/TIC オリエンテーション 研修参加にかかる諸手続きを理解する

VSOC オリエンテーション スケジュールと目的を確認する
6 月 6 日

東京書籍株式会社                                               
（教科書出版会社）

日本における教科書出版の過程を理解する

手作り教材の作成方法を学ぶ

川口市立舟戸幼稚園、舟戸小学校、

南中学校

日本の幼稚園、小学校、中学校における理科

と算数教育の状況を理解する
6 月 7 日

川口市立科学館

プラネタリウム

ラオスの生徒に対する教材の効果的な演示、

展示方法を見つける

6 月 8 日
川口市立戸塚南

小学校

第 5 学年の理科の授業を観察し、授業につい

て質疑応答、意見交換をする

小学校の施設、管理・運営状況を視察する
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川口市教育委員会

教員研修における教育委員会の役割を理解

する

学校の運営および教員の管理に関して意見

交換する

川口市立本町小学校

第 5 学年の算数授業を観察し、授業について

質疑応答、意見交換をする

小学校の施設、管理・運営状況を視察する
6 月 9 日

川口市立青木中央小学校

第 5 学年の算数授業を観察し、授業について

質疑応答、意見交換をする

小学校の施設、管理・運営状況を視察する

本邦研修報告準備
6 月 10 日

本邦研修報告発表・評価会 研修の成果を日本側関係者に報告する

6 月 11 日 東京都科学技術館
ラオスの生徒に対する効果的な演示、展示方

法を見つける

6 月 12 日
成田発バンコクへ

バンコク発ビエンチャンへ

6 月 13 日 MOES への成果報告 研修成果を MOES に報告する

（出所：ITSME プロジェクト作成）

日本での授業観察を通してITSMEトレーナーたちは、日本の教員の役割は生徒の主体的な学びを支援

することであり、またそのために日本の授業には様々な工夫が盛り込まれていることを学んだ。

・授業は、きちんと生徒の実態に即して準備されていた。

・特に算数の授業では、生徒からいくつかの異なる解答が挙げられた点に着目し、それを

種として生徒に十分な議論を行わせ、自ら最も適切な解を導き出させていた。

・復習の場面で取り上げられていたのは、前日の授業の見直しではなく、当日の題材に関

連する既習知識の確認であった。

・授業は、教員と生徒のやりとりとして考えるべきものである。教員から生徒への一方通

行で行われるものではない。

・日本の授業は基礎・基本の習得に大きな比重が置かれている。一方でラオスの授業は基

礎を固めずに多くのことを与えすぎている。

・ラオスの教員は授業を改善するためにより多くの支援や指導を必要としている。TTC教
員が学校を訪問し、教員にアドバイスすることは効果的ではないか。

（4） 運営指導調査の実施（2011 年 2 月 21 日から 2011 年 3 月 3 日）

第 1 年次は、ITSME 研修教材のあり方を探ったり、対象校における教員、生徒、授業および教科書

など、授業の質の改善にかかる情報を集めたりといった活動に多くの時間を割いた。しかし、これら

の活動はプロジェクト活動の遅延を招いた。この実態を重く見た JICA は運営指導調査団を派遣し、

プロジェクトの運営に深く関わる以下の点について情報収集を行った。

・クラスター研修を強化することの必要性、妥当性
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・現職教員研修における模範学習活動案の活用方法

・模範学習活動案を効率よく作成する方法

1） クラスター研修にかかる情報

対象クラスターでは、校長会といった形で定期的なクラスター会合が開かれていることを確認

した。このような会合の存在は、クラスターに属する校長たちの共通理解を促し、対象クラス

ターにおけるプロジェクト活動を促進する効果が期待できる。しかし、クラスター活動を活性

化するには、クラスター活動を運営できる人材の育成やクラスター研修に必要な機材などを整

える必要がある。

対象校教員は学習活動案を作成し、校長に提出して承認を得たり、校長も教員の授業を参観し

たりという研修活動の下地が認められた。これらの活動は研修活動として意図的、計画的に行

われているものではなかったが、将来の校内研修活動への足がかりとして活用できると考える。

2） 学習活動案や学習活動案づくりにかかる情報

トレーナーは模範学習活動案を作成する役割を担うが、第 1 年次に作成した学習活動案の品質

は期待するレベルに達していなかった。この理由の一つは、プロジェクト開始当初、トレーナー

も活動案は教科書を写すものと考えていたことが挙げられる。さらに教科書には誤った概念や

適切でない生徒活動が数多く紹介されており、このような環境下ではトレーナーの作る活動案

の品質を高めるのに困難を伴うことが予想される。一方で、模範学習活動案は目指す授業の姿

を教員に伝える重要な役割を担うことから、学習活動案作成を通してトレーナーの能力向上を

図ることが望ましい。

これらの実態把握に基づいて、調査団は以下のような提言を残した。

・効果のある現職研修の仕組みを作るため、対象校や対象クラスターの実態を十分に把握

すること。さらに、先行案件である CIED プロジェクトの成果や経験を活用し、相乗効果を

図ること。

・研修教材作成会を人的資源開発の機会として活用すること、さらに本邦研修における学

びをその後の活動に活かせるよう工夫すること。

・教科書の質の向上にむけて、プロジェクト実施中に得た知見や改善案を MOES に提言す

る。

・プロジェクトの現状を考え、中等レベルへの拡大および TTC における授業研究活動の導

入は、プロジェクト活動から外す。

以上の点を意識しながらプロジェクト活動を継続し、中間レビューにおいて再度分析を行い必要に応

じて PDM の改訂を行う。

（5） 中間レビュー調査の実施（2012 年 2 月 26 日から 2012 年 3 月 14 日）

プロジェクト期間の半ばを過ぎたところで、JICA はプロジェクトの進捗を評価するために中間レ

ビュー調査団を派遣した。評価の目的の一つは、対象地域の実態に対するプロジェクト活動の適切さ

を確認し、これらの事実と整合するよう当初の PDM を改訂することであった。調査団は対象地域の

実情と ITSME がそれらに対してどのように対応していたかを把握するため、8 つの対象郡のうち 6
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郡を訪問し、聞き取り調査を行った。

調査団は、ITSME 研修教材とその教材を活用した IS の効果について、教員が非常に好意的な態度を

示していることを見出したが、一方で、日本人専門家の行ってきた活動は、現場の実態に即すことを

優先し、PDM との調整を十分図ったものではなかったと判断された。このため調査団は、専門家の

行ってきたプロジェクト活動を精査し、対象地域の実態と照らし合わせた結果、それらの活動は妥当

であり、PDM を実態に合わせて改訂すべきであると結論付けた。調査団は専門家チームおよびラオ

ス側カウンターパートと幾度もの議論を行い、PDM 改訂に対する合意を得た。

改訂された PDM については「1-5 PDM の改訂」（6 ページ参照）においてすでに述べている。

中間レビュー調査の結果は以下の通りである。

評価は PDM1で設定された指標を適用して行われたが、修正された活動の適切さ、効果について判定

することは困難を伴った。

1）成果の達成状況

成果1 「校内研修運営の仕組みが強化される。」

管理委員会および技術サポートチームの2つのグループの代わりにつくられたITSMEト
レーナーチームは十分に機能し、ITSME研修教材を作り、届ける効果的な仕組みを支えた。

しかしながら、教育長、局長レベルの会合は効果的に行われず、またIS活動のモニタリン

グは期待通りには行われていなかった。

成果2 「校内研修の仕組みを支援するための人材強化が行われる。」

プロジェクトは定期的に行われた研修教材作成会を通して、トレーナーの能力強化に意識

的に取り組んだ。研修教材作成会に参加することで、トレーナーたちは授業構築の技術の

向上と教科知識の習得の両面で能力が向上した。郡レベルでは、校長およびATに対してTOT
を開催し、彼らのIS運営能力を高めた。これらは、PDM1で計画された活動とは異なるもの

であるが、効果的に行われたことが認められた。

成果3 「現場実態に即した校内研修用教材が作成される。」

研修教材作成会を通して、第1学年から第5学年までの算数、第4学年および第5学年の理科

について、合計12課のITSME研修教材が作成された。また12課のうち9課の研修教材および

研修マニュアル、学習活動案評価シート、授業観察シートがまとめられ、対象校に配布、

活用された。（添付資料2-04を参照）

2）プロジェクト目標「対象小学校において理数科の指導法が改善される。」の達成状況

プロジェクトはITSMEトレーナーの能力強化に重点を置き、中間レビュー調査時点において、

直接的な学校レベルへの活動支援を行っていなかった。このため、プロジェクト目標の二つの

指標に関してデータが集められず、さらに指標の目標値が設定されていなかったために、これ

らの指標を用いることはできず、プロジェクト目標の達成に関する体系的な評価を不可能にし

た。その一方で、対象校の多くの教員はすでに模範学習活動案を自分たちの授業に適用してお

り、さらに何人かの教員はITSME模範学習活動案の様式を自分自身の学習活動案に適用して作
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成を始めている。この事実は、プロジェクト目標達成の兆候を示していると認められるが、そ

の判断には、モニタリングを通して、模範学習活動案が適切に活用されていることを確認する

ことが条件となる。

3）上位目標「対象県の理数科の授業の質が向上する。」の達成状況

上位目標の評価は、プロジェクト目標と上位目標の指標がほぼ同じである4ことから、その評価

の可否もプロジェクト目標とほぼ同じ状況にあった。つまり、上位目標についても体系的な評

価はできないと判断された。それでも模範学習指導案は既に非対象校にも広まり、その活用が

始まっていることから、非対象郡におけるITSME研修教材の使用を効果的に促進することで、

上位目標の達成に期待が持てる。

4）評価5項目による評価結果

妥当性：高い

有効性：現状では検証不能

効率性：現状では検証不能

インパクト：現状では検証不能

持続性：改善が必要

5）結論

プロジェクトは、模範学習活動案、研修マニュアル、さらにモニタリングツールなどの開発を

トレーナーに課し、彼らもまた、協働してそれらを作成する過程で授業構築および授業実践の

能力を向上し、知識と技能を伸ばすことに成功した。さらにこれらの成果物は、TOTを通して対

象校の教員に紹介され、学校におけるIS活動に活用されている。このような成果が認められたも

のの、計画と実行の不一致や、目標数値が設定されていなかったこと、指標のデータが不足し

ていたことなどにより、体系的で実績に基づく評価は行えなかった。また持続性の確保が不十

分で、学校レベルへのさらなる介入が必要とされるという問題も再確認された。これらの課題

を踏まえ、プロジェクトの残りの期間ではより一層の努力が期待されるとの結論に至った。

2-3 第 3 年次の活動内容（2012 年 5 月 23 日から 2012 年 12 月 28 日）

第 3 年次、プロジェクトは ITSME 研修教材が対象校の教員に十分に受け入れられており、ITSME 研

修教材を使った IS 活動は、授業改善の効果的な方法の一つであると認識されていることを確認した。

これら教員の反応をもとに多くの対象校では、ITSME 研修教材と同等の学習活動案を作成したいと

いう要望から、その手引きをプロジェクトに求めるようになった。ITSME トレーナーもさらによい

品質の ITSME 研修教材を作成することに集中し、この過程を通して得た授業づくりの留意点を現場

教員と共有するに至った。

（1）研修教材作成会の実施

対象校の教員は、ITSME研修教材の質を認め、授業づくりを学ぶ効果的な資料であると認識した。そ

                                                     
4 プロジェクト目標は対象校における理数科の授業の質の向上を期待しており、上位目標は対象県における理数科の授業の質の向上を期待している。
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の理由は以下のとおりである。

・ISで使われる研修教材は、模範学習活動案と参考資料だけである。この仕組みは、教員

が何を学べばよいのかを非常にわかりやすく明確に示している。

・ITSME研修教材は様々に活用が可能で、授業の質の改善に取り組むIS活動を行う上で、

教員の実態に即した活用方法を自由に設定できるようになっている。

・ITSME研修教材の様式は非常に明快で、特に教員と生徒のやりとりを示した3つのコラム

はどんな単元、教科にも適用できるわかりやすい様式である。

IS活動を通してこれらの教材を活用する中で、教員はこの教材のような質の授業を作るにはどうした

らよいかを考えるようになり、トレーナーがどのような手順でITSME教材を作成しているかを知りた

いと思うようになった。特に対象校の校長は、ITSMEトレーナーが学校に来て、ITSME教材のような

学習活動案の作成方法を手ほどきしてほしいと要望するようになった。

第3年次は、合計6回の研修教材作成会を実施した。

表 2-14：第3年次の研修教材作成会

研修教材作成会 日程 開催場所

第1回作成会 2012年6月18日から2012年6月22日 サバナケット TTC

第2回作成会 2012年7月2日から2012年7月6日 カムアン PES

第3回作成会 2012年8月27日から2012年8月31日 カムアン PES

第4回作成会 2012年9月17日から2012年9月21日 パクセー TTC

第5回作成会 2012年10月29日から2012年11月2日 パクセー TTC

第6回作成会 2012年11月26日から2012年11月30日 サバナケット TTC

（出所：ITSME プロジェクト作成）

これら6回の作成会において、ITSMEトレーナーは以下の活動を行った。

・授業づくりの留意点を5つにまとめ、より具体的な授業づくりの方法を解説する

・ITSME 4つのステップをさらに機能させるため、それぞれのステップにおける実行者の役

割と責任を明確にする

・効果的なモニタリングの仕組みと、そこで用いる報告様式を確立する

・教科内容の理解度を測るため、理科と算数のプレテスト、ポストテストを受ける

・ITSMEの活動、授業づくり、ISを紹介するための発表用素材をまとめる

・エンドライン調査に向けた準備を行う

・TOTに向けて研修内容と教材を準備する

・第3年次の模範学習活動案を完成させる

これらの活動を通してトレーナーは、以下の研修教材を作成した。
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表 2-15：第3年次に作成したITSME研修教材

学年 教科 課 単元

第1学年 算数 第36課 数量と比較

第2学年 算数 第39課 わり算

第3学年 算数 第47課 正比例

第4学年 算数 第51課 周の長さ

第4学年 算数 第59課 対称な位置にある図形

第4学年 算数 第59課 対称な位置にある図形（継続）

第1学年 理科 第34課 水

第2学年 理科 第17課 生物と無生物

第3学年 理科 第29課 ものが見えるしくみ

第3学年 理科 第29課 ものが見えるしくみ（継続）

第4学年 理科 第42課 熱の伝わりかた

第4学年 理科 第42課 熱の伝わりかた（継続）

第5学年 理科 第50課 物質とその変化

（出所：ITSME プロジェクト作成）

終了時評価に先がけ、第 1 年次から第 3 年次に作成された ITSME 研修教材の質を評価したところ、

年次を追うごとに、教材の品質が向上していることが確認された（添付資料 2-05 を参照）。 この

改善は、トレーナーが授業の質を維持するためのポイントを、明確に意識できるようになってきたた

めであると見ている。トレーナーはこれらの考えを「授業づくりの 5 つの留意点」という形で具体化

し、教員が学習活動案を作成する際に考慮すべき重要点として対象校に提示した。

授業づくりの5つの留意点

・教科書および指導書の内容を確認し、「生徒が何を学ぶのか」を明確にする。

・子どもたちの既習事項を確認し、「生徒が本時の授業でどのような先行知識を活用できるか」

を明確にする。

・「明確な授業目標（本時の授業で生徒は何ができるようになるのか）」を設定する。

・「授業目標の達成を（第三者にも）確認できる評価問題」を作成する。

・授業前の生徒の姿を授業後の生徒の姿に高める生徒活動の流れを作成する。

これらの 5 つの留意点を示したことで、対象校の教員は授業をどう論理的に組み立てるべきかを理解

し、さらに「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」という ITSME 授業の考え方を理解する助け

にもなった。このような教員の熱意に応え、ITSME トレーナーは ITSME 研修教材の質をさらに改善

するためのいつくかの手だてを実践した。

ITSME 研修教材の質を改善するために ITSME トレーナーがとった方策

・教員と生徒のやりとりを示す3つのコラムをさらに活かした「本時の流れ」の明確化。

・Lesson Design Sheetの段階での十分な授業概要の検討。
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・教員に対する教材作成の手引きの提供。

・教員に対する板書計画（案）の提供。

（2）TOTの実施（2012年9月11日から13日、2012年11月13日から15日）

ITSME トレーナーは対象校とその教員が IS の計画、評価、報告をするためのモニタリング様式一式

を作成した（添付資料 2-06 を参照）。プロジェクトは、これらの様式を ITSME 授業づくりの手引き

とともに ITSME マニュアル第 2 版にまとめ、TOT で配布している。また第 1 年次、第 2 年次はそれ

ぞれの対象郡において、年に 1 度の TOT を実施してきたが、3 年次には 2 回の TOT を行った。これ

はトレーナー自身が第 1 回目の TOT の出来映えに満足がゆかず、もっと良い指導を校長および AT
に行いたいと意欲を示した結果である。

   表 2-16：第3年次に実施したTOT

対象郡 日 程 開催場所 参加者

2012年
9月11日

DEB会議室 対象校15校の校長およびAT
32名

カムアン県

タケク郡

2012年
11月13日

DEB会議室 対象校15校の校長およびAT
32名、DTE職員1名

2012年
9月12日

郡ホール 対象校12校の校長およびAT
21名

カムアン県

ヒンブン郡

2012年
11月15日

DEB会議室 対象校15校の校長およびAT
23名、DTE職員8名

2012年
9月11日

DEB会議室 対象校13校の校長およびAT
28 名

サバナケット県

カイソン郡

2012年
11月15日

DEB会議室 対象校12校の校長およびAT
28名

2012年
9月12日

DEB会議室 対象校17校の校長およびAT
25名

サバナケット県

チャンポン郡

2012年
11月13日

DEB会議室 対象校16校の校長およびAT
25名

2012年
9月13日

ポーサイ小学校 対象校9校の校長およびAT
17名

サバナケット県

パランサイ郡

2012年
11月14日

ポーサイ小学校 対象校9校の校長およびAT
18名

2012年
9月11日

DEB会議室 対象校18校の校長およびAT
36名

チャンパサック県

サナソンブン郡

2012年
11月13日

DEB会議室 対象校18校の校長およびAT
36名

チャンパサック県

バチエン郡

2012年
9月12日

DEB会議室 対象校12校の校長およびAT
22名
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2012年
11月15日

バチエン小学校 対象校11校の校長およびAT
22名

2012年
9月13日

郡ホール 対象校12校の校長およびAT
22名

チャンパサック県

パクソン郡

2012年
11月15日

バンリエン小学校 対象校11校の校長およびAT
22名

（出所：ITSME プロジェクト作成）

第3年次のTOTは、1日だけのプログラムで計画された。これはITSME研修教材の特徴とITSME 4つの

ステップ、ISにおける教材活用方法の概略は、既にすべての対象校に紹介されていたからである。し

たがって、トレーナーは新しい模範学習活動案の内容紹介と、それらをIS活動で最大限に活かすには

どうしたらよいかに力点を置いて解説を行った。

表 2-17：第3年次TOTの活動内容

午前 （1） 開講式

（2） ITSME研修教材（理科）の内容紹介

（3） ITSME研修教材（算数）の内容紹介

午後 （4） 意見交換（過去2年間のIS経験の共有）

（5） それぞれの学校におけるISの計画と発表

（6） 振り返り（TOTアンケート）

（7） 閉講式

（出所：ITSME プロジェクト作成）

校長たちからの報告によれば、すべての対象校で ITSME 研修教材は活用されており、校長および AT
はその品質に満足している。さらに ITSME 研修教材を活かした IS 活動は、教員が授業づくりを学ぶ

方法としては、非常に効果的であると感じているとのことである。そこで校長たちは、自校の教員に

対し、これまでに伝統的なフォーマットで作成した学習活動案を、ITSME の 3 つのコラムの様式に

書き換えるよう指示し、教員たちも喜んでこの作業を行っている。その作業には、生徒がどのように

反応するかを予測しながら授業の流れを組み立てることが求められる。対象校の教員たちはそれを楽

しみながら実行しており、またその作業を同僚たちと意見交換しながら行うという、本来求めていた

ような主体的な校内研修の姿が認められるようになってきた。これに加えて多くの校長から、生徒の

出席率が向上したり、期末試験の成績が向上したりという効果が見えるとの報告があり、ITSME の

取り組みは、2 年ほどの時間をかけて対象校に受け入れられつつあると見ている。

2-4 第 4 年次の活動内容（2013 年 1 月 29 日から 2013 年 11 月 15 日）

第 4 年次は最終年次にあたり、プロジェクトはエンドライン調査と終了時評価調査を実施した。これ

らの調査を通して得られた結果によれば、プロジェクトの効果により対象校教員の授業準備および授

業実施にかかる能力は向上していると判断された。この事実は、ITSME 研修教材を用いた IS 活動は、

教員の授業構築力および授業実践力を継続的に向上させる、効果のあるの方法の一つであるというこ

とをラオス国教育関係者に認識させるに至った。



28

（1）研修教材作成会の実施

第4年次、ITSMEトレーナーは6回の研修教材作成会を実施した。第4年次において作成すべき ITSME
研修教材の数は 10 教材と設定されていたが、トレーナーは 16 教材を完成させている。この実績は、

トレーナーが授業づくりにかかる知識や技能を習得し、より短い期間で ITSME 研修教材を作成でき

るようになったことを意味する。

表 2-18：第4年次の研修教材作成会

研修教材作成会 日  程 開催場所

第1回作成会 2013年2月18日から2013年2月22日 サバナケット TTC

第2回作成会 2013年3月11日から2013年3月15日 パクセー TTC

第3回作成会 2013年5月27日から2013年5月27日 カムアン PES

第4回作成会 2013年6月17日から2013年6月21日 パクセー TTC

第5回作成会 2013年7月1日から2013年7月5日 カムアン PES

第6回作成会 2013年9月16日から2013年9月20日 サバナケット TTC

（出所：ITSME プロジェクト作成）

これらの研修教材作成会において、ITSMEトレーナーは以下の活動を行った。

・教科内容の理解度を測るため、理科と算数のプレテスト、ポストテストを受ける

・エンドライン調査に必要な調査用資料を準備する

・エンドライン調査結果の分析結果を報告する

・6つの非対象TTCや他ドナーのプロジェクトと経験を共有し意見交換する

・終了時評価調査のためのデータ収集に協力する

・TOTの内容と資料を準備する

・TOTの結果について意見交換をし、ITSME研修教材を改訂する

・教育の質基準の研修（EQS研修）プログラムへの協力準備をする

・JICA支援終了後の将来活動計画の策定と実施の準備をする

・第4年次の模範学習活動案を完成させる

これらの活動を通して、トレーナーは次のITSME研修教材を作成した。

表 2-19：第4年次に作成したITSME研修教材

学年 教科 課 単  元

第1学年 算数 第25課 たし算とひき算

第2学年 算数 第25課 かけ算

第3学年 算数 第25課 長さ

第3学年 算数 第43課 分数

第3学年 算数 第48課 棒グラフ

第4学年 算数 第47課 小数のたし算

第5学年 算数 第44課 正比例
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第5学年 算数 第62課 体積の求め方

第1学年 理科 第35課 空気

第1学年 理科 第35課 空気（継続）

第2学年 理科 第27課 固体、液体、気体

第3学年 理科 第9課 葉

第3学年 理科 第25課 水に溶けるものと溶けないもの

第3学年 理科 第25課 水に溶けるものと溶けないもの（継続）

第4学年 理科 第28課 空気の性質（2時間授業の2時間め）

第5学年 理科 第56課 電気回路

（出所：ITSME プロジェクト作成）

（2）TOTの実施（2013年6月24日から2013年6月28日）

第4年次（最終年次）のTOTは、ITSMEトレーナーで作る3県のチームによって準備から実施、反省ま

で行われた。これは、JICA支援終了後に、それぞれの県単位でトレーナーチームが活動を継続する

ための力試しとして行ったが、校長およびATに対する発表や説明の質は十分に満足できるもので、

よく準備されていたと感じた。また参加者も、これまでのTOTを通して既にITSMEの基本方針および

手法を理解しているため、トレーナーと参加者のやりとりは非常に内容の濃いものであった。この活

動を通して自信をつけたITSMEトレーナーは、非対象校も含めて、学校の教員を支援することに自信

を持ち、より頻繁に学校訪問をするようになった。

表 2-20：第4年次に実施したTOT

対象郡 日 程 開催場所 参加者

カムアン県

タケク郡

2013年
6月26日

DEB会議室 対象校15校の校長およびAT
28名

カムアン県

ヒンブン郡

2013年
6月27日

郡ホール 対象校15校の校長およびAT
23名

サバナケット県

チャンポン郡

2013年
6月25日

DEB会議室 対象校14校の校長およびAT
23名

サバナケット県

カイソン郡

2013年
6月26日

DEB会議室 対象校12校の校長およびAT
26名

サバナケット県

パランサイ郡

2013年
6月27日

ポーサイ小学校 対象校8校の校長およびAT
12名

チャンパサック県

サナソンブン郡

2013年
6月25日

DEB事務所内 対象校18校の校長およびAT
32名

チャンパサック県

バチエン郡

2013年
6月26日

DEB会議室 対象校10校の校長およびAT
26名

チャンパサック県

パクソン郡

2013年
6月27日

バンリエン小学校 対象校11校の校長およびAT
20名

（出所：ITSME プロジェクト作成）
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トレーナーは過去3年間の経験に基づいて一日のプログラムを効果的に準備し、滞りなく実施するこ

とができた。最終年次に行ったTOTのプログラムとその運営手法は将来の活動の模範となるが、今後

のTOTについては、校長やATの定期的な会合と抱き合わせ、参加者の負担を軽くするよう検討して

いる。

表 2-21：第4年次TOTの活動内容

午前 （1） 開講式

（2） エンドライン調査結果の報告

（3） ITSMEマニュアルについての解説

（4） ITSME研修教材（理科）の内容紹介

午後 （5） ITSME研修教材（算数）の内容紹介

（6） 意見交換（IS経験の共有）

（7） それぞれの学校におけるIS計画の立案

（8） 振り返り（終了時評価調査のアンケート）

（9） 閉講式

（出所：ITSME プロジェクト作成）

（3）エンドライン調査の実施（2013年2月25日から2013年3月7日）

プロジェクトの生み出した効果と、JICA支援終了後の持続性確保にかかる課題を把握するためにエ

ンドライン調査を実施し、この結果を2010年に行ったベースライン調査の結果と比較した。また、こ

の調査も前述のTOTと同様に、県単位のトレーナーチームが対象地における調査活動の調整を行い、

学校レベルにおけるトレーナーの課題把握の能力向上もねらいの一つとした。調査の概略は以下の通

りである。

表 2-22：エンドライン調査の概要

1. 期間 2013年2月25日から2013年3月7日（11日間）

2. 訪問した学校数 小学校32校

3. 観察した授業数 算数32授業

4. インタビューを行った教員数 32名

5. アンケートの回収数 教員32名と生徒853名

6. 算数テストの解答者数 教員32名生徒853名

7. 共有会議に出席した教員数 273名

（出所：ITSME プロジェクト作成）

この調査の結果、対象校教員はITSME活動を通して授業計画と準備の重要性を理解し、同僚と協力し

ながら準備を行うようになるなど、その姿勢に好ましい変化が認められた。またIS活動が学校活動の

一部であると感じ始めており、継続的な学びの場として活かし始めている事実が把握できた。エンド

ライン調査で把握した教員の態度変容は以下の通りである。
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1） 教員の授業準備について

グラフ上にパーセントで示した数字は、質問に対して「はい」と答えた教員の割合を示す。

（出所：ITSME プロジェクト作成）

図 2-1：エンドライン調査における教員の授業準備に対する回答

ベースライン調査の結果によれば、プロジェクトが開始する以前から対象校の教員は学習活動

案を作成していた。しかし、それらは教科書をそのままコピーしたものであり、校長やDEBの
PAに提出するために作成するという認識が強かった。エンドライン調査においては、対象校の

すべての教員がITSMEの様式を用いて学習活動案を作成しており、さらに授業づくりの方法は、

プロジェクトが推奨する5つの留意点を適用して作成していることが把握できた。教員が作成す

るこれらの活動案には、予想される生徒の答えや反応が盛り込まれ、生徒活動の後には必ずま

とめを行うなど、目指すITSME授業の特徴を把握して作成されている。加えて、このような質

の高い学習活動案を作成する過程で、教員は授業改善の手がかりを得るため、同僚教員と授業

について議論したり、参観しあったりする機会を増やしていた。これらの点から、教員の授業

準備の内容は改善していると判断できる。
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質問：

A. あなたは同僚の先生と、どのように算数を教えるか議論しますか。

B. あなたは同僚の先生と一緒に、学習活動案を作成しますか。

C. あたなは同僚の先生と一緒に、授業で使う学習教材の準備をしますか。

D. あなたは同僚の先生の授業を参観しますか。

E. 同僚の先生は、あなたの授業を参観しますか。

F. 同僚の先生はあなたの授業を参観した後、改善のための意見をくれますか。
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2） 教員の授業実践

グラフ上にパーセントで示した数字は、質問に対して「はい」と答えた教員の割合を示す。

（出所：ITSME プロジェクト作成）

図 2-2：エンドライン調査における教員の授業実践に対する回答

ベースライン調査において観察された授業は教科書の記述と全く同じ過程を再現しており、別

な学校の教員が行う同じ単元の授業も、内容、構成および生徒活動の流れはほとんど同じであっ

た。一方、エンドライン調査において観察した授業は、教員が自分自身で作成した学習活動案

に基づくものであった。授業内容は依然として教科書の内容に従うものがほとんどであったが、

生徒活動の順序や時間配分、生徒の活動に対する詳細な留意点などが学習活動案に明記され、

実際に授業で使うための活動案であると確認できた。観察した授業のいくつかでは、教員が生

徒の反応に応じて様々な指導法を適用したり、生徒の発言した言葉や表現を活かして授業のま

とめを行ったりと質の高さを感じさせるものも見受けられた。またその反対に、教科内容に対

する深い理解がないままに実施された授業5も複数あり、教員は生徒の実態に即して授業を計画、

実践しようと考え始めてはいるものの、教科内容の習得に関しては依然として、さらなる改善

が必要である。

3）教員の持つ「よい授業」に対するイメージ

ベースライン調査において多くの教員は、よい授業を「参加型アプローチ」や「5 ポイントス

ター」のような名前のついた、あるいは定義づけられた手法を挙げていた。しかし、エンドラ

                                                     
5 教科内容に対する理解が不十分であるため、指導内容に多くの誤りを含んでいた。

質問:
A. あなたは算数の授業で教科書を使いますか？

B. 算数の教科書を主な教材として使っていますか？

C. 学習活動案を作成していますか？
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イン調査においては、「指導内容が明確に提示されている」や「生徒の理解を助けるよう工夫

した教材を用いている」など、より具体的なものとしてとらえていた。さらに、このような授

業に近づくため、教員は授業に対する十分な準備が重要であると述べている。

4）算数に対する教員と生徒の態度・意識

ベースライン調査と比べてより多くの教員が、算数を教えることは難しくないと考えるように

なった。また調査の中で開いた共有会議では「ITSME研修教材を学ぶことは教員の学びを助け、

自信をもって教えることができるようになった。」という意見も得られている。ITSME研修教

材を学んだ対象校の教員は、算数を教えることに喜びを感じるようになると同時に、きちんと

教えることの難しさにも気付き始めている。さらに、それを克服するために、十分な教科の知

識を身に付けることが重要だと認識していた。また生徒も、ITSME授業づくりの方法を用いる

ようになってから、算数が好きだと解答する割合が増えると同時に算数を難しい、あるいは苦

手と感じる生徒の割合が減少しており、「生徒の学ぶ姿勢が積極的になった。」という共有会

議でのコメントを裏付けている。

5）ITSME研修教材に対する意見

ITSME研修教材は「生徒にとってのみでなく、教員にとっても理解しやすい学習活動案である。」

と受け入れられている。またITSME研修教材は、授業過程の理解だけではなく、その授業が扱

う教科内容についても、正しい知識を学ぶことのできるよい教材であると認識されている。前

述したように、対象校教員は、ITSME研修教材を参考にして、これまで自分たちが作成してき

た学習活動案を書き直す活動を続けており、多くの校長がITSME研修教材を使うことで、IS活動

は教員の技能向上のための研修として効果的に機能していると感じ始めている。

6）IS活動

ベースライン調査においては、IS活動に関する調査が十分に行えなかったことから、2011年に

フォローアップ調査を実施している。その結果、16の対象クラスターのうち、11のクラスター

がISを行っていることが判明した。パランサイ郡とパクソン郡ではプロジェクト開始前には全く

ISが行われていなかったが、プロジェクト開始と同時にITSME研修教材を活かしたIS活動を試行

しており、プロジェクト終了時には、対象8郡の16のクラスターすべてで定期的なIS活動が行わ

れている。また、エンドライン調査で訪問したすべての学校において、IS活動に対する教員の姿

勢が改善していることが分かった。

7）ITSMEトレーナーの能力

ベースライン調査は、すべてのカウンターパート機関（DTE、DPPE、RIES、PES、DEB、TTC）
による混成メンバーで実施し、プロジェクトに関わるこれらすべての機関が、対象校の実態を

把握できるようにした。この時点でITSMEトレーナーは選定されておらず、したがってベース

ライン調査を通してのトレーナーの能力把握はできていない。エンドライン調査においてト

レーナーは、積極的に授業観察を行い、さらに改善のためのアドバイスを教員に与えることが

できていた。これは、トレーナーが目指すべきよい授業のイメージを把握しており、教員の授

業をどう改善すれば、この理想像に近づけることができるかという具体的な提案ができるよう

になったことを意味する。
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これらエンドライン調査の結果から、ITSMEが行ってきた様々な活動が目的どおりに機能し、学校に

おけるIS活動が授業の質を改善するための教員の学びを支援しているといえる。

   
（4）終了時評価調査の実施（2013年7月1日から2013年7月19日）

プロジェクト終了時評価調査が2013年7月に行われた。調査団は8つの対象郡のうち6郡を訪問し、教

員へのインタビューを行った。評価結果は、「4. プロジェクト目標および成果の達成度」（46ペー

ジ参照）に述べている。

2-5 特定の時期に行われた活動内容

（1）合同調整会議（JCC）

JCCはITSMEの最高議決機関である。年次ごとに開催され、プロジェクト活動の進捗を確認し、より

よい運営のための課題解決の場として機能する。プロジェクト期間中に実施したJCCの内容は以下の

とおりである。

1）第1回JCC（2010年11月26日、第1年次終了時）

JCCのメンバーはプロジェクト開始時の2010年3月25日に行われたキックオフ会議において、プ

ロジェクトの目的、方針、活動内容、手法、プロジェクトの評価の観点について共通理解を得

ている。この合意に照らして第1年次の活動の進捗を確認するため、JCCを開催した。主な議題

は次の通りである。

・第1年次のITSME活動の進捗報告

・ベースライン調査の結果報告

・第1回目の本邦研修の報告

・プロジェクトの枠組みについての議論

会議の中で、日本人専門家チームはトレーナーの学習活動案作成の経験不足、教科知識の不足、

教科書内容の不適切さのため、模範学習活動案の作成が困難であることを報告した。またその

ために、プロジェクトは、当初デザインにあったPES管理委員会とPES技術サポートチームを設

立せず、代わりにITSMEトレーナーチームを編成するという変更の承認を要請した。さらに専

門家チームは、クラスター研修を実施することの妥当性について、継続調査することを希望し

た。

2）第2回JCC（2012年3月13日、中間レビュー調査終了時）

第2回JCCは中間レビュー調査の結果を議論し、PDMの改訂を確認するために開かれた。議題は

次の通りである。

・第2年次のITSME活動の進捗報告

・中間レビュー調査の結果報告

・PDMの改訂についての議論

・議事録への署名
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2010年の第1回JCCにおいて、日本人専門家がPDMに示されたプロジェクト活動の変更を提案し

たことに関し、中間レビュー調査では、その活動の変更を妥当性、適切性の観点から分析した。

第2回JCCは、プロジェクトの残り期間をより効果的に運営するため、この重要課題の検討に焦

点をあてた。その結果、調査団およびカウンターパートはPDMを改訂することに合意し、PDM2

が策定された。

3）第3回JCC（2012年12月5日、第3年次終了時）

第2年次のPDM改訂後、ITSME活動はより活発になり活動の質も高まった。特にITSME研修教材

の質は、多くの校長および教員の関心をひきつけ、ITSMEのような授業を作る方法を知りたい

という熱意を喚起した。対象校教員のこのような姿勢に応えるため、ITSMEトレーナーは第3年
次に二度TOTを実施し、授業づくりの5つの留意点を詳説した。このような実績から、第3年次JCC
では、ITSMEトレーナーの活動が高く評価された。ITSMEトレーナーの代表はこれまでの成果

をとりまとめ「ITSMEの授業づくりの方法」として関係者に紹介した。このJCCの議題は次の通

りである。

・第3年次のITSME活動の進捗報告

・「ITSMEの授業づくりの方法」の発表

・DTEの描くITSME将来計画の紹介

4）第4回JCC（2013年7月19日、終了時評価調査の終了時）

第3年次に続き、ISを再活性化しようというITSMEトレーナーの意欲と責任感により、ITSME活
動は対象校に定着してきた。第4年次には対象校における活動の定着から、さらにこの輪を対象

外の地域へと広げることに重点を移し始めた。終了時評価調査団はこれらの成果を認め、特に

郡レベルにおいて定着と拡大の動きが顕著に認められることを評価した。第4回JCCはプロジェ

クトの成果について共通理解を図り、ラオス側カウンターパートがこれらの良い実践を維持し、

近い将来全国に拡大することを促す意図で行われた。第4回JCCでの議題は次の通りである。

・ITSMEエンドライン調査の結果報告

・終了時評価調査の結果報告

・ITSME将来計画と実施戦略の議論

・議事録への署名

（2）ITSME経験共有セミナー（2013年10月3日、プロジェクト終了時）

2013年7月の終了時評価調査のあと、DTEおよび専門家チームは経験共有セミナーの準備を開始した。

このセミナーは、ITSMEに関係する本省の部局や開発パートナー（AusAID、UNICEF、Plan Laos、
World Vision Laos、Child Fund Laosなど）の関係者を招いて開かれた。

日本人専門家からITSMEの授業づくりに焦点を当てながら、プロジェクトの概要を説明し、さらにこ

れらの取り組みがどのような成果を生み出したかを、エンドライン調査の結果報告の形で示した。

これらに対する参加者の反応はとても好評で、特にITSMEの授業づくりの方法が論理的、かつ具体的

である点に非常に関心を示した。プロジェクトマネージャーのチャンディ氏は、対象県郡におけるよ

い事例をもとに、ITSME活動の全国普及を目指す計画を披露した。（添付資料 2-07を参照）
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（3）プロジェクトの広報活動

プロジェクトはITSMEの考え方や活動の様子を広く知ってもらうため、複数の広報戦略を講じた。具

体的には以下のような媒体や活動を活用した。

1）第1年次はニュースレターなど広報内容および媒体の準備を行った。

2）第2年次はITSME活動を紹介する2種類の手だてとった。

・ITSMEリーフレット第1版（ラオ語、英語、日本語）を2011年6月に発行。

（添付資料2-08を参照）

・ITSMEウェブサイト（英語、日本語）を開設した。（添付資料2-09を参照）

（日本語は2011年7月開設。英語は2011年10月開設。）

http://www.jica.go.jp/project/laos/005/index.html
http://www.jica.go.jp/project/english/laos/005/index.html

3）第3年次はITSME活動の広報のために新しい資料を作成した。

・ITSMEリーフレットの発行（添付資料 2-08 参照を参照）

ITSMEリーフレット第2版（英語）を2012年7月に発行

ITSMEリーフレット第3版（英語、日本語）を2012年9月に発行

ITSMEリーフレット第4版（英語、ラオ語）を2012年11月に発行

・ITSMEウェブサイト（英語、日本語）をITSME活動行事後に更新

・ITSMEトートバッグ（添付資料 2-10 参照を参照）

ITSMEトートバッグ第1版は2012年9月から配布開始

ITSMEトートバッグ第2版は2012年11月から配布開始

・ITSMEうちわ（添付資料 2-11 参照を参照）

JICA四国の実施している「香川らしい国際協力プロジェクト『ラオスビエンチャン県

バンビエン郡うちわ産業振興支援プロジェクト』」と協力し、ITSME広報ツールとし

てうちわを作成した。

・ITSMEステッカー（添付資料 2-11 参照を参照）

ITSMEステッカー第1版は2012年11月から配布された。

4）第4年次には新しい広報媒体は作成されなかったが、資料は引き続きITSME活動の広報に使

用され、また各活動の後にはITSME Webサイト（英語、日本語）にニュースレターを公開した。
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第3章 プロジェクト活動の進捗

プロジェクト活動の進捗についてPDM2の項目に沿って以下にまとめる。

3-1 成果 1：授業改善のための仕組みが強化される

（1） 指標 1-1：対象県におけるIS活動支援に資するプロフェッショナルネットワークを構築するた

めの、TTCとPES間で合意された公式文書

・第4年次の初め、チャンディDTE局長が対象県郡の教育長およびTTC学長とともに将来計

画について協議し、各組織の役割と予算配備の方針について合意を見た。

・この話し合いの結果、各組織の役割と機能や、プロジェクト活動の普及計画を1） 対象

郡における非対象クラスター、2） 対象県における非対象郡、3） 非対象県、4） TTCの
カリキュラムへの導入の4つの観点で示し「ITSME将来計画と実施戦略」として取りまとめ

た。この計画は2013年4月1日付けチャンディ局長の署名をもって発効し、すべての対象県

郡の教育長およびTTC学長が、学校教員を支援するプロフェッショナルネットワークを構

築するため、これに従った。（添付資料3-01を参照）

     
（2） 指標 1-2：対象県において仕組みを機能させるために承認された教育省予算

・中央レベルでは、DTE が 2009 年 11 月 19 日付署名の R/D に従って予算を確保した。DTE
はプロジェクト活動経費として総額 LAK 746,623,000 を割り当てたが、最終年次には予算確

保が困難になった（添付資料 1-03 を参照）。これは、MOES の予算配置の考え方は、基本

的に他国の支援に対するカウンターパート予算であり、今回の JICA 支援終了に伴って、プ

ロジェクト活動に対する予算も終了した。

・地方レベルでは、PES および DEB が毎年の予算確保の状況に合わせ、トレーナー、校長

および AT の旅費の一部を負担し、また全対象校は IS 活動の経費や TOT に出席するための

経費を負担した。

     
（3） 指標 1-3：プロジェクトで開発したモデル授業案の対象校における活用状況

・プロジェクト開始時、2 つの対象郡（パランサイ郡およびパクソン郡）が IS 活動を実施

していなかった。他の 6 つの対象郡は IS 活動を実施していたが、教員の能力向上のための

研修としては捉えておらず、実施内容についても学校運営に関する会議としての位置づけ

であった。

・3 年間にわたる TOT への参加を通して、校長と AT は IS 活動を運営する力を伸ばし、プ

ロジェクト終了時には、すべての対象校において ITSME 教材を活用した IS 活動が定期的、

継続的に行われている。

（4） 指標 1-4：DEB 経由で PES になされたモデル授業案の活用に関するフィードバック状況

・すべての DEB は、それぞれの郡内における IS 活動の状況を把握し、研修教材作成会や

TOT において口頭で報告をしていた。しかし、JICA 終了時評価調査時、4 つの郡において

プロジェクトが開発したモニタリング様式が使われていなかった。
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・トレーナーは校長および AT にこれらの様式を活用するよう促し、4 年次の TOT におい

て、その使い方について再度説明した。

表 3-1：成果1にかかる活動の状況

PDM2 において計画された活動 現状

1-1. 教育スポーツ省と県教育局は対

象県の理数科教育ベースライン調査

を実施する

・2010 年 4 月 26 日から 30 日まで 8 つの対象郡においてベー

スライン調査を実施した。（本文 2-1（2）を参照）

・2010 年 8 月に TOT においてクラスター活動の実態につい

て確認を行った。

・2011 年 6 月 26 日から 7 月 7 日まで 8 つの対象郡において

IS 活動の実態を把握するため調査を実施した。

1-2. 教育スポーツ省は、教員養成校、

県教育局、郡教育局から ITSME ト

レーナーを選定する

・当初、PDM1の計画では PES 運営委員会と PES 技術支援チー

ムを編成する予定であったが、その代わりに ITSME トレー

ナーチームを編成した。（添付資料 2-01 を参照）

・活動内容の深化に伴い、トレーナーの人数を増やした。第

4 年次の終わりには、38 人のトレーナーが活動している。チー

ムの構成は 3 つの PES から 6 人、8 つの DEB から 16 人、サ

バナケット TTC から 10 人、そしてパクセーTTC から 6 人で

ある。

1-3. 教育スポーツ省は、授業改善の

ための体制支援の実施計画を策定す

る

・DTE は教員教育にかかる連携促進のため DTE、DPPE、RIES、
および ESQAC からなる ITSME 会議を第 3 年次に編成した。

・この会議では ITSME 活動の計画、進捗、モニタリングと評

価について話し合われ、毎年最初の会議では、研修教材作成

会、TOT の計画や作成する教材数など、その年の活動計画の

詳細が設計された。

・この会議は、MOES の各関係部局が ITSME 活動を知るため

の窓口としての機能も有した。さらに各関係部局の代表を研

修教材作成会に招待し、トレーナーと共に ITSME の授業づく

りを学ばせた。第 4 年次には、関係部局の副局長をプロジェ

クト対象地区へ招き、現場におけるプロジェクトの成果を視

察させた。この働きかけにより、関係部局は ITSME の成果を

それぞれの業務や資料に取り入れ始めている。

1-4. 教育スポーツ省は、1-3 の計画に

基づいて、ITSME ワークショップを

開催する

・上述した ITSME 会議の実行計画に従い、研修教材作成会が

実施された。（添付資料 3-02 を参照）

1-5. 対象郡の郡教育局は、教員養成

校と県教育局の協力を受け指導者研

修（以下「TOT」）研修を実施し、

対象校校長らに対してワークショッ

・TOT の最適な実施形態を知るため、年ごとに実施日数、内

容、場所や経費などを変更して、毎年 TOT を実施した。

・第 4 年次にトレーナーのみで計画、実施した TOT が最適な

実施形態であり、他のクラスターや郡に適応させやすい方法
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プで作成した教材を紹介する であると認められた。

（本文 2-1（5）, 2-2（2）, 2-3（2）, および 2-4（2）を参照）

1-6. 対象校の校長とアカデミック

ティーチャー（以下「AT」）は、TOT
において、校内での授業改善のため

行動計画を策定する

・すべての TOT において、校長および AT が IS 活動の計画

案を作成した。この案を学校に持ち帰り、教員と話し合った

上で詳細計画を策定した。また、この計画を校長が DEB に提

出した。

・DEB は学校の計画を取りまとめ、PES へ提出した。トレー

ナーチームの中でも特に DEB のトレーナーは、この計画に基

づいてモニタリングを計画、実施している。

1-7. 校長とATは 1-6の活動計画に従

い、授業改善のための活動を実施す

る

・第 4 年次には、116 校の全対象校が IS 活動を実施し、この

活動を継続したいとの意志表明をしている。この前向きな姿

勢の背景にあるものは、IS 活動が各学校の実態に合わせて柔

軟に実施できるという長所である。ある対象校では、当初 IS
を予定していた日に緊急な会合の必要が生じたため、教員の

都合の良い別の日に延期して IS を実施している。このように

IS 活動は各学校が自主的、独立的にその学校の状況にあわせ

て実施することができる。

1-8. 郡教育局は、模範学習活動案の

使用状況についてモニタリングを実

施し、県教育局に報告する

・すべての対象校において ITSME が作成した教材が活用され

ている。基本的に IS 活動は毎週計画され、ITSME 教材を利

用しない IS 活動は実施されていない。これは他の内容、形態

の IS 活動を実施するための教材が不足しているからである。

また対象校のほとんどは、学校や教員の状況にあわせて、ひ

とつの ITSME 教材を様々な方法で利用している。

・DEB トレーナーはその本来業務から、対象校のみでなく非

対象校も訪問しなければならない。そのため、訪問できない

対象校も生じてしまうが、DEB の訪問がなくても対象校は、

実施した IS 活動をモニタリング様式を用いて DEB に報告し

ている。第 4 年次の初めには、この様式が適切に利用されて

いなかったため、DEB トレーナーが TOT において再度この

様式の利用について説明した。（添付資料 2-06 を参照）

1-9. プロジェクトは、授業改善の仕

組み強化のために教員養成校と県教

育局／郡教育局との間で MOU を締

結に向けた議論をファシリテートす

る

・上記の指標 1-1 で記載しているとおり、プロジェクトは関

係組織の役割と機能を示した「ITSME 将来計画と実施戦略」

についての議論をファシリテートした。この文書に期待され

た MOU の内容が含まれている。

1-10. プロジェクトは、教育政策アド

バイザーと協力し、教員強化に関す

るSchool of Quality達成のための校内

指導活動を支援するために、教育ス

・DTE副局長の呼びかけによって、DPPE、RIES、およびESQAC
の関係部局に ITSME アプローチを共有、普及するために

ITSME 会議を設置した。

・これら 3 つの関係部局の代表が、ITSME アプローチをさら
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ポーツ省関係者との議論をファシリ

テートする

に深く理解するため、研修教材作成会に参加した。これによ

り、ITSME アプローチは関係部局の業務や資料改訂時に取り

入れられ、活用されるようになった。特に、DPPE では模範

学習活動案と共に ITSME の授業づくりの手法を EQS 教員研

修モジュールに取り入れている。

・2013 年 7 月に実施された EQS 研修に ITSME トレーナーが

参加し、ITSME 活動を紹介した。（添付資料 3-03 を参照）

1-11. 教育スポーツ省は、関係機関と

本プロジェクトでの経験を共有する

ためのセミナーを開催する

・2013 年 10 月 3 日、プロジェクトの活動とその成果を共有

するためのセミナーを実施した。セミナーでは、日本人専門

家が ITSME アプローチの紹介とエンドライン調査結果を報

告し、参加者へ ITSME 教材を利用した IS 活動の有効性を確

信させた。

・プロジェクトは研修教材作成会や TOT に Plan International 
や CIED を招待し、プロジェクト活動の理解と普及を促した。

（出所：ITSME プロジェクト作成）

3-2 成果 2：授業改善を促進する人材が強化される

（1） 指標 2-1：開発されたモデル授業案の質が改善される

・トレーナーの授業づくりの理解、習得とともに、模範学習活動案の質も年々改善された。

トレーナーが作成した学習活動案の質を、学習活動案評価シートの項目に従って日本人専

門家が分析、評価した結果を以下の表 3-2 に示す。（添付資料 2-05 を参照）

表 3-2：学習活動案の質

プロジェクト年次 作成された数 質に関する値

1 年次 3 学習活動案 7.0

2 年次 9 学習活動案 7.3

3 年次 13 学習活動案 8.8

（出所：ITSME プロジェクト作成）

第 4 年次に作成された学習活動案は 16 案であるが、報告書作成時には分析されていない。

・トレーナーは明確な授業目標およびその達成を判断する評価問題を設定できるように

なっている。これにより、授業を通して生徒が何を学ぶのか、教員がどのように生徒の学

びを支援するかが明確となっている。

・またトレーナーは教員のために板書計画の案や教材作成の方法を学習活動案に添付する

努力をしている。これは、トレーナーが ITSME 教材を単なる学習活動案ではなく、教員が

授業づくりを学ぶための教材であるとの認識を深めたためであると考える。

（2） 指標 2-2：ITSME トレーナーの教科知識が改善される

・日本人専門家は ITSME 教材作成のために選定された単元について、トレーナーの教科知
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識を確認するためのプレテストとポストテストを実施した。

・学習活動案作成前にプレテストを実施し、学習活動案完成後にポストテストを実施した。

テストは第 3 年次と第 4 年次の 2 回実施し、結果は以下の表 3-3 のとおりである。

表 3-3：第 3 年次プレテストとポストテストの平均点

単元 プレテスト （%） ポストテスト（%）

正比例（3 年生、算数） 89.1 93.6

周の長さ（4 年生、算数） 89.4 98.5

対称な位置にある図形の描き方（4 年生、算数） 64.0 78.4

水（1 年生、理科） 81.2 99.5

ものの見えるしくみ（3 年生、理科） 50.5 77.7

熱の伝わりかた（4 年生、理科） 37.5 85.9

物質とその変化（5 年生、理科） 61.0 75.6

（出所：ITSME プロジェクト作成）

表 3-4：第 4 年次プレテストとポストテストの平均点

単元 プレテスト （%） ポストテスト（%）

棒グラフ （3 年生、算数） 90 92

単位変換 （4 年生、算数） 90 86

体積の計算 （5 年生、算数） 63 63

空気 （1 年生、理科） 79 79

個体、液体、気体 （2 年生、理科） 78 84

電気回路 （5 年生、理科） 78 84

（出所：ITSME プロジェクト作成）

・上に示す表のように、学習活動案の作成の対象とした単元については、いずれについて

も理解が深まる傾向にあるが、トレーナー一人ひとりについて解析すると、自身が学習活

動案の作成に携わった単元の知識の向上度合いは大きいが、直接作成に関わらず、全体で

の意見交換にだけ加わった単元については、十分な知識の向上にはいたっていないことが

わかった。

表 3-5：成果2にかかる活動の状況

PDM2 において計画された活動 現状

2-1. ITSME トレーナーは、ITSME
ワークショップ参加を通じて、授業

改善のために必要な教科知識やスキ

ルを身につける

・ITSME トレーナーは研修教材作成会に参加し、授業づくり

に関する基礎知識と技術、さらに選択された単元の教科知識

を習得した。

・しかし、トレーナーの能力維持、向上には授業づくりと教

科知識の継続的な学習が必要であるため、彼らの学びを支援

する適切な環境を構築することが強く求められる。
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2-2. 対象校の校長や AT は、TOT を

通じて、授業改善の方法を学ぶ

・校長および AT は、毎回の TOT において最低 2 教材の学習

活動案とその活用について学んだ。この活動を通して、校長

および AT は授業づくりの手法とそれを教員に習得させる IS
活動の運営についての技能を身につけた。

・校長および AT は、IS 活動は教員の能力向上に効果的であ

ることを認識し、教員のさらなる能力向上のため、IS を継続

的、定期的に実施していく必要であることを理解した。

（出所：ITSME プロジェクト作成）

3-3 成果 3：授業改善のための教材類が作成される

（1） 指標 3-1：活動 1-3 で示された計画目標に対して、実際に開発されたモデル授業案の数

表 3-6：計画した学習活動案数と実際に作成した学習活動案数

プロジェクト年次 計画した数 作成した数

1 年次 計画なし 3

2 年次 計画なし 9

3 年次 10 13

4 年次 10 16

（出所：ITSME プロジェクト作成）

（2） 指標 3-2: 活動 3-7 で取りまとめられた授業改善のための教材集

1） ITSME 研修教材は ITSME 研修教材集として取りまとめられた。

・ITSME 研修教材として 29 の 学習活動案 （14 算数および 15 理科）

・教員学習のための参考教材

・算数 5 分野 33 単元とそのワークシート

・理科 10 単元

・ITSME マニュアル第2版とITSME 授業づくりマニュアル

2) トレーナー向け普及教材（Microsoft PowerPoint プレゼンテーション資料）

（添付資料 3-04 参照）

・ITSME アプローチの紹介

ITSME アプローチを紹介するため、ITSME の目指す授業と ITSME の 4 つのス

テップを ITSME マニュアル第 2 版の活用とともに紹介している

・ITSME 授業づくりの紹介

ITSME 授業づくりを紹介するため、ITSME 学習活動案の特徴と活動案作成のし

かたを ITSME 授業づくりマニュアルの活用とともに紹介している。

・IS 活動の紹介

ITSME 模範学習活動案を利用した IS 活動を紹介するため、対象校での活用事例

を紹介している。

・プレゼンテーション計画（各 PowerPoint の台本）
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3） 電子データ （上記すべての電子データを CD に入れて配布）

（3） 指標 3-3：ITSME の教材集を国家標準として採用を検討するよう教育省に提案するために、

プロジェクトで準備した提言書

・文書は ITSME の方針とモニタリングやエンドライン調査で確認された成果を基に、どの

ようにして ITSME が教員の継続した学びを促進できるかを記載している。

・この文書はプロジェクト成果共有セミナーが実施された 2013 年 10 月 3 日に、チャンディ

DTE 局長を通じ、コンシー副大臣（Dr. Kongsy SENGMANY）へ提出された。

（添付資料 3-05 を参照）

ITSMEマニュアル第2版のまえがきでチャンディDTE 局長は、「DTEはラオスのすべての教員がこの

マニュアルを手にし、ITSMEの授業づくりを学ぶことを推奨する。」と述べている。また局長は「DTE
はすべてのTTCにおいて新しく教員になる学生が必ずITSMEの授業づくりを学ぶことを奨励する」こ

とと、「ITSMEの学習活動案様式と授業づくりの方法を国家基準とする。」ことを「ITSME将来計画

と実施戦略」の中で強く表明している。（添付資料3-01を参照）

表 3-7：成果3にかかる活動の状況

PDM2 において計画された活動 現状

3-1. 学習活動案の標準フォーマット

及び学習活動案準備マニュアルが策

定される

・ITSME 学習活動案の様式は研修教材作成会においてトレー

ナーが開発し、すべての教材に使われている。また授業づく

りの方法も ITSME 授業のための 3 つの条件と授業づくりの 5
つの留意点がトレーナーによって考えられた。これらの考え

は ITSME マニュアル第 2 版と ITSME 授業づくりマニュアル

に記載されている。（本文の項目 2-1、2-2、2-3 と 2-4 を参照）

3-2. ITSME トレーナーは、3-1 の

フォーマットを満たした模範学習活

動案を作成する

・ITSME トレーナーは研修教材作成会において合計 40 以上

の学習活動案を作成したが、そのうちいくつかは ITSME 教材

の質の規準に満たないため対象校へは紹介していない。ト

レーナーが多くの時間を費やし努力したとしても、教材とし

ての満足する質が得られない場合には配布を見送るという約

束を、トレーナー自身が自分たちに課している。

・一方で、年を追うごとに ITSME 教材はその質も量も向上し

ている。（本文の項目 3-2 を参照）

3-3. ITSME トレーナーは、授業改善

のための IS のためのマニュアルを作

成する

・ITSME マニュアル第 2 版は ITSME 授業づくりマニュアル

とともに 2013 年の TOT において対象校へ配布された。

上述の活動 3-1 のとおり、ITSME マニュアル第 2 版は、ITSME
の方針と授業づくりの方法、そして IS 活動においてどのよう

に ITSME 教材が利用できるかが記載されている。

・ITSME マニュアル第 1 版は、2011 年に作成され、IS 活動

について詳しく記載されており、現在も利用されている。
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3-4. 学習活動案評価シートと授業観

察シートが策定される

・学習活動案評価シートと授業観察シートは、ITSME マニュ

アル第 2 版に編集され、配布された。（添付資料 2-04 を参照）

3-5. モニタリングレポート様式が策

定される

・上述の評価シート同様、IS 活動計画および実施報告の様式

は、ITSME マニュアル第 2 版に編集され、配布された。

（添付資料 2-06 を参照）

3-6. ITSME トレーナーが活用できる

授業改善のための参考教材が作成さ

れる

・ITSME トレーナーのための参考資料が作成され、第 3 年次

と第 4 年次に利用された。

・これらの参考資料の有効性が見られたため、トレーナー用

に作成した参考資料を調整して教員用の参考資料を作成し

た。これら教員用の参考資料は、ITSME 学習活動案とともに

編集され、2013 年の TOT において学校に配布された。また

この参考教材は ITSME 教材集にも編集され、活動 3-7 にある

とおり、MOES に提出された。

3-7. 3-1～3-6 の教材類を含む授業改

善のための総集教材が取り纏められ

る

・上述したすべての教材をとりまとめ、ITSME 教材集として

編集した。（本文の項目 3-3(2)を参照）

3-8. エンドライン調査の一環とし

て、対象校の教員の授業実践経験を

共有するためのワークショップが実

施される

・エンドライン調査時に訪問した 32 校すべてにおいて情報共

有、意見交換の場を設けた。この会議において、ITSME 教材

を利用した教員の感想や得られた効果が共有された。併せて、

IS 活動様子が報告され、その課題などが共有された。

・ITSME 教材とそれを活かした IS 活動は、教員が授業づく

りの能力向上に有効な手段のひとつとして、対象校の校長、

AT および教員から認められた。さらに教員からは、この IS
活動の継続とラオ語の学習活動案への応用を積極的に行いた

いという意欲が示された。

3-9. 3-8 で共有された経験を基に、プ

ロジェクト期間中に策定された教材

類を国レベル標準として検討するよ

う教育スポーツ省に提案する文書が

作成される

・対象校教員からの意見を基に日本人専門家によって文書が

作成された。

・この文書は、2013 年 10 月 3 日に DTE 局長を通じてコンシー

副大臣へ提出された。（添付資料 3-05 参照）

（出所：ITSME プロジェクト作成）

3-4 JICA支援終了後の自立発展的取り組み

上述のような ITSME 活動の成果を認め、DTE はプロジェクト対象の 3 県 8 郡とともに「ITSME 将
来計画および実施戦略」に基づいた、現在の活動地域における定着と新規拡大地域への普及を図って

いる。普及、拡大は４つの手だてを計画しており、プロジェクト終了時には 1）、2）、4）の手だて

を開始している。
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1） 対象郡における対象クラスター以外への拡大

2） 対象県における対象郡以外への拡大

3） 対象県外への拡大（全国展開）

4） TTC のカリキュラムへの組み込み

1）および 2）の取り組みについて

・カムワン県においては、今年度（2013/2014 年度）からプロジェクト対象 2 郡に新規の 2
郡を加えた 4 郡で ITSME 活動を行い、4 郡内のすべてのクラスターに普及を図る。残り 6
郡については、新規 2 郡への拡大手法の効果を検証した上で、再度計画する。

・サバナケット県では対象 3 郡に加え、今年度県内の残り 12 郡に対し、ITSME の普及活動

を一斉に開始する。

・チャンパサック県では、今年度、対象 3 郡に新規の 2 郡を加えた 5 郡で ITSME 活動の普

及を図り、さらに翌年度（2014/2015 年度）に、県内の残り 5 郡に対し普及活動を開始する。

3）の取り組みについて

・対象県を超えたITSME活動の普及は、つまり全国展開の戦略は上述の3県における普及活

動の適切さを測りながら計画することとしている。これは、対象県外の拡大の最も大きな

課題が、新しく拡大する県にはITSME活動について知識を持ったトレーナーが不在である

ことである。このトレーナー不在の課題も含めて、最も効果があり効率のよい方法を探す

ことが求められている。

4) の取り組みについて

・プロジェクト対象の 2 つの TTC（サバナケットおよびパクセー）では、今年度から理科

教育法、数学教育法の授業の中で ITSME 授業づくりの方法を扱い、全学生が必ず受講する

こととしている。

・DTE は、他の 6 つの TTC についても同様の取り組みを進めるため、サバナケットおよび

パクセーの 2つのTTCを指導役として普及活動を行うことを計画している。既に 8月のTTC
会合において、チャンディ局長が ITSME 授業づくりの方法を取り入れることを宣言してい

る。
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第4章 プロジェクト目標および成果の達成度

プロジェクト終了前 3 カ月にあたる 2013 年 7 月に、終了時評価調査が実施された。調査団はプロジェ

クト目標が達成され、3 つの成果についても概ね達成されており、プロジェクト終了までに完全に達

成されることが見込まれると判断された。

4-1 プロジェクト目標 「対象校での理数科の授業の質が改善される」の達成度

プロジェクトが開始時、対象校教員は、教科書の内容をそのまま生徒に与えるよう指導主事から指導

されており、教科書をそっくり写したものを学習活動案として授業を行っていた。このため、教科書

の内容が生徒の実態に即しているかどうかを吟味する必要を感じておらず、対象校教員の授業づくり、

授業実践にはこれに派生する以下のような課題が認められた。

・教科書の内容が数学的、科学的に正しいかどうかを判断しない。あるいは判断できない。

・教科書が示す生徒活動に疑問を感じても、それを変更したり他の活動と入れ替えたりしない。

・教科書にある生徒活動から不要なものを省いたり、新たな生徒活動を組み込んだりはしない。

・教員のはたらきかけに対して、生徒がどのように反応するかを予想していない。

・学習活動案は校長や PA のチェックを受けるために作成するものと考えている。

・学習活動案は個人で書くものであり、同僚と意見交換、情報交換をすることはほとんどない。

これに対し、エンドライン調査時には、対象校教員の授業づくり、授業実践に以下のような変化が認

められている。

・教科書の内容を確認し、「生徒は何ができるようになるべきか」を明確にするようになった。

・これにかかる生徒の既習事項を確認し、「生徒が本時の授業でどのような先行知識を活用できる  

のか」を把握するようになった。

・「明確な授業目標（授業後に生徒はどのように変わるのか）」の設定を意識するようになった。

・授業目標の達成を確認できる評価問題をあらかじめ用意するようになった。

・生徒を授業目標達成に導くため、生徒活動の流れを工夫して構成し、必ずしも教科書どおりに指

導しなくてもよいと考えるようになった。

・視覚教材や操作活動を積極的に取り入れ、生徒の理解を深めようと努力するようになった。

・学習活動案の作成は、教員自らが授業をデザインする作業であると理解するようになった。

・同僚教員と積極的に意見交換しながら学習活動案を作成するようになった。

・校長や同僚教員に授業を参観してもらって助言を仰いだり、同僚の授業を進んで参観したりする

ようになった。

PDM2 には、プロジェクト目標の達成を測る 2 つの指標が示されている。調査団はこれらの指標の達

成度は以下のとおり、満足いくレベルであると判断した。

（1） 指標 1：「対象校の教員の授業実践の質が改善する」の達成度

全体として対象校教員の授業実践の質は高まっている。特に、ITSME授業づくりの方法を取り入れた

活動案を準備することによって授業のねらいが明確になり、生徒活動の流れが改善され、学習内容の
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適切なまとめと評価活動が行えるようになってきている。これにより、全体として「子どもにとって

わかりやすく楽しい授業」に向かった質の改善が認められる。また多くの教員は、生徒活動の流れを

改善すると同時に、ITSME教材で紹介されている学習教材を作成し、実際に授業で使ってみるなどの

工夫を通してその効果を感じ始めている。

今後、教員が教科内容にかかる正しい知識を増やしていくことで、ITSME教材を通して学んだ授業づ

くりの方法はさらに活かされ、より高い質に改善されることが見込まれる。

（2） 指標 2：「対象校の教員の授業案の質が改善する」の達成度

全体として対象校教員の作成する学習活動案の質は高まっている。特に、ITSME授業づくりが強調し

ている①明確な授業目標、②目標を達成する生徒活動の流れ、③目標達成を確認できる評価問題、の

3点を意識した活動案が作成できるようになってきており、ベースライン調査時に把握した、教科書

を丸ごと写した活動案に比較すると顕著な違いである。このうち明確な授業目標の設定の実践は「授

業を通して生徒は何を学ぶのか」の意識を高める上で効果を生んでいる。

今後、正しい教科知識を身につけることを通して、より効果のある生徒活動の流れや適切な評価問題

の選定ができるようになると期待する。

4-2 成果 1 「授業改善のための仕組みが強化される」の達成度

成果1は概ね達成された。

プロジェクトは、その開始時において形式的な運営に留まっていたIS活動を、対象校におけるすべて

の教員が授業改善について学ぶ場として運営されるよう活性化した。特に、対象県におけるPES、DEB
およびTTCの協働によるIS活動支援態勢の構築は、MOESの目指すプロフェッショナル・デベロップ

メント・ネットワークのひとつのあり方を提示することとなった。またITSMEトレーナーから提供さ

れたすべてのITSME研修教材はIS活動の中で活かされており、教員が継続的に学ぶ姿勢の醸成に大き

く貢献した。

4-3 成果 2 「授業改善を促進する人材が強化される」の達成度

成果2は十分に達成された。

成果1の授業改善の仕組みを支えるため、プロジェクトはふたつの人材グループの能力強化を行い、

ITSME授業づくりとその指導法を身につけさせた。ひとつは、教科書の内容を「子どもにとってわか

りやすく楽しい授業」に構成し、ITSME研修教材として対象校に提供するITSMEトレーナーチームの

育成であり、特に授業技術力6の強化を促した。もうひとつは、彼らの指導を受け、効果のある校内

研修を運営する校長およびATの指導力強化であり、目指すべき授業の姿を理解した上で、ITSME教
材を様々に活用し、IS活動を運営する能力を養った。

4-4 成果 3 「授業改善のための教材類が作成される」の達成度

成果3は概ね達成された。

プロジェクトは「子どもにとってわかりやすく楽しい授業」について教員が効果的に学ぶための教材

                                                     
6 主に授業を構築し、実践する技能のことを言い、「教材把握力」「子ども理解力」とともに教師の授業力を構成する要素と考えている。ITSME では特に明確

な授業目標の設定、適切な評価方法の選択、授業目標にせまる生徒活動の流れの構成を中心に研修を行ってきた。
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を開発し、対象校に提供した。対象校における IS 活動で活用する研修教材は、ITSME 研修教材（模

範学習活動案）とこれに付随するマニュアルのみであり、この活用を通して対象校教員が授業改善に

取り組むという手だては非常に明快であった。このため ITSME 研修教材は、理想とする「子どもに

とってわかりやすく楽しい授業」の姿を一つひとつの授業単位で具体的に提示できる品質を備えると

同時に、この授業の中でどのような生徒活動を行えばよいか、そのためにどのような学習教材を準備

したらよいかなどについて詳しく解説している。対象校教員は IS 活動を通して ITSME 研修教材の内

容を理解した上で、自身の授業で実践し、またこれを参考に学習活動案を作成するなどの研修を通し

て、授業改善について効果的に学んでいる。
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第5章 終了時調査団による提言への対応

終了時調査団からプロジェクトに対し、以下のような提言が与えられた。

・ITSMEアプローチとその成果を国家レベルで共有すること

・普及とモニタリングのために既存の枠組みを最大限に利用すること

・重要な人的資源を強化、拡大すること

・その他提言

5-1 「ITSMEアプローチとその成果を国家レベルで共有すること」への対策

この提言は以下に示す4つから構成されている。

（1） ITSMEの経験と成果を共有する国家レベルの普及セミナーを実施すること

2013年10月3日に教育スポーツ省の関係部局と開発パートナーの代表を招いてITSME経験共有セミ

ナーを実施した。セミナーでは、ITSMEの方針、活動、エンドライン調査結果に基づく成果を紹介し、

また対象校校長の代表3名から、プロジェクトによる効果を報告した。参加者は、ITSME教材によっ

て教員の学びの場であるIS活動が活性化されていること、さらにIS活動が教員の継続的な研修の機会

を確保する有効な手段であることを理解した。またチャンディDTE局長から、ITSMEの成果を活かす

ために組織や部局の枠を超えて協力することが求められ、また参加者は、ITSMEの授業づくりの方法

を授業づくりの国家基準として採用したいとの局長の意向に概ね合意した。（添付資料2-07参照）

（2） ITSME研修教材と付随する資料を、活用しやすい形にとりまとめること

ITSME研修教材集は終了時調査直後に完成した。研修教材作成会におけるトレーナー間での話し合い

を通して、教材の内容、編集の方法およびITSMEを紹介する3つの普及教材について検討がなされた。

3つの普及教材はパワーポイントによるプレゼンテーション資料であり、将来の普及活動において

ITSMEの考えや目指す授業、学習活動案の特徴、授業づくりの方法、IS活動の例を紹介する内容となっ

ている。（本文の項目3-3 （2）を参照）

編集されたITSME研修教材集は、前述の経験共有セミナーで紹介された。その後、これらの研修教材

を国家基準としての採用を促す提言書とともに、コンシー副大臣に提出された。（添付資料3-05を参

照）

（3） 2013年8月の教員アップグレード研修にITSME トレーナーを派遣すること

アップグレード研修については、非対象県にトレーナーを派遣することはできなかったが、すべての

PESトレーナーは各自の県の研修プログラムに講師として従事し、ITSMEの活動、特に授業づくりの

手法について紹介した。参加者は特にITSMEの授業づくりの方法に関心を持って学び、プレゼンテー

ション資料、学習活動案やマニュアルの電子データが欲しいとの要望が多かった。

またプロジェクトは、2013年7月に実施されたEQS研修にトレーナーを派遣した。この研修において

トレーナーは初めて、ITSMEのことを全く知らない教員に対しITSME活動を紹介する機会を得たが、

参加者からはITSMEに対する多くの好意的な意見を得る結果となった。この経験は、その後の普及、

拡大の責任を担うトレーナーにとって、自信を与えるものであった。（添付資料3-03を参照）
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（4） ITSMEのインパクトを示す成績や残存率などの統計データを収集すること

日本人専門家とラオス人コーディネータは、DEBが保管している教育統計のデータを収集するため、

すべてのDEBを訪ねたが、データの収集は以下の理由から予想以上に困難であった。

- 多くのDEB はデータを適切に整理し保管してはいなかった。

- 指標の計算方法がDEB間で統一されていなかった。

- データの保存先や取り出し方を知っている者がデータの管理者だけであった。

このためデータ収集は困難を極め、結局コーディネータが、加工してない生のデータを集めてコン

ピュータに打ち込む作業から行うこととなった。

このような労力を費やしたにも関わらず、得られたデータでは、進級率や残存率について対象校と非

対象校における明確な違いを示すものは得られなかった。（添付資料5-01を参照）

プロジェクトではデータ収集に併せて、これらのデータを提供してくれた校長や教員にインタビュー

したが、彼らによると、これまで欠席が多かった特定の生徒については、確かに出席日数や授業に参

加する姿勢に大きな改善が見られているとのことであった。データから得られる指標は1学年の平均

値になってしまっているため、このように顕著であってもごく一部の生徒の態度変容が統計指標の上

に明確に現れることは難しく、近い将来、生徒集団全体に変容が起こることで、指標の明確な変化が

認められるであろうと期待する。

5-2 「普及とモニタリングのために既存の枠組みを最大限に利用すること」への対策

この提言は以下に示す3つから構成されている。

（1） ITSMEアプローチをMOESの適切な研修プログラムに取り入れること.
プロジェクトは、ITSME授業づくりの方法を関係機関にも共通理解させるため、関係部局の代表を研

修教材作成会などのITSME活動に招待してきた。特にDPPE、RIESおよびESQACの3組織は「パート

ナー部局」として頻繁にITSME活動に参加してきた。第4年次には、これらの代表とともに対象校を

訪問し、現場の校長や教員から直接ITSME活動の成果を聞き取ることも試みた。これらのはたらきか

けを通して、2013年9月末、DPPEはITSMEマニュアルの一部とITSME模範学習活動案のひとつを教員

研修モジュールに取り入れることを決定した。このモジュールは国家標準として、今後全国で活用さ

れることになる。RIESも、生徒の理解を促す教科書を作るためにITSMEの考えを参考にしているが、

カリキュラムおよび教科書の改訂が行われる目処は立っていない。ESQACも授業観察の視点や学習

活動案の質の評価方法について、ITSMEの考えを取り入れることを試みている。

ITSMEの授業づくりやITSME研修教材を活かしたIS活動の活性化というアプローチは、柔軟性が高く、

他の教育レベルや教科に対しても応用が可能である。言い換えれば、ITSMEアプローチはラオスの教

員教育の基礎的な手法となりうることを示唆している。

（2） ITSMEのモニタリング様式や学習活動案様式などの各種様式をMOES標準として利用するこ

と

この事項に関する具体的な議論は、プロジェクト終了時に始まっていないが、2013年9月に実施した

研修教材作成会において、2つの対象TTCが、ITSME学習活動案の様式をTTCの標準様式として採用

すると宣言した。つまり、カムアン県、サバナケット県、チャンパサック県のすべての教員が、将来

学習活動案を作成する際にこのITSME学習活動案の様式を利用することになると考えられる。
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（3） 国内すべてのTTCにおいて、ITSMEアプローチを教員養成および現職研修の各種研修プログ

ラムに取り入れさせること

第4年次、DTEはITSMEの授業づくりの方法をプロジェクトの対象ではない6つのTTCの代表に紹介し

た。代表者全員がITSMEの授業づくりについて大変に関心を示し、それぞれの授業やカリキュラムに

取り入れることを検討し始めたところである。さらにDTEは、2013年8月のTTC代表者の会議の席で、

すべてのTTCに、近い将来ITSMEの授業づくりを普及させると宣言している。

5-3 「重要な人的資源を強化、拡大すること」への対策

この提言は以下に示す3つから構成されている。

（1） さまざまな機会を利用してトレーナー間で経験の共有を行うこと

この提言は、主にPESとDEBのトレーナーに対し、彼らが参加、実施するさまざまな活動を通して学

んだ経験を共有することを求めている。

DEBトレーナーは2011年から、各組織で実施しているTOTに同僚PAを参加させ、経験の共有を図っ

てきた。これは、各組織が担当するすべてのクラスターへITSMEの授業づくりを普及させるために、

すべてのPAがそのアプローチを共通理解することが不可欠だと理解しているためである。このよう

な取り組みは、ITSMEトレーナーも同時に、他の研修に参加している同僚からITSMEとは異なる手法

について学ぶ機会を提供される機会にもなっている。

（2） ITSMEトレーナーをITSMEアプローチを普及するための重要人材ととらえ、彼らが継続的に

学習活動案作成の能力を高めることができるようにすること

第4年次、プロジェクト最後の研修教材作成会においてITSMEトレーナーは、その後、ITSMEアプロー

チを普及していくリーダーとして、現在のネットワークを維持し、定期的に彼らの考えや経験を共有

する場を設けることを宣言した。ITSMEトレーナーチームはそれぞれの地区に戻り、彼らの通常業務

として活動を継続していくことになるが、彼らは、授業づくりや教員への指導、さらにIS活動のモニ

タリングに関する知識や技能を積極的に維持、成長させたいと希望しており、これに応えるMOESの
対応が求められる。

（3） PES、DEB、TTCおよび学校との間で連携、協力を強化すること

上述のようなトレーナーチームの活動を核として、PES、DEBおよびTTCは、将来においても県レベ

ルでの連携を宣言しているが、これまで具体的な連携のあり方を探って来なかった彼らは、ITSME
のスタイルが効果的に協力できる仕組みであるかどうかを検討している。最後の研修教材作成会にお

いて、トレーナーは、対象全県郡の教育長および学長を招待し、関係組織間のネットワーク構築につ

いて提言を行った。議論の結果、PESが県レベルチームのリーダー役を担い、TTCを招待してDEBと
ともに会合や研修会を組織することを基本の形としている。また、活動にかかる経費は各トレーナー

所属先が負担するとしている。さらにトレーナーは3県それぞれのチームで、今後どのような普及活

動を展開するかについて詳細計画を作成している。（本文の項目3-4を参照）

ITSMEトレーナーを核とするネットワークは、教員養成と現職教員研修を橋渡しし、教師生涯にわた

る包括的教員教育の先駆けとなることが期待され、この連携のあり方が、プロフェッショナル・デベ

ロップメント・ネットワークの好事例として機能することを期待する。
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5-4「その他提言」への対策

この提言は以下に示す3つから構成されている。

（1） 普及やモニタリングの枠組みとして郡またはクラスターを活用すること

これはすでに3県の将来普及計画に取り入れられている。いくつかの郡においては、すべての学校が

クラスターの枠組みに組み込まれていないため、地域によってクラスターに含まれない学校が存在す

ることになるが、これらはそれに代わる村単位のビレッジクラスターとしてグループを形成している。

このため、3県では、これらのスクールクラスターおよびビレッジクラスターを単位として普及計画

を作成している。これはITSMEトレーナーが研修会や会議を実施するうえで、いくつかの学校をグ

ループとして扱うほうが効果的で利便性が高いことを理解しているためである。ただ唯一の問題とし

て残るのは、地理的に孤立した学校である。このような学校も組織の上ではいずれかのクラスターに

属しているが、現実問題として他校の教員と協力して活動をすることは容易ではない。

（2） ITSMEを実践するモデル地区または学校やクラスターを作ること

良いモデルを作ることができれば、他の学校からの模範として効果があると考える。すでにいくつか

の対象DEBでは、すでにこのようなモデル校を選定している。例えば、タケク郡のChomcheng School
やカイソン郡のPhonsim Schoolである。DEBトレーナーがITSME活動に興味を持つ非対象校から問い

合わせを際、DEBはこれらの学校を紹介し、非対象校の教員に活動内容を視察させている。またこれ

らモデル校の教員も、自分たちが求められている役割を理解し、訪問者への説明と指導を行っている。

（3） TTCのラオ語担当教官に模範学習活動案を作成するため、ITSMEの授業づくりを実践させ、

学校教員に適切な支援ができるようにすること

この事項については、まだ具体的な対応は始まっていないが、対象TTCであるサバナケットおよびパ

クセーTTCでは、学校年度の2013/2014年度の開始前に、TTC教官全員にITSMEアプローチのオリエ

ンテーションを実施している。上述の提言5-2 （2）のとおり、2つの対象TTCでは、授業づくりの標

準様式としてITSME様式を取り入れることが決まっており、近い将来、TTCのすべての教官がITSME
トレーナーの支援を受けてITSMEの授業づくりを学ぶことになる。

終了時評価調査団によるこれらの提言を実践することで、ITSMEは、対象県のすべての教員に等しく

学ぶ機会を提供できると考える。ITSMEアプローチは、あらゆる研修とこれに関わる教材の質の改善

に貢献できる可能性を持っており、今後幅広い活用の方法が見いだされることを期待する。
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第6章 結論と提言

ITSME活動を通して、対象校の教員は「授業とは、教員による、子どもに好ましい変化を起こさせる

意図的、計画的なはたらきかけである」ことを理解し始めている。教員には、子どもたちが指導した

内容ををきちんと理解しているか、能力として定着させているかを確認し、必要に応じて手だてを取

ることが求められており、言い換えれば、子どもたちを成長させるという責任を担うことになる。

教員には授業にかかる知識や技能のみでなく、教員としての責任感、倫理観も求められることになり、

これらを磨いていくためにも、IS活動を継続する必要がある。

プロジェクトに対する支援を通して気づいた課題を示すとともに、その改善のための対策案をここに

示す。

6-1 結論

学習活動案を研修教材としたIS活動を通して、教員の行う授業の質は改善されることが実証された。

IS活動の運営を支える4つのステップは、カウンターパート機関の通常業務として継続されることに

なっているが、この事実は、現職教員研修が必ずしも特別に用意されたプログラムである必要はなく、

教員、学校、教育事務所などにおける通常活動の一部として行われるべきであることを示唆している。

理想的な現職教員研修は以下のような性質を備えたものであると考えられる。

・すべての教員に等しく研修の機会が与えられること

・継続的かつ定期的に実施されること

・教員や学校の日常の課題に応えるものであること

・教員の都合に合わせて柔軟な運営が可能であること

・研修を通して得られた成果は、すぐに活用可能であること

・経費がかからない、あるいは小さな経費で運営できること

・学校や教員がアクセスしやすい場所で行われること

ラオスの現状において、このような条件を満足する研修はIS活動だけである。ITSMEは、ラオス国教

員の継続的な能力向上にとって、IS活動は最も適切な機会であると判断した。エンドライン調査およ

び終了時評価調査の結果から、IS活動が教員の能力向上のための自己学習を促進していることが認め

られた。現職教員研修に対するこれらの考えかたに加え、サバナケットTTCおよびパクセーTTCにお

いては、将来教員になる学生にもITSMEの授業づくりの考えは不可欠であるとしている。つまり、

ITSMEは、教員養成と現職教員研修の双方を統一した授業づくりでつなぐ考え方であり、新しく採用

された教員と先輩の教員が同じ授業づくりの方法を用いるよう促している。これにより、IS活動が学

校における教員研修の基盤となることを推奨する。

日本人専門家は、ITSMEの考えが活用され、ラオス国の子どもたちのために授業の質の改善に貢献で

きることを期待している。

6-2 ITSMEの4つのステップの継続に関する課題への提言

研修教材を作成するステップ1については、トレーナーの教科知識の不足と、それを改善できる指導
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者および参考書籍の不在が課題となっている。今後、4つのステップを効果的に継続するためには、

教科内容の正しさや指導過程の適切さについて助言のできる人材を見つけ出し、トレーナーチームと

協働させる必要がある。これにはラオス国内の人材を発掘するだけでなく、現場で活動するJOCV
（Japan Overseas Cooperation Volunteers：青年海外協力隊）やSV（JICA Senior Volunteers：シニア海外

ボランティア）の力を借りることも視野に入れるべきであると考える。さらに並行して、教科書の内

容および表現の精査をはじめとする改訂に向けた取り組みと、教員向けの参考書籍の開発が望まれる。

ITSME研修教材を現場に届けるステップ2については、これまで特別なプログラムとして行ってきた

TOTから、通常活動にある校長やATの集まりの場を活用して行うことが望ましい。例えばDEBにお

ける毎月の校長会や、クラスターレベルで校長やATが集まる連絡会、特に教育統計のデータなどを

提出する機会などを活用して、校長やATに刺激を与え続けることが望まれる。

IS活動でITSME教材を活用するステップ3は、経費負担が少ないとはいっても、研修のための道具や

材料が必要となることがある。これについては、少額であることから学校の柔軟な対応が求められる

が、学校裁量の度合いの大きい学校配賦金などをいくらか取り置き、活用できれば好ましいと考える。

モニタリングとフィードバックを行うステップ4については、開発したモニタリング様式を活用して

の対応が望まれる。今後ITSME活動に参加する学校の数が増えることが見込まれるため、トレーナー

がすべての学校を訪問することは現実的に不可能となる。その際、トレーナーが出かけられない学校

の様子を把握し、またこれに基づいて対象校の実践記録を残したり、課題が多いと見なされる学校を

優先的に訪問したりすることが可能となる。

6-3 ITSME研修教材研修の内容に関する課題への提言

エンドライン調査を通じて、ITSMEトレーナーが授業づくり、特に指導過程の組み立てについて理解

を深めていることが確認できた。既に何度か述べているように、今後は指導内容にかかる理解を深め

ることが重要であるのと同時に、次のステップとして、授業の主体となる生徒がこれまで何を身につ

けてきたかを正しく把握した上で、授業を構成する3つの要素「子ども」「教材」「教員」のうち、

「子ども」と「教材」をいかに関わらせるかという、授業の主体である生徒に焦点を当てた授業構築

の技能を高めていく必要がある。これについては、以下のような点を意識した研修を行っていくこと

が効果的であると考える。

・適切な指導形態（一斉学習、グループ学習、個別学習）を選ぶことができるようになる。

・適切な指示や発問を構成することができるようになる。

・十分な教材解釈と合わせて、適切な資料（フラッシュカード、図、グラフ、読み物など）を準備

することができるようになる。

・生徒の理解を助ける効果的な板書ができるようになる。

・明確な意図を持った生徒活動を準備することができるようになる。

・学習活動の後、適切にまとめを行うことができるようになる。

・生徒の変容を把握し、その成長をほめることができるようになる。

・生徒が授業内容を適切にノートに書き留めるための指導ができるようになる。など
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6-4 IS活動強化に関する課題への提言

IS 活動はその運営が学校に任され、内容、方法ともに校長の責任において組み立てていかなくては

ならない。このためITSME 教材の投入は、どのようにIS 活動を行うべきかという校長たちの悩みに

応えるだけでなく、特別な予算や時間を確保しなくても、授業改善のための研修を行うことができる

という事実を校長、教員をはじめPAたちにも理解させてきた。今後、IS 活動が効果的に継続される

ためには、その必要性が教員自身から求められるよう仕向けていくことが重要である。そのためには、

学校側およびMOES 側の努力が組み合わされ、効果を生んでいく工夫が求められる。例えば、

①学校側の努力としては、

・教員の日常の課題に応える研修を行うことにより、指導に役立つことを実感できるようにする。

・授業研究のように、具体的な授業実践を通して互いに学びあう研修を行う。

・理想とする授業像を描いて、教員全員がその実現に向けたアイデアを提供しあう。

・身の回りのものを利用した教材開発に取り組む。 などが効果的であると考えられる。

②MOES 側の努力としては、

・DEB、PESおよびTTCが頻繁に学校を訪問し、研修や授業について意見交換する場を確保する。

・各学校の研修の取り組みをきちんと把握し、その進捗について定期的にコメントする。

・IS実践校の効果のある実践やおもしろい取り組みをグッドプラクティスとして他校に紹介する。

・MOES内でISや授業研究など現職教員研修にかかる勉強会を開き、効果的な指導を模索する。

・MOESにおける勉強会の成果を研修のテーマとして学校に届け、教員に刺激を与え続ける。

などが考えられる。

重要なことは、教員自身がよりよく教えたいと思う気持ちを持ち、それを維持できるような環境を整

えていくことと、MOESはそれを実践的に支え、国の責任において教員を育てているのだという姿勢

を明確に示すことである。

最後に、我々日本人専門家は、ITSMEを支援してくださったすべての方たちへ心から感謝の気持ちを

表したい。我々が、関係者のみなさんと共に活動し、プロジェクト目標を達成できたことは、すべて

みなさんの支援によるものであると感謝している。我々が幾度となく伝えてきたとおり、教育の質の

向上に魔法の方法はなく、教師として行うべきことをきちんと行えるようになるために、継続的に学

び、そしてそこに喜びを見つけることが唯一の手だてであると考えている。
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List of ITSME Equipment

1) Equipment for the Project

Name of Item/Equipment Q'ty
Receipient

Organizations
Date of

Hand-over Price (US$)

1
Project Car
TOYOTA Fortuner (Plate Number 5407)

1 30,321.50

2
Project Car
TOYOTA Fortuner (Plate Number 5408)

1 30,321.50

3
Project Car
TOYOTA Fortuner (Plate Number 6752)

1 37,000.00

4
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Kammouane PES 2010/6/28 1,110.00

5
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Kammouane PES 2010/6/28 965.00

6
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Savannakhet PES 2010/6/29 1,110.00

7
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Savannakhet PES 2010/6/29 965.00

8
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Champasak PES 2010/6/30 1,110.00

9
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Champasak PES 2010/6/30 965.00

10
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Savannakhet TTC 2010/6/29 1,110.00

11
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Savannakhet TTC 2010/6/29 965.00

12
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Pakse TTC 2010/6/30 1,110.00

13
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Pakse TTC 2010/6/30 965.00

14
A4 size Ink Jet Printer
HP 6500

1 Kammouane PES 2010/6/28 330.00

15
A4 size Ink Jet Printer
HP 6500

1 Savannakhet PES 2010/6/29 330.00

16
A4 size Ink Jet Printer
HP 6500

1 Champasak PES 2010/6/30 330.00

17
A4 size Ink Jet Printer
HP 6500

1 Savannakhet TTC 2010/6/29 330.00

18
A4 size Ink Jet Printer
HP 6500

1 Pakse TTC 2010/6/30 330.00

19
Photo Copy Machine
Canon iR-2320L with AVR

1 Savannakhet PES 2010/6/29 3,000.00

20
Photo Copy Machine
Canon iR-2320L with AVR

1 Champasak PES 2010/6/30 3,000.00

21
Notebook PC
HPG42-392TX

2 Savannakhet TTC 2011/5/27 1,676.00

22
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

2 Savannakhet TTC 2011/5/27 1,358.00

23
Notebook PC
HPG42-392TX

1 Pakse TTC 2011/5/27 838.00

24
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Pakse TTC 2011/5/27 679.00

25
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 DTE, MOES 2012/7/10 2,450.00

26
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Kammouane PES 2012/9/10 2,185.00

27
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Thakhek DEB 2012/7/9 2,185.00

28
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Himboun DEB 2012/7/9 2,185.00

29
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Kayson DEB 2012/7/9 2,185.00

30
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Champhone DEB 2012/7/10 2,185.00

31
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Phalanxay DEB 2012/7/10 2,185.00

32
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Sanasomboun DEB 2012/8/17 2,450.00

33
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Bachieng DEB 2012/8/16 2,450.00

34
Photo Copy Machine
Canon iR-2520 with AVR

1 Paksong DEB 2012/8/16 2,450.00

Total 143,129.00

the Project is still waiting the
instruction given by MOES
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2) Equipment for the Experts

Name of Item/Equipment Q'ty
Receipient

Organizations
Date of

Hand-over Price (US$)

1
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Savannakhet TTC 2013/9/20 1,110.00

2
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Savannakhet TTC 2013/9/20 965.00

3
Desktop Computer with UPS
HP COMPAQ PRESARIO CQ4170L

1 Pakse TTC 2013/9/20 1,110.00

4
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Pakse TTC 2013/9/20 965.00

5
Notebook PC
HP COMPAQ PRESARIO CQ40-704 TU

1 DTE, MOES 2013/9/20 850.00

6
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 DTE, MOES 2013/9/20 965.00

7
Notebook PC
HP COMPAQ PRESARIO CQ40-704 TU

1 Savannakhet TTC 2013/9/20 850.00

8
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Savannakhet TTC 2013/9/20 965.00

9
Notebook PC
HP COMPAQ PRESARIO CQ40-704 TU

1 Pakse TTC 2013/9/20 850.00

10
Softwares: Lao Script, MS, Windows 7,
MS Office 2007, Virus Scan

1 Pakse TTC 2013/9/20 965.00

11
A4 size Printer
HP LaserJet Pro P1606dn

1 Savannakhet TTC 2013/9/20 613.00

Total 10,208.00
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Cost of the Operations in Laos (By Japanese Side)
Project Year Period Amount (USD)  (JPY) JICA Rate

273,951

Cost of the Operations in Laos (By Lao Side)
Project Year Period 

746,623,000

6,482,000

Amount (LAK)

50,689 4,266,000

Lao Fiscal Year Period 

80,758 6,631,000

 84.16 (Dec.2010)

80.48 (Mar. 2012)

First Year March 2010 - December 2010 

Janunary 2011 - March 2012
FY2011/2012 

Fourth Year January 2013 - June 2013 61,962

Second Year Janunary 2011 - March 2012 80,542

6,260,000 101.03 (Jun. 2013)

Third Year April 2012 - December 2012 82.11 (Dec. 2012)

January 2013 - June 2013

Total 

First Year March 2010 - December 2010
FY2010/2011 Oct2010-Setp2011 72,623,000

Second Year 

Total 

Oct 2011-Setp 2012 224,000,000
Third Year April 2012-December 2012

FY2012/2013 Oct2012-May2013 450,000,000
Fourth Year 

プロジェクト活動経費 添付資料 1-03
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List of Lao Counterparts

1) The Project Director

Mr. Chandy PHOMMABOUTH Director General, DTE

2) The Deputy Project Director

Ms. Varadune AMARATHITHADA Deputy Director General, DTE

Ms. Khamkhanh SOULIGNADETH Deputy Director General, DPPE

3) Counterpart Personnel

Mr. Khambay KHAMSY Head of Division, Pre-Service Division, DTE

Mr. Sythath OUTHAITHANY Head of Division, Primary Education Division, DPPE

Mr. Khamphoune TOUPHAYTHOUNE Head, Savannakhet PES

Mr. Syhay KEOKHAYTHIN Head, Kammouane PES

Mr. Boualin VONGPHACHANH Head, Champasak PES

Mr. Kung SAYASANE Director, Savannakhet TTC

Mr. Khamphiane MEKCHONE Director, Pakse TTC

Ms. Bounkham KEOVIPHONE Director, Thakhek DEB, Kammouane

Mr. Sawat FAYMASAN Director, Himboun DEB, Kammouane

Mr. Phomma PHIMVONGSA Director, Kayson DEB, Savannakhet

Mr. Khampheua PHAXAYAPHET Director, Champhone DEB, Savannakhet

Mr. Phonxay VILAYSAK Director, Phalanxay DEB, Savannakhet

Mr. Phitsahay KHAMVONGSA Director, Sanasonboun DEB, Champasak

Mr. Bounsy CHITPHOMANH Director, Bachieng DEB, Champasak

Mr. Khampoun SENGALOUN Director, Paksong DEB, Champasak

4) Counterpart Personnel (DTE Technical level)

Mr. Simoungkhoun VONGCHAMPA Technical Staff, DTE

5) Personnel working for the Project from partner departments

Mr. Keoudone VONGSAVANGTHONG Technical Staff, DPPE

Mr. Thongkhao SENGSOULICHANH Technical Staff, RIES

Mr. Phengsong Technical Staff, ESQAC
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List of ITSME Trainers   as of 30/09/2013
Name Affiliation

1 Mr. Bouasy BOUNVATSANA Officer, Teacher Training Unit, Kammouane PES
2 Mr. Douangmala PHOMMACHAN Officer, Primary Unit, Kammouane PES
3 Ms. Somvilay OUPHAXAY Officer, Primary Unit, Savannakhet PES
4 Mr. Khamphouvy VIENGDALA Officer, Teacher Training Unit, Savannakhet PES
5 Mr. Boun Om VENESOMPHET Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES
6 Mr. Vongsakath PHILAVANH Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES
7 Mr. Lathsomphone XAYYASAN Pedagogical Advisor, Thakhek DEB, Kammouane
8 Ms. Keoviengkham CHANPHASOUK Pedagogical Advisor, Thakhek DEB, Kammouane
9 Ms. Khampasong CHANTHANA Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane
10 Mr. Saykham ANOUVONG Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane
11 Mr. Soukan AKKHAVONG Officer, Teacher Training Unit, Kayson DEB, Savannakhet
12 Mr. Khamsene SYKHONVONG Pedagogical Advisor, Kayson DEB, Savannakhet
13 Mr. Nouthay XAYALINHXOUMPHOU Pedagogical Advisor, Champhone DEB, Savannakhet
14 Mr. Viengkhone PHANDONELAR Pedagogical Advisor, Champhone DEB, Savannakhet
15 Mr. Kongla HATSALASY Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet
16 Mr. Khonesavan BUANKHAMPINGTHALE Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet
17 Mr. Ieng XAYTHAVONGSY Pedagogical Advisor, Sanasonboun DEB, Champasak
18 Mr. Khamphanh DENGSYYAVONG Pedagogical Advisor, Sanasonboun DEB, Champasak
19 Mr. Chanthavi LADAMOON Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak
20 Mr. Phetsompou SYLAVONG Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak
21 Mr. Phonexay PHABANDITH Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak
22 Mr. Khamxay THAMMAVONG Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak
23 Mr. Phimmasone VORAYOUTH Lecturer, Savannakhet TTC
24 Mr. Khamla SENGLATHSAMY Lecturer, Savannakhet TTC
25 Ms. Inthanomh PHAVADY Lecturer, Savannakhet TTC
26 Ms. Khanphaphone CHANTHAPHASAVAD Lecturer, Savannakhet TTC
27 Ms. Tan KINGKUNYA Lecturer, Savannakhet TTC
28 Mr. Vanhxay THAMMAVONG Lecturer, Savannakhet TTC
29 Ms. Panyda KANORAT Lecturer, Savannakhet TTC
30 Mr. Vannakone KHAMSOUKTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC
31 Ms. Phetsavanh LEUNGLID Lecturer, Savannakhet TTC
32 Mr. Phengthanongsak PHAKDEEVICHIT Lecturer, Savannakhet TTC
33 Mr. Sourichanh THAMMAVONGSENG Lecturer, Pakse TTC
34 Ms. Souliya SINCHINDA Lecturer, Pakse TTC
35 Ms. Daosadet SYTHONGBAY Lecturer, Pakse TTC
36 Mr. Keoudone MAHATHONG Lecturer, Pakse TTC
37 Ms. Vilayvanh MEKCHONE Lecturer, Pakse TTC
38 Ms. Kavone PHOUVANEKHAM Lecturer, Pakse TTC
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List of All ITSME Trainers
ITSME Trainers in 1st year

Name Affiliation
1 Mr. Bouasy BOUNVATSANA Officer, Teacher Training Unit, Kammouane PES
2 Mr. Douangmala PHOMMACHAN Officer, Primary Unit, Kammouane PES
3 Mr. Sengaloun PHOTHILATH Officer, Teacher Training Unit, Savannakhet PES
4 Mr. Kading PRAOUTHANE Officer, Primary Unit, Savannakhet PES
5 Mr. Boun Om VENESOMPHET Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES
6 Mr. Vongsakath PHILAVANH Officer, Teacher Training Unit, Champasak PES
7 Mr. Lathsomphone XAYYASAN Pedagogical Advisor, Thakhek DEB, Kammouane
8 Mr. Khamkong SILISAK Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane
9 Mr. Soukan AKKHAVONG Officer, Teacher Training Unit, Kayson DEB, Savannakhet
10 Mr. Nouthay XAYALINHXOUMPHOU Pedagogical Advisor, Champhone DEB, Savannakhet
11 Mr. Khamxay MAIPHAIALOUN Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet
12 Mr. Ieng XAYTHAVONGSY Pedagogical Advisor, Sanasonboun DEB, Champasak
13 Mr. Chanthavi LADAMOON Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak
14 Mr. Bounpheng INTHILATH Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak
15 Mr. Thongkhene KHAMSOUKTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC
16 Mr. Insong LASASAN Lecturer, Savannakhet TTC
17 Mr. Souksanh NOUANTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC
18 Ms. Douangsamone SITHICHACK Lecturer, Savannakhet TTC
19 Mr. Sourichanh THAMMAVONGSENG Lecturer, Pakse TTC
20 Ms. Souliya SINCHINDA Lecturer, Pakse TTC

Trainers who were changed places in 1st year
4 Mr. Vanxay XAYYAVONG Officer, Primary Unit, Savannakhet PES
4 Ms. Somvilay OUPHAXAY Officer, Primary Unit, Savannakhet PES

Trainers who were changed places in 2nd year (number in Bold is newly recruited trainer)
11 Mr. Kongla HATSALASY Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet
14 Mr. Phonexay PHABANDITH Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak
18 Mr. Phimmasone VORAYOUTH Lecturer, Savannakhet TTC
21 Ms. Palinya KANORRATH Lecturer, Savannakhet TTC
22 Mr. Khamla SENGLATHSAMY Lecturer, Savannakhet TTC
23 Ms. Daosadet SYTHONGBAY Lecturer, Pakse TTC
24 Mr. Keoudone MAHATHONG Lecturer, Pakse TTC

Trainers who were changed places in 3rd year (number in Bold is newly recruited trainer)
3 Mr. Khamphouvy VIENGDALA Officer, Teacher Training Unit, Savannakhet PES
16 Ms. Inthanomh PHAVADY Lecturer, Savannakhet TTC
21 Ms. Panyda KANORAT Lecturer, Savannakhet TTC
25 Ms. Vilayvanh MEKCHONE Lecturer, Pakse TTC
26 Ms. Kavone PHOUVANEKHAM Lecturer, Pakse TTC
27 Mr. Oudonphet KOMMASENG Pedagogical Advisor, Kayson DEB, Savannakhet
27 Mr. Khamsene SYKHONVONG Pedagogical Advisor, Kayson DEB, Savannakhet
28 Ms. Keoviengkham CHANPHASOUK Pedagogical Advisor, Thakhek DEB, Kammouane
29 Ms. Khampasong CHANTHANA Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane
30 Mr. Viengkhone PHANDONELAR Pedagogical Advisor, Champhone DEB, Savannakhet
31 Mr. Khonesavan BUANKHAMPINGTHALE Pedagogical Advisor, Phalanxay DEB, Savannakhet
32 Mr. Khamphanh DENGSYYAVONG Pedagogical Advisor, Sanasonboun DEB, Champasak
33 Mr. Phetsompou SYLAVONG Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak
34 Mr. Khamxay THAMMAVONG Pedagogical Advisor, Paksong DEB, Champasak
35 Ms. Khanphaphone CHANTHAPHASAVAD Lecturer, Savannakhet TTC
36 Ms. Tan KINGKUNYA Lecturer, Savannakhet TTC
37 Mr. Vannakone KHAMSOUKTHAVONG Lecturer, Savannakhet TTC
38 Mr. Vanhxay THAMMAVONG Lecturer, Savannakhet TTC

Trainers who were changed places in 4th year
8 Mr. Saykham ANOUVONG Pedagogical Advisor, Himboun DEB, Kammouane
13 Mr. Oudone SILIVANGVEUN Pedagogical Advisor, Bachieng DEB, Champasak
15 Mr. Phengthanongsak PHAKDEEVICHIT Lecturer, Savannakhet TTC
17 Ms. Phetsavanh LEUNGLID Lecturer, Savannakhet TTC

Remark: Those in the shaded column are the trainers who retired of left the Project for studying abroad or staff change.

Those in the non-shaded clumn are the trainers participating the Project as of September 20, 2013.
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ITSME Procedure
To make IS an opportunity for teachers' study, ITSME strengthens the following steps in a 
cycle as the Figure 1;

1) Development of ITSME materials for IS at regular Preparation Workshop
2) Delivery of ITSME materials to schools through TOT (Training of Trainers)
3) Utilization of ITSME materials at IS
4) Improvement of ITSME system and materials through Monitoring and Feedback

Figure 1

Each step will be explained as follows.

1. Development (Preparation Workshop)

Preparation workshop is a meeting of ITSME trainers to produce ITSME materials for IS. 

ITSME materials for IS is an exemplar lesson plans specifically prepared for teachers' 
study at IS. It is recommended not to use for children directly without any analysis or study 
of the contents and strategies on it.   
The preparation workshop also aims to develop skills and knowledge of ITSME trainers, 
which consist of the representatives of DEB, PES and TTC, in preparing and developing 
ITSME materials. They should be able to produce ITSME materials for IS according to the 
guidelines to check whether the materials meet the required quality as ITSME lessons. It 
requests ITSME trainers to master both of the skills of lesson planning and the knowledge of 
the contents in science and mathematics. 

2. Delivery (TOT)

TOT is a meeting of principals and ATs from the target schools to receive and study ITSME 
materials for IS. TOT is basically conducted once at the beginning of each semester providing 
ITSME materials for the period.

Step 1
Development of materials

Step 2
Delivery of materials

Step 3
Utilization of materials

Step 4
Improvement of materials

添付資料 2-03ITSME4つのステップ
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TOT consists mainly of two parts.
1st part of TOT is a study on ITSME materials for IS. One TOT usually provides two ITSME 
materials, one science and one mathematics lesson plans. ITSME trainers introduce the aims, 
contents, and strategies of each material to make the principals and ATs be able to introduce 
them to their teachers at school. ITSME trainers sometimes show the contents as a 
demonstration lesson or make principals and ATs do the actual experiments and practice on 
how to conduct teaching-learning activities for children.

2nd part of TOT is a kind of mutual study on IS and lesson planning; such as a sharing of the 
experiences on conducting IS among the schools, an action planning applying these sharing, a 
study on how ITSME makes lesson plans, etc..
Each target school has to inform ITSME trainers, especially to PAs in the district, when and 
how the school conducts IS activities using Form B " Plan of Internal Supervision " (attached
to this manual). ITSME trainers arrange themselves to come to the school on the specific day
to monitor the activities.

3. Utilization (IS)

IS session is a self-help program of teachers at each school to improve their teaching 
capabilities.

IS is a key stage of ITSME to make the teachers exposed to a new mode of teaching-learning 
activities. It should be conducted following the IS implementation plan made at TOT 
mentioned on page 3.
Principal and AT call all the teachers to participate to IS. It is one of the responsibilities of 
principal to conduct IS as one part of their academic works.
The style of IS session is not fixed. It means that the principal has to design any suitable 
activities for his/ her own teachers. 
The followings are the examples of activities for IS utilizing ITSME materials;

a. Analysis and discussion on the content of  the lesson plan
b. Demonstration lesson, observation, and feedback
c. Use of ITSME material for children after teachers' study
d. Production of instructional materials for the lesson following ITSME 
  materials
e. Modification of ITSME lesson plans and making revised ones
f. Application of the idea of ITSME lessons to the other lessons, etc..

Details of each activity will be explained on page 10. 
  

There are different targets for each level of participants for IS; such as
Teachers are expected to;

- Acquire in-depth knowledge of the content/ subject matter;
- Gain insights on the new approaches/ strategies in science and mathematics lessons;
- Develop creativity and positive attitude to enhance teaching-learning process; and
- Acquire skills in developing lesson plans which is easy to understand and

     enjoyable for children.

Principals and ATs are expected to;
- Develop the positive attitude toward conducting IS activities regularly; 
- Gain insights in the various approaches and strategies employed in science and

添付資料 2-03ITSME4つのステップ
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  mathematics lessons;
- Acquire skills in conducting teachers' study on a specific lesson such as analysis 
  and discussion, demonstration, observation, feedback, etc.; and
- Provide technical, financial assistance and moral support to the teachers.

4. Improvement (Monitoring and Feedback)

Monitoring and feedback is a school visit by ITSME trainers to maintain the quality of IS.

ITSME trainers, especially PAs, are assigned to visit schools and grasp the situations of 
schools, teachers, and lessons. The monitoring activity for ITSME focuses on IS and its 
related activities. 
This step aims to monitor the implementation of IS utilizing ITSME materials as follows;

a. Observe and give assistance on the implementation of IS activities such as   
  demonstration, observation, and feedback session;
b.  Extend technical assistance to teachers;
c.  Gain the information to improve the quality of ITSME materials and its usage; 
d.  Check the teachers' participation and outputs; and
e.  Enhance the process observation skills of principal and AT.

IS activities shall be monitored by any of the following personnel;
ITSME trainers from DEB (PAs)
ITSME trainers from PES
ITSME trainers from TTC
ITSME members from MOES, and JICA experts

ITSME trainers and all levels of observers should use Form F "Monitoring of IS using 
ITSME-LP" (attached to this manual). When the activities include demonstration lesson or 
any kind of lesson observation, please use Lesson Plan Evaluation Sheet and Lesson 
Observation Sheet also. (attached to this manual)
In case that there are new materials/ tools for monitoring and feedback, the developers are
encouraged to share the idea with ITSME trainers, principals and ATs.

Monitoring and feedback should also be done at all four (4) steps of ITSME - from 
Preparation Workshop, TOT and all IS activities at schools. It is not solely a monitoring and 
feedback of the process but includes the evaluation of the performance of ITSME trainers 
themselves to make ITSME success. Progress is followed-up and problem is analyzed. Even 
probable hindrances and problems are examined if it will have an impact on ITSME.

The following items should be observed during monitoring;
1.  Registration/ Record procedure
2.  Attendance and punctuality of the teachers, principal, and AT.
3.  Preparation of venue/ rooms/ school facilities
4.  Contents of the activities
5.  Time allocation of the activities
6.  Utilization of ITSME materials for IS
7.  Quality of discussions
8.  Teachers' gains
9.  Feedback to ITSME trainers and modification of ITSME materials, etc..
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Lesson plan evaluation sheet

School………………………  Cluster……………………..  District…………………….  Date……………………

Subject………………………  Chapter……………………  Name of evaluator ..……………………………………

1. Please put √ if you agree a point, put  if not agree, and write the reason why you agree or not.

√ or Points of evaluation Reasons

1. The objectives of lesson are clear.

2. The objectives of lesson can be 

evaluated. 

3. Introduction part is related to activities.

4. Activities are related to the objectives of 

lesson.

5. Activities meet the students’ level.

6. Current activities support the following 

activities.

7. Activities engage all students to involve 

in/take part in.

8. Activities give clear instructions for 

teachers and students.

9. Teaching materials are appropriate for 

lesson.

10.Interactions between teacher and students 

are clear.

11.Each activity has summary including 

correct answers or key concepts.

12.Activities have both correct and expected 

incorrect answers of students’ answer.

13.Conclusion of whole lesson shows clear 

sentences. 

14.The evaluation questions are based on 

activities.

15.The evaluation questions have met the 

objectives.

16.The time allocation of lesson was 

appropriate.

17.The steps of lesson are clear.
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Lesson observation sheet

School………………………  Cluster……………………..  District…………………….  Date……………………

Subject………………………  Chapter……………………  Name of the teacher……………………………………

Name of Observer………………………………….

1. Please put a tick √ Yes or No, and write the reason why you select Yes or No.

Points of observation Yes No Reasons or Comments

1. The teacher made lesson plan.

2. The objective of the lesson was clear.

3. The topic was introduced clearly.

4. The introduction attracted the students toward the 

lesson.

5. The explanation for activity was enough to 

understand it.

6. The materials for activity were used appropriately.

7. The teaching content was correct.

8. The students were actively participating in the 

activities given.

9. The students were given enough time to think

10. The students wrote down their answers in the 

notebooks.

11. The students had opportunities to express their 

opinions.

12. The teacher gave advice to the students during the 

activity if needed.

13. The activity was summarized in writing or posted 

on the board.

14. The students took notes the summary correctly.

15. The activity met the objective.

16. Good flow of activities was observed.

17. The evaluation question was consistent with the 

lesson objective.

18. The handwriting of the teacher was clear.

19. The blackboard was used appropriately.

20. The allocation of lesson time was appropriate for 

introduction, activities, conclusion, evaluation and 

homework.

21. The objectives of this lesson were all achieved.

Please turn over    
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2. Good points of teaching and learning

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

3. Points to be improved

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………
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Evaluation of lesson plan and Evaluation of a lesson by observation

1. Evaluation of lesson plan

(1) The importance of the evaluation of the lesson plan

The lesson plan evaluation sheet (see annex 9) is used as a tool to improve the quality of 

lesson plan. ITSME lesson pan evaluation sheet helps to check and modify the lesson plan to 

suit the students.

(2) How to use the lesson plan evaluation sheet

It is used as a tool to check if:

- The lesson plan has clear objective.

- The activities in lesson plan show the relation among the objective, conclusion and 

evaluation.

- It is used for the participants of TOT or Internal supervision to check lesson plans 

- It is used for the participants of TOT or Internal supervision for study

2. Evaluation of a lesson by observation

(1) The importance of evaluation of lesson by observation

The lesson observation sheet (see the annex 10) is used as a tool to improve the quality 

teaching-learning practices in the primary schools. Lesson plan observation sheet helps to 

check the performance of the lesson, not a teacher, and if it promotes the better learning of 

students.

               

(2) How to use the lesson observation sheet

- This lesson observation sheet is used for evaluate the teaching in the real class.

- It is used to evaluate the achievement of the objective. It helps observers to give some

comments for the improvement.

- It is used to check if students enjoy the lesson when activity is presented.

- The participants study the lesson observation sheet to know the points for lesson

observations.

- This lesson observation sheet can be used for study.
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A

For Participants of TOT      

Questionnaire on Training of Trainers (TOT)

District:                                                 Date:               

1. Were you satisfied with the date of TOT? Please ü one item below.

Very satisfied Satisfied Not satisfied

Comment:

2. Were you satisfied with the programs? Please ü one item below.

(1) Introduction of ITSME-LP (Science)

Very satisfied Satisfied Not satisfied

Comment:

(2) Introduction of ITSME-LP (Mathematics)

Very satisfied Satisfied Not satisfied

Comment:

2. Did you conduct IS using ITSME-LP?

Yes No

3. Please write any comment and/or suggestion to ITSME Project.
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B

IS Plan

Date:

Plan of Internal Supervision

School: District: Cluster:

Subject:

Grade: , Chapter: Title:

Schedule

Date Time Activity
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C

TOT Report by DEB-PA

Report of Training of Trainers (TOT)

Date: District: Venue:

1. What did principal and AT say about ITSME-LP on Science? 

Grade:            Chapter:                 Topic:                                   

2. What did Principal and AT say about ITSME-LP on Mathematics?

Grade:              Chapter:              Topic:                                     

3. What kind of experiences were shared in the sharing session ? (good practices, any difficulties, etc.)
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C

4. Please describe all comments by trainers at feedback session

Written by

Name:

Signature:

Date:

*Please attach the following three (3) documents: 

1. TOT Schedule (Program), 

2. Attendance Sheet

3. IS Action Plan by schools
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D

TOT Report by the Leader of the Province

Report of Provincial feedback session of Training of Trainers (TOT) 

Date: Province: Venue:

1. What did principal and AT say about ITSME-LP on Science? 

Grade:            Chapter:                 Topic:                                   

2. What did Principal and AT say about ITSME-LP on Mathematics?

Grade:              Chapter:              Topic:                                     

3. What kind of experiences were shared in the sharing session ? (good practices, any difficulties, etc.) 
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D

4. Please write down what trainers said at provincial feedback session

Written by

Name:

Signature:

Date:

*Please attach the following three (3) documents: 

1. TOT Schedule (Program), 

2. Attendance Sheet

3. IS Action Plan by schools
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E

IS Report by School

Report of Internal Supervision

School: District: Cluster:

Date of IS: Time:

Subject:

Grade: , Chapter: Title:

Total numbers of participants:

1. What activity did you do? Please describe the details.

2. Did your teachers understand the good point of ITSME-LP?

Yes No

Which good points did teachers understand?

3. Please write down any ideas to improve IS.

4. about ITSME lesson plans

(1) Please write down any good points in ITSME lesson plan?

(2) Please write down any points to be revised in ITSME lesson plan?

Written by

Name:

Signature:

Date:

*Please attach the following document:

1. Attendance sheet
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This report should be written by DEB-PA F

Monitoring of IS using ITSME-LP

Date of IS:      /    /      Monitoring time by DEB-PA:        :       to     :       

District:                         Cluster :                          School :                            

Subject ( Mathematics  Science): Grade    Chapter       No Topic                     

1. Which type of IS did school conduct?

                                                                                                      

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

2. Please write down any good points which you found at IS

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

3. Please write down any ideas to improve IS

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

                                                                                                       

Date     /     /       .

Written by
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This report should be written by DEB-PA then submit to PES G

Report on IS at (          ) District      (To submit to PES at the end of every semester)

Please üon 1. Then put the numbers on2. Then write down name of school and reason on 3.

1. Period: (1) September- December (1st Semester)  (2) January- May (2nd Semester)

2. The number of schools which submitted reports:    The total number of target schools is           

3. Name of schools that have not done IS in this period and the reason of it.

School:            Reason:                                                                    

School:            Reason:                                                                    

4. Please write down good points on the implementation of IS done by schools.

5. Please write down points to be improved on the implementation of IS done by schools.

Then what are the solutions of the points.

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

6. Please write down good points on ITSME-LP when ITSME-LP was used at IS.

7. Please write down points to be improved on ITSME-LP when ITSME-LP was used at IS.

Then what are the solutions of the points.

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

Point to be improved:                                                                          

the solution:                                                                                  

Written by

Name:                             Signature:                           Date:    /      /         

    Signature of the Director of DEB

                                                                                                      

    Comment of the Director of DEB (if any)
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Lao People's Democratic Republic 

Peace Independence Democracy Unity Prosperity 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

The Project for Improving In-service Teacher Training 
for Science and Mathematics Education (ITSME) 

Experience Sharing Seminar 
 

on 3rd October 2013 

8:30～12:00 (Registration starts at 8:10) 

at Ministry of Education and Sports (MOES) Guesthouse 

(Rue Phai Nam, Vientiane) 

 

Programme 
 

 

  1. Opening Remark            8:30- 8:35 
     Mr. Chandy PHOMMABOUTH 
     Director General, Department of Teacher Education (DTE), MOES 
 

  2. Introduction of ITSME Project           
   1) Introduction of ITSME Activities      8:40- 9:40 

     Mr. Yoshihisa HARA 

     Team Leader, JICA expert team, ITSME 

 

   2) Experience from the practice at school level   9:40-10:00 

     Representative of ITSME target schools 

 
   --- Coffee Break --- 
     
    3) Result of Endline Survey       10:15-10:45 

     Mr. Isamu HAMADA 

     JICA expert, ITSME 

 

   4) ITSME Future plan and dissemination strategy 10:45-11:15 
     Mr. Chandy PHOMMABOUTH 
 
  3. Sharing              11:15-11:45 
     Mr. Simoungkhoun VONGCHAMPA (MC) 
     ITSME Chief Coordinator, DTE, MOES 
 
  4. Closing Remark             11:45-11:50 
     Mr. Chandy PHOMMABOUTH 

 

  Other Information 

   Language:  English (with Lao translation) 

   Inquiries: Department of Teacher Education, MOES (Tel: 021-216615) 
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List of Participants, ITSME Experience Sharing Seminar 

 

Lao stakeholders 

 Name  Affiliation 

1 Chandy PHOMMABOUTH Mr. 
Director General 

DTE 

2 Mithong SOUVANVIXAY Dr. 
Director General 

DPPE 

3 Varadune AMARATHITHADA Ms. 
Deputy Director 

DTE 

4 Simai PHABOUDSY Mr. 
Deputy Division Head 

DP 

5 Lathsamy THAMMAVONGSA Mr. 
Head of Instrument/Juristic Division 

DOP 

6 Niphonh MANOUKOUNE Mr. 
Deputy Director 

DOF 

7 Keoudone VONGSAVANGTHONG Mr. 
Technical Staff 

DPPE 

8 Outhit THIPMANY Mr. 
Technical Staff 

RIES 

9 Thongkhao SENGSOULICHANH Mr. 
Technical Staff 

RIES 

10 Phengsong Mr. 
Technical Staff 

ESQAC 

11 Vila SENGSAVANG Ms. 
Director 

Dongkhamxang TTC 

12 Souchitta PATSAPHANH Ms. 
Lecturer 

Dongkhamxang TTC 

 

Development Partners 

1 Mike LALLY Mr. 
Senior Education Adviser to MOES 

AusAID 

2 Somxay INTHASONE Mr. 
Education and Early Childhood Care and Development 

Programme Manager, Plan Lao Country Office 

3 Anolack CHANPASITH Mr. 
Education Specialist 

UNICEF 

4 Saychamphone MOUA Mr. 
Programme Quality Coordinator in Education,  

World Vision Lao P.D.R. 

5 Phouva DALAVONGSAY Mr. 
Education Sector Manager 

Child Fund Laos 
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ITSME Team principals, trainers and coordinators 

1 Norsavanh SINESANAVONG Mr. 
Principal, Poung-tay Primary School  

Himboun District, Kammouane 

2 Phoumy SOUNTHONGPHET Mr. 
Principal, Phonsim Primary School 

Kayson District, Savannakhet 

3 Bounkham VONGHACHAK Ms. 
Principal, Khampeng Primary School 

Sanasonboun, Champasak 

4 Douangmala PHOMMACHAN Mr. 
Officer, Primary Education Unit 

Kammouane PES 

5 Somvilay OUPHAXAY Ms. 
Officer, Primary Education Unit 

Savannakhet PES 

6 Boun Om VENESOMPHET Mr. 
Officer, Teacher Training Unit 

Champasak PES 

7 Phimmasone VORAYOUTH Mr. 
Lecturer 

Savannakhet TTC 

8 Keoudone MAHATHONG Mr. 
Lecturer 

Pakse TTC 

9 Khambay KHAMSY Mr. 
Division Head, Pre-service Division 

DTE 

10 Simoungkhoun VONGCHAMPA Mr. 
Chief Coordinator, ITSME 

Technical Staff, DTE 

 

Japanese side 

 Name   Affiliation 

1 Keiko MIZUNO Dr. Policy Advisor, MOES 

2 Masako IWASHINA Ms. Chief Advisor, CIED2 Project 

3 Daovanh SENGHALATH Mr. Asst. Program Officer, JICA Laos Office 

4 Chanmany PHOMSOUVANH Ms. Secretary to Dr. Keiko MIZUNO 

5 Yoshihisa HARA Mr. Team Leader, ITSME Experts 

6 Kan MOTOYAMA Mr.  JICA Expert, ITSME 

7 Isamu HAMADA Mr. JICA Expert, ITSME 

8 Etsutaro TANAKA Dr.  JICA Expert, ITSME 

9 Mayuly CHAMLEUNSAB Ms. Coordinator/Interpreter, ITSME 

10 Syphone XAYSOURINHO Mr.  Coordinator/Interpreter, ITSME 

11 Chindakone KUANMEAUNGCHAN Mr. Coordinator/Interpreter, ITSME 
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s
, 

m
o
d
e
l 

le
s
s
o
n

 p
la

n
s
 m

a
d
e
 i

n
 w

o
rk

s
h

o
p
 

h
a
v
e
 b

e
e
n

 i
m

p
ro

v
e
d
. 

 
te

a
c
h

in
g
 p

ra
c
ti
c
e
 i
n

 d
e
m

o
 l
e
s
s
o
n

 b
y 

u
s
in

g
 t

h
e
 m

o
d
e
l 
le

s
s
o
n

 p
la

n
. 

 
d
is

c
u

s
s
io

n
 
w

it
h

 
p
ri
n

c
ip

a
ls

 
a
n

d
 
a
c
a
d
e
m

ic
 
te

a
c
h

e
rs

 
in

 
te

rm
s
 
o
f 

th
e
 

q
u

a
lit

y 
o
f 

m
o
d
e
l 
le

s
s
o
n

 p
la

n
s
. 

C
o
u

n
te

rp
a
rt

s
 a

tt
a
in

 t
h

e
 w

a
y 

fo
r 

im
p
ro

v
in

g
 t

h
e
 t

e
a
c
h

e
r 

tr
a
in

in
g
 i
n

 

L
a
o
 

fr
o
m

 
th

e
 

te
a
c
h

e
r 

tr
a
in

in
g
 

a
n

d
 t

h
e
 l
e
s
s
o
n

 p
ra

c
ti
c
e
 in

 J
a
p
a
n

.  

 
le

s
s
o
n

 o
b
s
e
rv

a
ti
o
n

 i
n

 s
c
h

o
o
ls

 

 
d
is

c
u

s
s
io

n
 

w
it
h

 
a
 

T
e
x
tb

o
o
k
 

p
u

b
lis

h
in

g
 c

o
m

p
a
n

y 
a
n

d
 B

o
a
rd

 

o
f 

E
d
u

c
a
ti
o
n

 in
 K

a
w

a
g
u

c
h

i c
it
y.

 

 
v
is

it
in

g
 

th
e
 

fa
c
ili
ti
e
s
 

s
u

c
h

 
a
s
 

s
c
ie

n
c
e
 m

u
s
e
u

m
. 

 
 
 
S

p
e
c
if
ic

 c
h

a
n

g
e
 o

n
 l
e
s
s
o
n

 i
n

 t
h

e
 f

u
tu

re
 

 

                          

 
 

 
P

ro
je

c
t 

A
c
ti
v
it
ie

s
 

T
h

e
 p

ro
je

c
t 

s
tr

e
n

g
th

e
n

s
 t

h
re

e
 a

s
p

e
c
ts

, 
o
f 

s
c
h

o
o
l-

b
a
s
e
d

 t
ra

in
in

g
 (

S
B

T
),
 

w
h

ic
h

 a
re

 m
a
n

a
g
e
m

e
n

t,
 h

u
m

a
n

 r
e
s
o
u

rc
e
s
 a

n
d

 t
e
a
c
h

in
g
 m

a
te

ri
a
ls

, i
n

 o
rd

e
r 

to
 

im
p

ro
v
e
 

te
a
c
h

in
g
 

p
ro

fe
s
s
io

n
 

c
o
n

ti
n

u
o
u

s
ly

. 
E

s
p

e
c
ia

lly
, 

th
e
 

p
ro

je
c
t 

fo
c
u

s
e
s
 o

n
 i
m

p
ro

v
in

g
 p

e
rs

o
n

n
e
l 
a
s
 I
T

S
M

E
 t

ra
in

e
rs

, 
le

c
tu

re
rs

 o
f 

T
e
a
c
h

e
r 

T
ra

in
in

g
 C

o
lle

g
e
s
 a

n
d

 P
e
d
a
g
o
g
ic

a
l A

d
v
is

o
rs

 a
t 
P

ro
v
in

c
ia

l a
n

d
 D

is
tr

ic
t 
le

v
e
l, 

w
h

o
 w

ill
 l
e
a
d

 t
h

e
 s

c
ie

n
c
e
 a

n
d

 m
a
th

e
m

a
ti
c
s
 e

d
u

c
a
ti
o
n

.  

                     

S
tu

d
e
n

ts
 w

ill
 b

e
 a

b
le

 t
o
: 

・
a
c
ti
v
e
ly

 p
a
rt

ic
ip

a
te

 i
n

 t
h

e
ir
 a

c
ti
v
it
ie

s
. 

・
h

a
v
e
 t

h
e
ir
 o

w
n

 i
d

e
a
s
. 

・
c
u

lt
iv

a
te

 t
h

e
ir
 c

re
a
ti
v
it
y.

 

・
lis

te
n

 t
o
 o

th
e
r 

s
tu

d
e
n

ts
’ o

p
in

io
n

s
. 

・
s
o
lv

e
 t

h
e
 p

ro
b

le
m

 b
y 

th
e
m

s
e
lv

e
s
. 

・
re

a
liz

e
 t

h
e
 j
o
y 

o
f 

s
tu

d
yi

n
g
. 

・
a
tt

a
in

 h
o
w

 t
o
 l
e
a
rn

. 

E
a
s
y 

to
 u

n
d
e
rs

ta
n

d
 a

n
d
 e

n
jo

ya
b
le

 l
e
s
s
o
n

 

L
e
s
s
o
n

 p
la

n
s
 w

ill
 h

a
v
e
: 

・
th

re
e
 f

a
c
to

rs
, 
w

h
ic

h
 a

re
 o

b
je

c
ti
v
e
, 
a
c
ti
v
it
y 

a
n

d
 e

v
a
lu

a
ti
o
n

, 
a
re

 c
o
h

e
re

n
t.
 

N
u

rt
u

re
 o

f 
tr

a
in

e
rs

 

T
ra

in
in

g
 i
n

 J
a
p

a
n

 

P
ra

c
ti
c
e
 a

n
d
 I
m

p
ro

v
e
m

e
n

t 

W
o
rk

s
h

o
p
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IT
S

M
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、
ラ

オ
ス

国
政

府
の

要
請

に
基

づ
き

、
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
に

教
員

が
指

導
力

の
向

上
に

取
り

組
む

、
校

内
研

修
の

改
善

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 

対
象

小
学

校
に

お
い

て
理

数
科

の
指

導
法

が
改

善
さ

れ
る

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

 

2
0

1
0

年
2

月
～

2
0

1
3

年
1

0
月

(3
年

8
ヶ

月
) 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

位
置

図
 

                  

 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

詳
し

く
知

り
た

い

方
は

こ
ち

ら
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 

C
/
O

 D
e
p
a
rt

m
e
n

t 
o
f 

T
e
a
c
h

e
r 

E
d
u

c
a
ti
o
n

, 

M
in

is
tr

y 
o
f 

E
d
u

c
a
ti
o
n

 

V
ie

n
ti
a
n

e
, 

L
a
o
s
 

T
e
l: 

8
5

6
-
2

1
-2

1
6

6
1

5
 

F
a
x
: 

8
5

6
-2

1
-
2

1
6

6
1

5
 

ラ
オ

ス
国

 

理
数

科
現

職
教

員
研

修
改

善
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

P
ro

je
c
t 

fo
r 

Im
p

ro
v
in

g
 I
n

-
s
e
rv

ic
e
 

T
e
a
c
h

e
r 

T
ra

in
in

g
 f

o
r 

S
c
ie

n
c
e
 a

n
d

 

M
a
th

e
m

a
ti
c
s
 E

d
u

c
a
ti
o
n

 

( 
IT

S
M

E
 )

 

           

ラ
オ

ス
国

教
育

省
 

（
M

in
is

tr
y 

o
f 

E
d
u

c
a
ti
o
n

）
 

&
 

独
立

行
政

法
人

国
際

協
力

機
構

 

（
J
IC

A
）

 
  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要
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目
指

す
教

員
の

姿
 

・
指

導
す

る
単

元
の

内
容

を
正

し
く

理
解

し
て

い
る

。
 

・
子

ど
も

た
ち

が
す

で
に

理
解

し
て

い
る

こ
と

、
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

を
正

し
く

把
握

し
て

い
る

。
 

・
子

ど
も

た
ち

が
授

業
を

通
じ

て
ど

の
よ

う
に

変
わ

る
の

か
を

具
体

的
に

描
い

て
い

る
。

 

・
子

ど
も

た
ち

が
変

わ
る

場
面

を
意

図
的

に
設

け
て

い
る

。
 

・
子

ど
も

た
ち

が
主

体
的

に
取

り
組

む
活

動
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

 

・
子

ど
も

た
ち

が
自

ら
課

題
を

解
決

す
る

工
夫

を
、

活
動

の
中

に
組

み
込

ん
で

い
る

。
 

・
教

材
や

教
具

を
正

し
く

、
効

果
的

に
使

っ
て

い
る

。
 

・
実

験
、

観
察

、
操

作
活

動
な

ど
の

再
現

性
、

安
定

性
、

安
全

性
に

配
慮

し
て

い
る

。
 

・
子

ど
も

た
ち

一
人

ひ
と

り
の

違
い

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
 

・
子

ど
も

た
ち

の
課

題
に

対
す

る
答

え
よ

り
も

、
そ

の
解

決
の

過
程

を
重

視
し

て
い

る
。

 

・
授

業
過

程
を

学
習

活
動

案
に

表
す

こ
と

が
で

き
る

。
な

ど
 

参
加

者
が

自
ら

考
え

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

、
ト

レ
ー

ナ
ー

（
教

員
養

成
大

学
教

官
、

県
お

よ
び

郡
指

導
主

事
）

の
指

導
力

向
上

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
 

・
模

範
学

習
活

動
案

の
作

成
を

通
し

た
「

授
業

づ
く

り
」

の
習

得
と

実
践

。
 

・
算

数
お

よ
び

理
科

の
教

科
内

容
の

深
い

理
解

。
 

・
校

長
お

よ
び

校
内

指
導

教
員

向
け

研
修

会
の

企
画

と
運

営
。

 

・
教

員
研

修
実

施
支

援
お

よ
び

指
導

（
研

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

）。
 

・
研

修
実

施
時

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
の

指
導

。
 

・
授

業
視

察
時

の
授

業
評

価
基

準
の

策
定

支
援

。
 

以
下

の
活

動
を

通
し

て
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

よ
り

作
成

さ
れ

た
模

範
学

習
活

動
案

の
改

善
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

・
模

範
学

習
活

動
案

に
よ

る
模

擬
授

業
。

 

・
模

範
学

習
活

動
案

に
対

す
る

校
長

お
よ

び
校

内
指

導
教

員
と

の
意

見
交

換
 

日
本

の
教

員
研

修
お

よ
び

授
業

実
践

か
ら

、
ラ

オ
ス

の
教

員
研

修
の

改
善

策
を

学
ぶ

。
 

・
小

学
校

で
の

授
業

観
察

。
 

・
教

科
書

作
成

会
社

お
よ

び
教

育
委

員
会

で
の

意
見

交
換

。
 

・
科

学
技

術
館

等
各

種
施

設
の

視
察

。
 

 
 
 
目

指
す

授
業

の
姿

 

 

                          

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
対

象
の

小
学

校
に

お
け

る
教

員
の

指
導

力
向

上
を

目
的

と
し

た
校

内
研

修

を
実

施
で

き
る

よ
う

「
し

く
み

づ
く

り
」
「

ひ
と

づ
く

り
」
「

教
材

づ
く

り
」

の
３

つ
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
と

り
わ

け
、

理
数

科
教

育
の

リ
ー

ダ
ー

と
な

る
べ

き
人

た
ち

の
育

成
に

力
を

注
い

で

い
ま

す
。

 

                      

目
指

す
児

童
の

姿
 

・
夢

中
に

な
っ

て
取

り
組

む
。

 

・
自

分
な

り
の

考
え

を
持

つ
。

 

・
創

造
性

を
伸

ば
す

。
 

・
友

達
の

意
見

を
き

ち
ん

と
聞

く
。

 

・
自

分
の

力
で

課
題

を
解

く
。

 

・
学

び
方

を
習

得
す

る
。

 

子
ど

も
に

と
っ

て
わ

か
り

や
す

く
、

楽
し

い
授

業
 

 

目
指

す
教

材
の

姿
 

・
授

業
目

標
、

学
習

活
動

、
評

価
方

法
の

三
者

が
一

貫
し

た
学

習
活

動
案

 

ト
レ

ー
ナ

ー
の

育
成

 

本
邦

研
修

 

実
践

と
改

善
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
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ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
ຎັ
ຍ
ຎູ
ຄ
ູ
ຌ
ຌ
ຖ
ຐ
ທ
ຍ
ກ
ທ
ຌ
ຮ
ຽ
ຌ
-
ກ
ທ
ຌ

ຆ
ຕ
ຌ
 ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 ແ
ລ
ຖ
 
ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ

 

(I
TS

M
E)

 

  
ເ
ຐ
ືົຕ
ຊ
ຕ
ຍ
ຆ
ຖ
ໜ
ຕ
ຄ
ຊ
ທ
ຒ

 ທ
ຆ
ຖ
ເ
ໜີ
ຂ
ຕ
ຄ
ລັ
ຉ

ຖ
ຍ
ທ
ຌ
ລ
ທ
ວ
,

ກ
ຖ
ງ
ວ
ຄ
ຆຶ
ກ
ຆ
ທ
ທ
ິກ
ທ
ຌ
ແ
ລ
ຖ
 
ຕຸ
ຄ
ກ
ທ
ຌ
 
ໄ

ກຼ
ທ
 

ຶົຄ
ຐ
ຼຕ
ຒ
ກັ
ຌ
ັ
ຉ
ຊັຼ
ຄ

ຎ
ຖ
ຊິ
ຍັ
ຉ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
ຎັ
ຍ
ຎູ
ຄ
ູ
ຌ
ຌ
ຖ
ຐ
ທ
ຍ
ກ
ທ
ຌ
ຮ
ຽ
ຌ
-
ກ
ທ
ຌ
ຆ
ຕ
ຌ
 

ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 
ແ
ລ
ຖ
 

ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ
 
ໃ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຎັ
ຍ
ຎູ
ຄ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ

຺
ໄ
ລ
ຈ
ຖ
ຎ
ຖ

 ທ
ກ
ທ
ຌ
ໂ
ຉ
ຈ
ຆ
ຖ
ເ
ຐ
ທ
ຖ
ໃ
ຌ
ວ
ິງ
ທ
ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 

ແ
ລ
ຖ
 


ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ
ໃ
ຌ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ
ໃ
ດ
ຒຼ
ີູ
ຌ
ຌ
ຖ
ຐ
ທ
ຍ
ຉີ
ຂຶຼ
ຌ
. 

 

ູຉ
ຎ
ຖ
ຆ
ຸຄ
 

ູ
ຌ
ຌ
ຖ
ຐ
ທ
ຍ
ຉຼ
ທ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆິ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 
ແ
ລ
ຖ
 

ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ

ໃ
ຌ
ຍັ
ຌ
ຉ
ທ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ
ເ
ຎຸຼ
ທ
ໝ
ທ
ຈ
ໄ
ຉຼ
ຮ
ັຍ
ກ
ທ
ຌ
ຎັ
ຍ
ຎູ
ຄ
ໃ
ດ
ຉຼີ
ຂຶຼ
ຌ
 

 
ໄ
ລ
ຈ
ຖ
ເ
ວ
ລ
ທ
ຎ
ຖ
ຊ
ຍິ
ັຉ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ

 

ກູ
ຒ
ຐ
ທ
 2

0
1
0
 ດ
ທ
 ຊູ
ລ
ທ
 2

0
1
3

 

 ເ
ຂ
ຉ
ຐ
ືຼຌ
ທ
ີຎົ
ຖ
ຊ
ຍິ
ັຉ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
 

                

ຂ
 ຼຒ຺
ຌ
ເ
ຐີົ
ຒ
ເ
ຊີ
ຒ
ກົ
ຽ
ວ
ກັ
ຍ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
 
IT
S
M
E 
ກ
ຖ
ລູ
ຌ
ທ
ຊິ
ຉ
ຊ
 ົຐ
ວ
ກ

 

ຂຼ
ທ
ຐ
ຖ
ເ

ຸຼທ
ໄ
ຉຼ
ທີົ

: 

 

ກຸ
ຒ
ຆຼ
ທ
ຄ
຺

, 

ກ
ຖ
ງ
ວ
ຄ
ຆຶ
ກ
ຆ
ທ
ທ
ິກ
ທ
ຌ

 

ຌ
ຖ

ຕ
ຌ
ດ
ຼວ
ຄ
 ວ
ຽ
ຄ
ັ
ຌ

,ຆ
ທ
ວ

 

ໂ
ທ
:
 8
5
6-
2
1-
2
16
6
15
 

ແ
ຑ
ກ
:
 8
56
-
21
-
21
6
61
5 

   

  

         

   

   

ກ
ຖ
ງ
ວ
ຄ
ຆຶ
ກ
ຆ
ທ
ທ
ິກ
ທ
ຌ

 

ແ
ລ
ຖ

 

ຕຸ
ຄ
ກ
ທ
ຌ
ຮ
ົວ
ຒ
ຒື
ຆ
ທ
ກຸ
ຌ
 ແ
ດົ
ຄ
ຎ
ຖ
ເ
ທ
ຉ
ຓີົ
ຎູົ
ຌ

ຐ
ທ
ກ
ຆ
ຖ
ເ
ໜ

 ີ
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຺
ຖ
ຆ
ທ
ຒ
ທ
ຉ
: 

・
 
ຒີ

ວ
ທ
ຒ
ງ
ົຽ
ຄ
ງ
ທ
ຌ
ຉຼ
ທ
ຌ
ເ
ຌືຼ
ຕ
ໃ
ຌ
ຂ
ຕ
ຄ
ຍຸ
ຉ
ທີົ
ຊຸ
ຌ
ເ
ຕ
ຄ
ຆິ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ໃ
ຌ
ແ
ຊົ
ລ
ຖ
ວັ
ຌ
.
 

・
 
ກ
 ທ
ຌຸ
ຉ
ໄ
ຉຼ
ຆິົ
ຄ
ທີົ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ໄ
ຉຼ
ຮ
ຽ
ຌ
 ແ
ລ
ຖ
 ຎ
ຖ
ຆຸ
ຍ
ຎ
ຖ
ກ
ທ
ຌ
ທີົ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ຒີ
ໄ
ຉຼ
ຓົ
ທ
ຄ
ື
ກ
ຊຼ
ຕ
ຄ
. 

・
 
ຆຼ
ທ
ຄ
ຒ
ຖ
ໂ
ຌ
ຐ
ທ
ຍ
ກົ
ຽ
ວ
ກັ
ຍ
ກ
ທ
ຌ
ຎົ
ຽ
ຌ
ແ
ຎ
ຄ
ຉຼ
ທ
ຌ

ວ
ທ
ຒ
ຆ
ທ
ຒ
ທ
ຉ
ທີົ
ຕ
ທ
ຉ
ເ
ກີ
ຉ
ຂຶຼ
ຌ
ກັ
ຍ
ຊຸ
ວ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ດຼັ
ຄ

ທ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ

ຍຸ
ຉ
ຮ
ຽ
ຌ
ໃ
ຉ
ໜຶົ
ຄ
ຏົ
ທ
ຌ
ໄ
ຎ

. 

・
 
ຆຼ
ທ
ຄ
ແ
ຏ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຉ
 ທ
ເ
ຌີ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆ
ຕ
ຌ
ຓົ
ທ
ຄ
ຮັ
ຉ
ກູ
ຒ
ເ
ຐືົ
ຕ
ໃ
ດຼ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ເ
ກີ
ຉ
ກ
ທ
ຌ
ຎົ
ຽ
ຌ
ແ
ຎ
ຄ
ຓົ
ທ
ຄ
ເ
ຎັ
ຌ
ທ
 ທ
ຒ
ຖ
ງ
ທ
ຉ

. 

・
 
ຆຼ
ທ
ຄ
ກິ
ຉ

ຖ
ກ
 ທ
ໂ
ຉ
ຈ
ເ
ຕືຼ
ຕ
ຊ
 ົກ
ທ
ຌ
ເ
ຂຸຼ
ທ
ຮົ
ວ
ຒ
ຮ
ຽ
ຌ
ຂ
ຕ
ຄ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ຓົ
ທ
ຄ
ຊັຼ
ຄ
ໜ
ຼທ
. 

ງ
ົວ
ຈ
ໃ
ດຼ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ແ
ກຼ
ໄ
ຂ
ຍັ
ຌ
ດ
ທ

ຓົ
ທ
ຄ
ເ
ຎັ
ຌ
ເ
ຕ
ກ
ຖ
ລ
ທ
ຉ

. 

・
 
ຌ
 ທ
ໃ
ງ
ຕຼູ
ຎ
ຖ
ກ
ຕ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆ
ຕ
ຌ
ຓົ
ທ
ຄ
ື
ກ
ຊຼ
ຕ
ຄ
 ແ
ລ
ຖ
 ຒີ
ຎ
ຖ
ຆິ
ຉ
ຊິ
ຏຸ
ຌ

. 

・
 
ໃ
ຆົ
ໃ


ວ
ທ
ຒ
ຎ
ຕ
ຉ
ໄ
ຐ
ຂ
ຕ
ຄ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ

,
ວ
ທ
ຒ

ວ
ທ
ຒ
ງ
ັຉ
ເ

ຌ
 ແ
ລ
ຖ
 
ວ
ທ
ຒ
ື
ກ
ຊຼ
ຕ
ຄ
ໃ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ທຸ
ຉ
ລ
ຕ
ຄ
. 

・
 
ຈ
ຕ
ຒ
ຮັ
ຍ

ວ
ທ
ຒ
ແ
ຊ
ກ
ຊົ
ທ
ຄ
ທ
ທ
ຄ
ຉຼ
ທ
ຌ

ວ
ທ
ຒ
ຮັ
ຍ
ຮ຺ຼ
ຂ
ຕ
ຄ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ໃ
ຌ
ຂັຼ
ຌ
ຮ
ຽ
ຌ

. 

・
 
ໃ
ດຼ
ຌ
 ຼທ
ໜ
ັກ
ຂ
ຖ
ຍ
ວ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ິ
ຉ
ແ
ກຼ
ໄ
ຂ
ຍັ
ຌ
ດ
ທ
ດຼ
ທ
ຈ
ກ
ວ
ົທ
ກ
ທ
ຌ
ໃ
ດຼ

 ທ
ຊ
ຕ
ຍ
ຂ
ຕ
ຄ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ

. 

 ຏົ
ທ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຒຸ
ໃ
ຌ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
ຌີຼ
຺
ເ
ຝິ
ກ

ຖ
ໄ
ຉ
ຼຈຸ
ກ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ

ວ
ທ
ຒ
ຆ
ທ
ຒ
ທ
ຉ
 
ເ
ຐ
ືຕົ
ຌ
 ທ
ໃ
ງ
ໃຼ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
 

ຮ
ຸຒ
຺
ໃ
ຌ
ຂັຼ
ຌ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ

. 


 


ວ
ທ
ຒ
ເ
ຎັ
ຌ
ງ
ົຽ
ວ
ງ
ທ
ຌ
ກົ
ຽ
ວ
ກັ
ຍ
ຍຸ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ຏົ
ທ
ຌ
ຂ
ຖ
ຍ
ວ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຎ
ຖ
ຊິ
ຍັ
ຉ
ຓົ
ທ
ຄ
ຒ
ີຎ
ຖ
ຆິ
ຉ
ຊິ
ຐ
ທ
ຍ

. 


 

ກ
ທ
ຌ
ຈຸ
ກ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ

ວ
ທ
ຒ
ເ
ຂຸຼ
ທ
ໃ

ເ
ຌືຼ
ຕ
ດ
ທ
ທ
ທ
ຄ
ວິ
ທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 ແ
ລ
ຖ
 
ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ

. 


 

ທ
ັກ
ຆ
ຖ
ກ
ທ
ຌ
ວ
ທ
ຄ
ແ
ຏ
ຌ
 
ແ
ລ
ຖ
 
ກ
ທ
ຌ
ຍ
 ລິ
ດ
ທ
ຌ
 
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ
ຂ
ຕ
ຄ
ຏ຺ຼ
ຕ
 ທ
ຌ
ວ
ຈ
ກ
ທ
ຌ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ
 
ແ
ລ
ຖ
 
຺

ວິ
ງ
ທ
ກ
ທ
ຌ
ໃ
ຌ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ

. 


 

ຆຼ
ທ
ຄ
ເ
ືົ
ຕ
ຄ
ຒ
ກື
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ
຺
ຐ
ທ
ຈ
ໃ
ຌ
ໄ
ລ
ຈ
ຖ
ຎ
ຖ

 ທ
ກ
ທ
ຌ
. 


 

ຆຼ
ທ
ຄ
ລ
ຖ
ຍຸ
ຍ
ຊິ
ຉ
ຊ
ທ
ຒ
ງ
ົວ
ຈ
ເ
ດ
ຼືຕ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ
຺
ຎ
ຖ

 ທ
ກ
ທ
ຌ

. 
 


 

ກ
ທ
ຌ
ງ
ົວ
ຈ
ຆຼ
ທ
ຄ
ຒ
ທ
ຉ

ທ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຎ
ຖ
ເ
ຒ
ີຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆິ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ

. 

ຏົ
ທ
ຌ
ກິ
ຉ

ຖ
ກ
 ທ
 ກ
ທ
ຌ
ຆຼ
ທ
ຄ
ຍຸ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ຊຸ
ວ
ຓົ
ທ
ຄ
ໃ
ຌ
ກ
ຕ
ຄ
ຎ
ຖ
ງ
ູຒ
ຒ
ັຌ

ຖ
ງ
ົວ
ຈ
ຈຸ
ກ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ
ຉຼ
ທ
ຌ
ຊົ
ທ
ຄ

ຊ
  ົໄ
ຎ
ຌີຼ

. 


 

ກ
ທ
ຌ
ຆິ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ຆ
ທ
ທ
ິຉ
ຊຸ
ວ
ິ
ຄ
ໂ
ຉ
ຈ
ຌ
 ທ
ໃ
ງ
ຍຼຸ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ຊຸ
ວ
ຓົ
ທ
ຄ
. 


 
ກ
ທ
ຌ
ຆຸ
ຌ
ທ
ຖ
ຌ
ທ
ກັ
ຍ
ຏ຺ຼ
ຕ
 ທ
ຌ
ວ
ຈ
ກ
ທ
ຌ
ໂ
ຮ
ຄ
ຮ
ຽ
ຌ
 ແ
ລ
ຖ
 ຺
ວິ
ງ
ທ
ກ
ທ
ຌ
ກົ
ຽ
ວ
ກັ
ຍ
ຍຸ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ຊຸ
ວ
ຓົ
ທ
ຄ
 

ຏ຺ຼ
ເ
ຂຸຼ
ທ
ຮ
ົວ
ຒ
ໄ
ຉ
ຼ
ວ
ທ
ຒ
ຮ
຺ຼ 

ກົ
ຽ
ວ
ກັ
ຍ
ກ
ທ
ຌ
ຈຸ
ກ
ລ
ຖ
 

ຉັ
ຍ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ
຺
ໃ
ຌ
 
ລ
ທ
ວ
 

ທ
ກ
ກ
ທ
ຌ
ຆຶ
ກ

ຆ
ທ
ວິ
ທ
ກີ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮ
ຸຒ
຺
ໃ
ຌ
ຎ
ຖ
ເ
ທ
ຉ
ຓີົ
ຎູົ
ຌ

. 


 ໄ
ຉ
ເຼ
ຂຸຼ
ທ
ຮ
ົວ
ຒ
ຆັ
ຄ
ເ
ກ
ຉ
ກ
ທ
ຌ
ຆ
ຕ
ຌ

 


 ຆຸ
ຌ
ທ
ຖ
ຌ
ທ
ຮ
ົວ
ຒ
ກັ
ຍ
ຍ
 ລິ
ຆັ
ຉ
ຏ຺ຼ
ຏ
ຖ
ລິ
ຉ
ຎຶຼ
ຒ

ແ
ຍ
ຍ
ຮ
ຽ
ຌ
 
ແ
ລ
ຖ
 

ຖ
ຌ
ຖ
ກ
 ທ
ຒ
ຖ
ກ
ທ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆຶ
ກ

ຆ
ທ
ຌ
ຖ

ຕ
ຌ
 ກ
ທ
ວ
ທ
ກູ
ຉ
ິ

. 


 
ຓຼ
ຽ
ຒ
ຓ
ທ
ຒ
ຆິົ
ຄ
ຕ
 ທ
ຌ
ວ
ຈ

ວ
ທ
ຒ
ຆ
ຖ
ຉ
ວ
ກ
ຊົ
ທ
ຄ


ເ
ງ
ັົຌ
: 
ດ
 ຐ
ຐິ
ິຉ
ຊ
ຖ
ຐ
ັຌ
ວິ
ທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 

 
  
ກ
ທ
ຌ
ຎ
ົຽ
ຌ
ແ
ຎ
ຄ
ກ
ຽົ
ວ
ກ
ັຍ
ຍ
ຸຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ໃ
ຌ
ຕ
ທ
ຌ
ທ

ຉຸ
 

                          

ກ
ິຉ

ຖ
ກ
 ທ
ຂ
ຕ
ຄ
ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ
 

ໂ

ຄ
ກ
ທ
ຌ

ຖ
ຆຼ
ທ
ຄ

ວ
ທ
ຒ
ເ
ຂັຼ
ຒ
ແ
ຂ
ຄ
ໃ
ຌ
ຆ
ທ
ຒ
ຉຼ
ທ
ຌ
ຏົ
ທ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮຸ
ຒ
຺
ຐ
ທ
ຈ
ໃ
ຌ
ເ
ງ
ັົຌ
: 

ກ
ທ
ຌ
ຍ
 ລິ
ດ
ທ
ຌ


ັຉ
ກ
ທ
ຌ
 ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝິ
ກ
ຕຸ
ຍ
ຮຸ
ຒ
ຐ
ທ
ຈ
ໃ
ຌ

,ກ
ທ
ຌ
ຐັ
ຉ
ທ
ຖ
ຌ
ທ
ຍູ
ກ

ຖ
ລ
ທ
ກ
ຕ
ຌ
 ແ
ລ
ຖ
 ກ
ທ
ຌ
ຆຼ
ທ
ຄ
ຕູ
ຎ
ຖ
ກ
ຕ
ຌ
ກ
ທ
ຌ
ຆ
ຕ
ຌ

ເ
ຐືົ
ຕ
ຈຸ
ກ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ
ວ
ິງ
ທ
ຕ
ທ
ງ
ີຍ
຺
ຓົ
ທ
ຄ
ຊ
 ເົ
ຌືົ
ຕ
ຄ
.ໂ
ຉ
ຈ
ເ
ລັົ
ຄ
ໃ
ຆົ
ກ
ທ
ຌ
ຈຸ
ກ
ລ
ຖ
ຉັ
ຍ

ວ
ທ
ຒ
ຮ຺ຼ
ຂ
ຕ
ຄ
຺
ເ
ຝິ
ກ
ຂ
ຕ
ຄ
ໂ

ຄ
 

ກ
ທ
ຌ
 

IT
S

M
E

,ເ
ງ
ິົຄ
຺
ເ
ຝິ
ກ
ເ
ລຸົ
ທ
ຌັຼ
ຌ
ເ
ຎັ
ຌ
ຕ
ທ

ທ
ຌ

ທ
ກ
ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ໄ
ລ
຺
ຊົ
ທ
ຄ

 
ແ
ລ
ຖ
 
຺
ຆຶ
ກ
ຆ
ທ
ຌິ
ເ
ທ
ຉ
ແ
ຂ
ວ
ຄ
 

ແ
ລ
ຖ
 ເ
ຒື
ຕ
ຄ
,ເ
ງ
ິົຄ

ຖ
ເ
ຎັ
ຌ
ຏ຺ຼ

ຖ
ຏັ
ຌ
ຂ
ຖ
ດ
ຈ
ທ
ຈ
ກ
ທ
ຌ
ຆຶ
ກ
ຆ
ທ
ວ
ິງ
ທ
ວ
ິທ
ຖ
ຈ
ທ
ຆ
ທ
ຉ
 ແ
ລ
ຖ
 
ຖ
ຌິ
ຉ
ຆ
ທ
ຉ
. 

                    

ຍຸ
ຉ
ຆ
ຕ
ຌ
ເ
ຂຸຼ
ທ
ໃ

ຄົ
ທ
ຈ
 ແ
ລ
ຖ
 ຒີ

ວ
ທ
ຒ
ຒົ
ວ
ຌ
ງືົ
ຌ

 

ຌ
ັກ
ຮ
ຽ
ຌ

ຖ
ຆ
ທ
ຒ
ທ
ຉ

: 

・
 
ເ
ຂຸຼ
ທ
ຮົ
ວ
ຒ
ກິ
ຉ

ຖ
ກ
 ທ
ຂ
ຕ
ຄ
ເ
ຂຸ
ທ
ເ

ຸຼທ
ຓົ
ທ
ຄ
ດຼ
ທ
ວ
ດັ
ຌ

. 

・
 
ຒີ
ແ
ຌ
ວ

ວ
ທ
ຒ
ິ
ຉ
ເ
ຎັ
ຌ
ຂ
ຕ
ຄ
ຊຸ
ວ
ເ
ຕ
ຄ
. 

・
 
ຎ຺
ກ
ຝັ
ຄ
ໄ
ຉຼ
ແ
ຌ
ວ

ວ
ທ
ຒ
ິ
ຉ
ຆຼ
ທ
ຄ
ຆັ
ຌ

 

・
 
ຮັ
ຍ
ຑັ
ຄ
ແ
ຌ
ວ

ວ
ທ
ຒ
ິ
ຉ
ຂ
ຕ
ຄ
ຌັ
ກ
ຮ
ຽ
ຌ
ຸ
ຌ
ຕືົ
ຌ


. 

・
 
ແ
ກຼ
ໄ
ຂ
ຍັ
ຌ
ດ
ທ
ຉຼ
ວ
ຌ
ຊຸ
ວ
ເ
ຕ
ຄ
. 

・
 
ຆ
 ທ
ຌຶ
ກ
ວ
ົທ
ກ
ທ
ຌ
ຮ
ຽ
ຌ
ຒີ

ວ
ທ
ຒ
ຒົ
ວ
ຌ
ງ
ືົຌ

..
 

・
 
ຮ
ຽ
ຌ
ຮ຺ຼ
ກ
ທ
ຌ
ຮ
ຽ
ຌ
ທີົ
ແ
ທຼ

ິຄ
ແ
ຒ
ົຌ
ຮ
ຽ
ຌ
ແ
ຌ
ວ
ໃ
ຉ

 

ຆ
 ທ
ລ
ຍັ

຺ເ
ຝ
ກິ

 

ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝ
ິກ
ຕ
ຸຍ
ຮ
ຒຸ
ທ
ີົຓ
ີົຎ
ູຌົ

 

ຐ
ທ
ກ
ຎ
ຖ
ຊ
ິຍ
ຉັ
 ແ
ລ
ຖ
 ຈ
ກຸ
ລ
ຖ
ຉ
ຍັ

 

ກ
ທ
ຌ
ເ
ຝ
ິກ
ຕ
ຸຍ
ຮ
ຒຸ

 

 

ຍ
ຸຉ
ຆ
ຕ
ຌ

ຖ
ຒີ

: 

・
 
ຆ
ທ
ຒ
ຂັຼ
ຌ
ຊ
ຕ
ຌ
ທີົ
ຆ
 ທ
ັ
ຌ
 
ື ູ
ຉ
ຎ
ຖ
ຆຸ
ຄ
,ກິ
ຉ

ຖ
ກ
 ທ
 ແ
ລ
ຖ
 ກ
ທ
ຌ
ຎ
ຖ
ເ
ຒີ
ຌ
ຏຸ
ຌ
ທີົ
ຒີ

ວ
ທ
ຒ
ກຸ
ຒ
ກື
ຌ
ກັ
ຌ
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Q
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 D
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h
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M
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f 

E
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V
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L
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T
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n

g
 t

h
e
ir
 e

x
p
e
ri
e
n

c
e
s
 

・
P

la
n

n
in

g
 o

f 
IS

 

 In
 o

rd
e
r 

to
 m

o
n

it
o
r 

h
o
w

 s
c
h

o
o
ls

 a
re

 u
ti
liz

in
g
 t

h
e
 m

o
d

e
l 

le
s
s
o
n

 

p
la

n
s
 a

n
d

 w
h

a
t 

k
in

d
 o

f 
e
ff

e
c
ts

 a
re

 g
e
n

e
ra

te
d
, 

th
e
 t

e
a
m

 v
is

it
s
 

s
c
h

o
o
ls

 t
o
 d

o
 t

h
e
 f

o
llo

w
in

g
 a

c
ti
v
it
ie

s
. 

・
O

b
s
e
rv

a
ti
o
n

 o
f 

IS
 

・
O

b
s
e
rv

a
ti
o
n

 o
f 

th
e
 r

e
a
l 
le

s
s
o
n

 

・
D

is
c
u

s
s
io

n
 w

it
h

 t
e
a
c
h

e
rs

 

A
n

d
, 

th
e
 
te

a
m

 
re

q
u

ir
e
s
 
th

e
 
re

p
o
rt

 
fr

o
m

 
s
c
h

o
o
ls

 
w

h
e
n

 
th

e
y 

im
p

le
m

e
n

t 
IS

. 
B

a
s
e
d
 o

n
 c

o
lle

c
ti
n

g
 i
n

fo
rm

a
ti
o
n

 f
ro

m
 m

o
n

it
o
ri
n

g
, 

th
e
 t

e
a
m

 i
m

p
ro

v
e
s
 t

h
e
 m

o
d

e
l 
le

s
s
o
n

 p
la

n
s
. 

 

 

 

                          

 
 

 
P

ro
je

c
t 

A
c
ti
v
it
ie

s
 

T
h

e
 p

ro
je

c
t 

s
tr

e
n

g
th

e
n

s
 t

h
re

e
 a

s
p

e
c
ts

, 
o
f 

In
te

rn
a
l 
S

u
p

e
rv

is
io

n
 (

IS
),
 w

h
ic

h
 

a
re

 m
a
n

a
g
e
m

e
n

t,
 h

u
m

a
n

 r
e
s
o
u

rc
e
s
 a

n
d

 t
e
a
c
h

in
g
 m

a
te

ri
a
ls

, 
in

 o
rd

e
r 

to
 

im
p

ro
v
e
 t

e
a
c
h

in
g
 m

e
th

o
d

 in
 p

ri
m

a
ry

 s
c
h

o
o
ls

. 
A

s
 c

o
n

c
re

te
 a

c
ti
v
it
ie

s
, 
m

o
d

e
l 

le
s
s
o
n

 p
la

n
s
 a

re
 p

ro
v
id

e
d

 a
n

d
 e

x
p

la
in

e
d

, a
s
 w

e
ll 

a
s
 t
h

e
 IS

 p
la

n
n

in
g
 is

 m
a
d

e
 

a
t 

T
O

T
. 

 
B

e
s
id

e
s
, 

m
o
n

it
o
ri
n

g
 
is

 
c
o
n

d
u

c
te

d
 
to

 
o
b

s
e
rv

e
 
IS

 
a
n

d
 
re

c
e
iv

e
 

re
la

te
d

 i
n

fo
rm

a
ti
o
n

 t
o
 i
m

p
ro

v
e
 m

o
d

e
l 
le

s
s
o
n

 p
la

n
s
. 
 

                     

E
x
a
m

p
le

s
 o

f 
IS

 w
it
h

 m
o
d

e
l 
le

s
s
o
n

 p
la

n
s

 

M
o
n

it
o
ri
n

g
 

T
O

T
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IT
S

M
E

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、
ラ

オ
ス

国
政

府
の

要
請

に
基

づ
き

、
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
に

教
員

が
指

導
力

の
向

上
に

取
り

組
む

、
校

内
研

修
の

改
善

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 

対
象

小
学

校
に

お
い

て
理

数
科

授
業

の
質

が
改

善
さ

れ
る

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

 

2
0

1
0

年
2

月
～

2
0

1
3

年
1

0
月

(3
年

8
ヶ

月
) 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域

位
置

図
 

                  

 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

詳
し

く
知

り
た

い

方
は

こ
ち

ら
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 

C
/
O

 D
e
p
a
rt

m
e
n

t 
o
f 

T
e
a
c
h

e
r 

E
d
u

c
a
ti
o
n

, 

M
in

is
tr

y 
o
f 

E
d
u

c
a
ti
o
n

 

V
ie

n
ti
a
n

e
, 

L
a
o
s
 

T
e
l: 

8
5

6
-
2

1
-2

1
6

6
1

5
 

F
a
x
: 

8
5

6
-2

1
-
2

1
6

6
1

5
 

ラ
オ

ス
国

 

理
数

科
現

職
教

員
研

修
改

善
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

P
ro

je
c
t 

fo
r 

Im
p

ro
v
in

g
 I
n

-
s
e
rv

ic
e
 

T
e
a
c
h

e
r 

T
ra

in
in

g
 f

o
r 

S
c
ie

n
c
e
 a

n
d

 

M
a
th

e
m

a
ti
c
s
 E

d
u

c
a
ti
o
n

 

( 
IT

S
M

E
 )

 

 

 

  

ラ
オ

ス
国

教
育

ス
ポ

ー
ツ

省
 

（
M

in
is

tr
y 

o
f 

E
d
u

c
a
ti
o
n

）
 

&
 

独
立

行
政

法
人

国
際

協
力

機
構

 

（
J
IC

A
）

 
  

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要
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事
例

１
．

研
修

教
材

（
模

範
学

習
活

動
案

）
を

用
い

た
授

業
づ

く
り

の
勉

強
会

 

 
T

O
T

で
習

得
し

た
研

修
教

材
の

特
徴

を
基

に
、

A
T

が
研

修
教

材
の

特
徴

を
教

員
に

説
明

し
、

授
業

づ
く

り
の

ポ
イ

ン
ト

を
指

導
す

る
。

こ
れ

ら
の

ポ
イ

ン
ト

に

つ
い

て
教

師
同

士
に

よ
り

改
善

案
な

ど
を

話
し

合
う

こ
と

で
お

互
い

に
授

業
づ

く

り
に

つ
て

学
び

合
う

こ
と

が
で

き
、

さ
ら

に
授

業
づ

く
り

へ
の

理
解

が
深

ま
る

。
 

 事
例

2
．

研
修

教
材

（
模

範
学

習
活

動
案

）
を

用
い

た
模

擬
授

業
 

研
修

教
材

を
利

用
し

、
教

材
に

沿
っ

た
模

擬
授

業
を

他
の

教
員

を
対

象
に

実
践

す
る

。
授

業
を

実
践

す
る

教
員

を
決

め
、

授
業

を
観

察
す

る
教

員
は

授
業

を
実

践

す
る

教
員

か
ら

授
業

の
流

れ
、

授
業

の
内

容
お

よ
び

研
修

教
材

の
特

徴
が

理
解

で

き
る

か
な

ど
確

認
し

、
授

業
後

に
実

践
し

た
教

員
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

。
 

 事
例

３
．

研
修

教
材

（
模

範
学

習
活

動
案

）
を

用
い

た
授

業
観

察
 

 
研

修
教

材
を

利
用

し
、

教
材

に
沿

っ
た

授
業

を
児

童
対

象
に

実
践

す
る

。
授

業

を
実

践
す

る
教

員
を

決
め

、
他

の
教

員
は

、
そ

の
授

業
を

観
察

す
る

。
授

業
を

観

察
す

る
教

員
は

、
授

業
を

実
践

す
る

教
員

か
ら

授
業

の
流

れ
、

授
業

の
内

容
お

よ

び
研

修
教

材
の

特
徴

が
理

解
で

き
る

か
な

ど
確

認
し

、
授

業
後

に
実

践
し

た
教

員

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

 

 事
例

４
．

研
修

教
材

（
模

範
学

習
活

動
案

）
を

用
い

た
個

別
指

導
 

事
例

１
の

よ
う

な
全

体
で

の
勉

強
会

の
実

施
が

難
し

い
場

合
に

は
、

A
T

に
よ

る
個

別
の

指
導

を
行

う
。

A
T

は
研

修
教

材
の

特
徴

を
個

別
に

教
員

へ
説

明
し

、

授
業

づ
く

り
の

ポ
イ

ン
ト

を
指

導
す

る
。

個
別

指
導

に
お

い
て

は
、

個
々

の
教

員

の
能

力
に

合
わ

せ
た

指
導

が
で

き
る

た
め

、
個

々
の

教
員

の
能

力
を

判
断

し
て

、

支
援

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
が

、
校

長
お

よ
び

A
T

に
対

し
て

研
修

教
材

を
紹

介
し

、
教

材
に

対
す

る
理

解
を

深
め

て
い

た
だ

き
、

校
内

指
導

活
動

の
実

施
を

促
す

研
修

会
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

研
修

会
で

は
、

主
に

以
下

の
点

を
伝

え
て

い
ま

す
。

 

・
校

内
指

導
活

動
の

意
義

。
 

・
校

内
指

導
活

動
の

事
例

お
よ

び
実

践
へ

の
助

言
。

 

・
校

内
指

導
活

動
教

材
（

模
範

学
習

活
動

案
）

の
特

徴
の

紹
介

。
 

・
校

内
指

導
活

動
実

施
計

画
及

び
過

去
の

実
施

報
告

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
提

供
し

た
研

修
教

材
が

学
校

で
、

ど
の

よ
う

に
利

用
さ

れ
、

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ
る

か
を

以
下

の
調

査
活

動
を

学
校

に
て

行
い

ま
す

。
 

・
小

学
校

で
の

校
内

研
修

の
観

察
。

 

・
小

学
校

で
の

授
業

観
察

。
 

・
教

員
と

の
意

見
交

換
。

 

校
内

指
導

活
動

を
実

施
し

た
学

校
か

ら
報

告
書

を
提

出
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

こ
れ

ら
得

ら
れ

た
情

報
を

基
に

、
校

内
指

導
活

動
の

改
善

の
た

め
の

提
案

を
行

い
ま

す
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

研
修

教
材

（
模

範
学

習
活

動
案

）
を

利
用

し
て

、
 

授
業

づ
く

り
に

つ
い

て
教

員
が

学
ぶ

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
 

 
 
 

  

                   

     

 
 

 
対

象
校

に
対

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
対

象
の

小
学

校
に

お
け

る
教

員
の

指
導

力
向

上
を

目
的

と
し

た
校

内
研

修

を
実

施
で

き
る

よ
う

「
し

く
み

づ
く

り
」
「

ひ
と

づ
く

り
」
「

教
材

づ
く

り
」

の
３

つ
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
具

体
的

な
取

り
組

み
と

し
て

は
、

校
長

お
よ

び
A

T
研

修
会

を
通

じ
て

研
修

教
材

と

な
る

模
範

学
習

活
動

案
を

提
供

し
、

校
内

指
導

活
動

の
実

施
を

促
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

学
校

を

訪
問

し
、

校
内

指
導

活
動

実
施

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
改

善
案

等
を

提
案

し
ま

す
。

 

                     

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

校
長

お
よ

び
A

T
研

修
会

（
T

O
T

）
 

 
校

内
指

導
活

動
の

事
例
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M
a
p

 o
f 

th
e
 t

a
rg

e
t 

a
re

a
 

F
u

tu
re

 l
es

so
n

s 

T
e
a
c
h

e
r 

sh
o
u

ld
 b

e
 a

 l
if

e
-l

o
n

g
 l

ea
rn

e
r 

T
ea

ch
er

 e
d

u
ca

ti
o
n
 i

s 
n

o
t 

co
m

p
le

te
d
 o

n
ly

 b
y
 P

re
-S

er
v
ic

e 
T

ra
in

in
g
 a

t 
T

E
I 

(T
ea

ch
er

 E
d
u
ca

ti
o
n
 

In
st

it
u
te

) 
b
ec

au
se

 a
n
 a

ct
u
al

 d
ev

el
o
p

m
en

t 
o
f 

te
ac

h
er

’s
 p

ro
fe

ss
io

n
 i

s 
m

ad
e 

th
ro

u
g
h
 t

h
ei

r 
jo

b
 a

t 

sc
h
o
o
ls

. 
It

 m
ea

n
s 

th
at

 a
ll

 t
h
e 

te
ac

h
er

s 
h
av

e 
to

 c
o
n
ti

n
u
e 

st
u

d
y
in

g
 e

v
en

 a
ft

er
 g

ra
d
u
at

io
n
 f

ro
m

 

T
E

I.
 
O

n
e 

o
f 

th
e 

o
p
p

o
rt

u
n
it

ie
s 

fo
r 

In
-S

er
v
ic

e 
T

ra
in

in
g
 
is

 
In

te
rn

al
 
S

u
p
er

v
is

io
n

 
(I

S
) 

w
h

er
e 

te
ac

h
er

s 
ca

n
 i

m
p
ro

v
e 

th
ei

r 
ca

p
ac

it
ie

s 
at

 s
ch

o
o

l 
le

v
el

. 
F

o
r 

fu
rt

h
er

 i
n

fo
r
m

a
ti

o
n

 o
n

 I
T

S
M

E
 p

ro
je

ct
, 

p
le

a
se

 c
o

n
ta

ct
 u

s 
a

t:
 

C
/O

 
 

D
ep

a
rt

m
e
n

t 
o

f 
T

ea
ch

er
 E

d
u

ca
ti

o
n

 

M
in

is
tr

y
 o

f 
E

d
u

ca
ti

o
n

 a
n

d
 S

p
o

rt
s,

 L
a

o
 P

D
R

 

T
E

L
: 

+
8

5
6

-2
1

-2
1

6
6

1
5

 
 

 
 

F
A

X
: 

+
8

5
6

-2
1
-2

1
6

6
1
5

 

W
eb

si
te

: 
h

tt
p

:/
/w

w
w

.j
ic

a
.g

o
.j

p
/p

ro
je

ct
/e

n
g

li
sh

/l
a

o
s/

0
0

5
/i

n
 d

ex
.h

tm
l 

 

T
h
ro

u
g
h

 
th

e 
p
ro

je
ct

 
ac

ti
v
it

ie
s,

 
te

ac
h
er

s 
h
av

e 
an

 

eq
u
al

 
o
p
p

o
rt

u
n
it

y
 

to
 

im
p
ro

v
e 

th
ei

r 
ca

p
ab

il
it

y
 

co
n
ti

n
u
o
u
sl

y
 a

n
d
 r

eg
u
la

rl
y.

 A
s 

a 
re

su
lt

, 
sc

ie
n

ce
 a

n
d
 

m
at

h
em

at
ic

s 
le

ss
o
n
 w

il
l 

b
e 

m
o
re

 p
ra

ct
ic

al
 t

o
 m

ak
e 

ch
il

d
re

n
 t

h
in

k
, 
ju

d
g
e,

 a
n
d
 d

o
 b

y
 t

h
em

se
lv

es
. 
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S
te

p
1
: 

 
D

ev
el

o
p

m
e
n

t 
o
f 

m
a
te

ri
a
ls

 

W
h

a
t 

is
 t

h
e
 P

ro
je

c
t 

O
b
je

ct
iv

e
?
 

T
h

e 
p

ro
je

ct
 f

o
cu

se
s 

o
n

 t
h

e 
im

p
ro

v
em

en
t 

o
f 

th
e 

q
u

al
it

y
 o

f 
sc

ie
n

ce
 a

n
d

 m
at

h
em

at
ic

s 

le
ss

o
n
s 

in
 t

h
e 

ta
rg

et
 s

ch
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ເຂ
ດພື

້ ນທີ່
ປະ

ຕິບ
ດັໂ

ຄງ
ກາ

ນ 

ບ ດົ
ຮຽ

ນໃ
ນຕໍ່

ໜ້
າ 

ຄຄູ
ວນ

ເປັ
ນນ

ກັຄ
ົນ້ຄ

ວາ້
ຕະ

ຫຼອ
ດຊ

ວີດິ
 

ກາ
ນສ

ກຶສ
າຄ

ຈູະ
ບໍ່ສ

າໍເ
ລັດ

ພຽ
ງແ

ຕໃ່
ນລ

ະບ
ບົສ

າ້ງ
ຄ ູ

ຢູສ່
ະຖ

າບ
ນັສ

າ້ງ
ຄເູ

ທົ່າ
ນ

ັນ້.
 
ເພ

າະ
ກາ

ນພ
ດັທ

ະນ
າວ

ຊິາ
ຊບີ

ຄແູ
ທຈ້

ງິແ
ມນ່

ເກ
ດີຂ

ືນ້ໄ
ດໂ້

ດຍ
ຜາ່

ນວ
ຽກ

ງາ
ນຕ

ວົຈ
ງິຂ

ອງ
ຄເູ

ອງ
. 

ໝ
າຍ

ຄວ
າມ

ວາ່
 ຄ

ທູກຸ
ຄນົ

ຕອ້
ງໄ

ດສ້
ບືຕໍ່

ກາ
ນສ

ກຶສ
າຮ

ໍາ່ຮ
ຽນ

 ເ
ຖງິ

ແມ
ນ່ຈ

ະ

ສາໍ
ເລັ

ດກ
ານ

ສກຶ
ສາ

ຢູສ່
ະຖ

າບ
ນັສ

າ້ງ
ຄມູ

າແ
ລວ້

ກຕໍ
າມ

. ໜຶ່
ງໃ

ນໂ
ອກ

າດ
 ສ

າໍລ
ບັກ

ານ
ເຝິ

ກອ
ບົຮ

ມົຄ
ປູະ

ຈາໍ
ກາ

ນ 
ແມ

ນ່ກ
ານ

ນເິ
ທດ

ພາ
ຍໃ

ນ 
ເຊ

ິ່ ງຄ
ອູາ

ຈາ
ນທ

ກຸຄ
ນົສ

າມ
າດ

 
ປບັ

ປງຸ
/ຍ

ກົສ
ງູ 

ຄວ
າມ

ສາ
ມາ

ດຂ
ອງ

ຕນົ
ໃນ

ລະ
ດບັ

ໂຮ
ງຮ

ຽນ
ໄດ

.້ 
 ເພື່

ອເ
ປັ ນ

ຂໍ ມ້
ນູຂ

າ່ວ
ສາ

ນແ
ກ ໂ່

ຄງ
ກາ

ນ 
IT
S
M
E
 ໃ

ນຕໍ່
ໜ

າ້,
 
ກະ

ລນຸ
າຕ

ດິຕໍ່
ພວ

ກເ
ຮ ົາ

ທີ່ :
  

ກມົ
ສາ້

ງຄ
,ູ 
 

ກະ
ຊວ

ງສ
ກຶສ

າທິ
ກາ

ນ 
ແລ

ະ 
ກລິ

າ,
 ສ

ປປ
 ລ

າວ
 

T
E
L
: 
+
8
5
6
-2
1
-2
1
6
6
1
5
 
 
 
 
FA

X
: 
+
8
5
6
-2
1
-2
1
6
6
1
5
 

ໂດ
ຍຜ

າ່ນ
ບນັ

ດາ
ກດິ

ຈະ
ກາໍ

ຂອ
ງໂ

ຄງ
ກາ

ນ,
 ຄ

ອູາ
ຈາ

ນທ
ກຸຄ

ນົມ
ີ

ໂອ
ກາ

ດທີ່
ເທົ່

າທ
ຽມ

ກນັ
 ໃ

ນກ
ານ

ປບັ
ປງຸ

/ຍ
ກົສ

ງູ 
ຄວ

າມ
ສາ

ມາ
ດຂ

ອງ
ຕນົ

 ຢ
າ່ງ

ຕໍ່ເ
ນ ື່ ອ

ງ 
ແລ

ະ 
ເປັ

ນປ
ກົກ

ະຕ
.ິ ດ

ັງ່ຜ
ນົຮ

ບັໜຶ່
ງຄ

 ື
ກາ

ນຮ
ຽນ

-

ກາ
ນສ

ອນ
 ວ

ຊິາ
 ວ

ທິະ
ຍາ

ສາ
ດ 

ແລ
ະ 

ຄະ
ນດິ

ສາ
ດ  

ຈະ
ຖກື

ປະ
ຕບິ

ດັ
ເປັ

ນຮ
ບູປ

ະທ
າໍຫຼ

າຍ
ຂ ືນ້

 ເ
ພື່ອ

ເຮັ
ດໃ

ຫເ້
ດັກ

ໄດ
ຄ້ດິ

, 
ໄດ

ຕ້ດັ
ສນິ

ບນັ
ຫາ

 
ແລ

ະ 
ໄດ

ປ້ະ
ຕບິ

ດັດ
ວ້ຍ

ຕວົ
ເຂົ

າເ
ອງ
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ຂ ັນ້
ຕອ

ນ 
1:
 
ກາ

ນສ
າ້ງ

ເຄ
ື່ ອງ

ມ ື

ຈດຸ
ປະ

ສງົ
ໂຄ

ງກ
ານ

ແມ
ນ່ຫ

ຍງັ
? 

ໂຄ
ງກ

ານ
ເນັ

ນ້ໜ
ກັໃ

ສ  ່
ກາ

ນປ
ບັປ

ງຸຄ
ນຸນ

ະພ
າບ

 ກ
ານ

ຮຽ
ນ-

ກາ
ນສ

ອນ
 ວ

ຊິາ
 ວ

ທິະ
ຍາ

ສາ
ດ 

ແລ
ະ 

ຄະ
ນ ດິ

ສາ
ດ 

ໃນ
ບ ນັ

ດາ
ໂຮ

ງຮ
ຽນ

ເປົ້
າໝ

າຍ
. 

ເພື່
ອປ

ບັປ
ງຸກ

ານ
ຮຽ

ນ -
ກາ

ນສ
ອນ

, ໂ
ຄງ

ກາ
ນໄ

ດຖ້
ເືອົ

າວ
ຽກ

ງາ
ນກ

ານ
ພດັ

ທະ
ນາ

ຄວ
າມ

ສາ
ມາ

ດຂ
ອງ

ຄເູ
ປັນ

ສາໍ
ຄນັ

. ດ
ັງ່ນ

ັນ້,
 

ໂຄ
ງກ

ານ
ຈ ິ່ ງ

ໄດ
ຕ້ດັ

ສນິ
ເອົ

າກ
ານ

ເພີ່
ມໂ

ອກ
າດ

ໃນ
ກາ

ນສ
ກຶສ

າໃ
ຫແ້

ກຄ່
 ູຢ

າ່ງ
ຕໍ່ເ

ນ ື່ ອ
ງ 

ແລ
ະ 

ເປັ
ນປ

ກົກ
ະຕ

 ິໂ
ດຍ

ໃຊ
ລ້ະ

ບບົ
ກາ

ນເ
ຝິກ

ອບົ
ຮມົ

ທີ່ ມ
ຢີູແ່

ລວ້
ເຊັ່

ນກ
ານ

ນເິ
ທດ

ພາ
ຍໃ

ນໃ
ຫມ້

ປີະ
ສດິ

ທິພ
າບ

ສງູ
ຂ ືນ້

. 

ເຄ
ື່ ອງ

ມໂື
ຄງ

ກາ
ນສ

າໍລ
ບັກ

ານ
ນເິ

ທດ
ພາ

ຍໃ
ນ 

ແມ
ນ່ບ

ດົສ
ອນ

ຕວົ
ຢາ່

ງ 
ໂດ

ຍ
ສະ

ເພ
າະ

ແລ
ວ້ແ

ມນ່
ໄດ

ສ້າ້
ງຂ

ືນ້ 
ເພື່

ອກ
ານ

ຄ
ົນ້ຄ

ວາ້
ຂອ

ງຄ
 ູຢ

ູໃ່ນ
ກາ

ນນ
ເິທ

ດ
ພາ

ຍໃ
ນ.

 ບ
ນັດ

າເ
ຄ ື່ ອ

ງມ
ຕືາ່

ງໆ
 ແ

ມນ່
ໄດ

ສ້າ້
ງຂ

ືນ້ 
ໂດ

ຍຄ
ເູຝິ

ກໂ
ຄງ

ກາ
ນ 

ເຊ
ິ່ ງແ

ມ ນ່
ຕ ວົ

ແທ
ນມ

າຈ
າກ

 ຫ
ອ້ງ

ກາ
ນສ

ກຶສ
າທິ

ກາ
ນ 

ແລ
ະ 

ກ ລິ
າເ

ມ ອື
ງ,

 ພ
ະ

ແນ
ກສ

ກຶສ
າທິ

ກາ
ນ 

ແລ
ະ 

ກລິ
າແ

ຂວ
ງ 

ແລ
ະ 

ວທິ
ະຍ

າໄ
ລຄ

.ູ ຄ
ເູຝິ

ກໂ
ຄງ

ກາ
ນ

ໄດ
ກ້ວ

ດເ
ບ ິ່ ງ

ວາ່
 ບ

ນັດ
າເ

ຄ ື່ ອ
ງມ

ທືີ່ສ
າ້ງ

ຂ ືນ້
ກງົ

ກບັ
ຄນຸ

ນະ
ພາ

ບທີ່
ຕອ້

ງກ
ານ

ແລ
ວ້ບໍ

ເຊ
ິ່ ງເ

ອ ີນ້
ວາ່

 ບ
ດົສ

ອນ
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T
S
M
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ໃນ
ລະ

ຫວ
າ່ງ

ກາ
ນສ

າ້ງ
ເຄ

ື່ ອງ
ມ,ື

ໂຄ
ງກ

ານ
ກໄໍ

ດພ້
ດັທ

ະນ
າ 

ທກັ
ສະ

 ແ
ລະ

 ຄ
ວາ

ມຮ
ູຕ້າ່

ງໆ
ແກ

ຄ່ເູ
ຝິກ

ເຊັ່
ນກ

ນັ.
 

ກດິ
ຈະ

ກາໍ
ໂຄ

ງກ
ານ

 

ເພື່
ອສ

າ້ງ
ຄວ

າມ
ເຂັ
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ウェブサイト記事一覧
番号 日付 記事のタイトル

1 2010年3月31日 第1年次キックオフ会議

2 2010年5月10日 ベースライン調査

3 2010年6月30日 研修ニーズアセスメント

4 2010年7月30日 第1年次第1回研修教材作成会

5 2010年8月31日 第1年次第2回研修教材作成会

6 2010年9月10日 第1年次校長・アカデミック教員（AT）研修

7 2010年10月15日 第1年次第3回研修教材作成会

8 2010年11月30日 第1年次第4回研修教材作成会

9 2010年11月30日 第1年次本邦研修

10 2010年11月30日 第1年次合同調整会議（Joint Coordinating Committee）の開催

11 2010年12月28日 第1年次現地業務の終了

12 2011年2月28日 第2年次キックオフ会議

13 2011年3月10日 第2年次第1回研修教材作成会

14 2011年3月31日 第2年次第2回研修教材作成会

15 2011年5月29日 第2年次第3回研修教材作成会

16 2011年6月14日 第2年次本邦研修

17 2011年6月14日 本邦研修帰国報告会

18 2011年7月29日 プロジェクト対象県・郡巡回訪問

19 2011年8月20日 第2年次第4回研修教材作成会

20 2011年9月22日 第2年次第5回研修教材作成会及び指導者研修会

21 2011年11月22日 第2年次指導者研修会

22 2011年12月25日 第2年次第7回研修教材作成会

23 2012年2月19日 第2年次第8回研修教材作成会

24 2012年6月24日 第3年次第1回研修教材作成会

25 2012年7月9日 第3年次第2回研修教材作成会

26 2012年9月3日 第3年次第3回研修教材作成会

27 2012年9月20日 第3年次指導者研修会

28 2012年11月5日 第3年次第5回研修教材作成会

29 2012年11月19日 第3年次第2回指導者研修会

30 2012年12月1日 第3年次第6回研修教材作成会

31 2012年12月6日 第3年次合同調整会議

32 2013年2月23日 第4年次第1回研修教材作成会

33 2013年3月10日 エンドライン調査

34 2013年3月16日 第4年次第2回研修教材作成会

35 2013年6月1日 第4年次第3回研修教材作成会

36 2013年6月22日 第4年次第4回研修教材作成会

37 2013年6月29日 校長AT指導者研修会

38 2013年7月6日 第4年次第5回研修教材作成会

39 2013年7月20日 第4年次合同調整会議

40 2013年9月21日 第4年次第6回研修教材作成会
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ITSME Future Plan and Implementation Strategy

This is to certify the agreement among the directors of PES, DEB and TTC who are participating
and implementing ITSME activities.
All the directors from Kammouane, Savannakhet and Champasak PES and Thakhek, Himboun,
Kayson, Champhone. Phalanxay, Sanasonboun, Bachieng and Paksong DEB together with
Savannakhet and Pakse TTC had confirmed and agreed the following plans and strategies to
continue ITSME activities on February 18th, 2013 at Savannakhet TTC.

1. Present Status of ITSME Project
Through the monitoring and the reports done by ITSME trainers, the directors acknowledge the present
status of the teachers' practice at ITSME target schools as follows;

- Teachers are encouraged to conduct IS activities.
- Teachers find the effectiveness of learning lesson planning to improve their teaching capabilities.
- Teachers start making or rewriting their own lesson plans following ITSME format and steps.
- Teachers find more participation of the students if the lesson is suitably designed for them.

The details of teachers practice will be studied through ITSME Endline Survey.

2. Continuation of ITSME activities
Based on those findings, DTE promotes the continuation and dissemination of the method of ITSME lesson
planning as a part of regular activities of DTE. The methodologies are as follows;

1) Maintenance of ITSME trainers team

DTE maintains the team of ITSME trainers to continue their assignments and functions to implement each
activity of ITSME 4-step. ITSME activities should be a part of trainers' routine work at their office. ITSME
trainers are expected to work as a provincial team. TTC trainers are entitled to visit schools together with
DEB or PES trainers.

2) Continuation of ITSME activities at school

ITSME target schools should continue IS activities utilizing ITSME materials as a part of regular school
activities. Principal should be responsible on planning, implementing and reporting of IS activities.

3) Introduction of ITSME lesson planning at TTC
DTE encourages all TTC to introduce the method of ITSME lesson planning as a part of compulsory study
for new teachers. It is a bridging of pre-service and in-service to make smooth induction of newly hired
teachers to their profession. Savannakhet TTC and Pakse TTC should take the leading role of this strategy.

4) Production of ITSME materials for IS
Since ITSME materials for IS are the source of teachers' study, ITSME trainers should continue producing
the materials. To make it effective and efficient, DTE recommends to take the following two ways;

- Each TTC trainer should produce at least one (1) ITSME material per semester.
- ITSME trainers should find appropriate lesson plans among the teachers products and analyze to
modify to be qualified materials.

5) Conduct of TOT
TOT is the opportunity to deliver ITSME materials and train principals and ATs. DEB should be encouraged
to set and conduct an appropriate meeting or to maximize any other opportunity for these functions.

6) Dissemination of ITSME lesson planning
PES and DEB should be encouraged to disseminate ITSME lesson planning to the clusters and schools
which have no experience of ITSME activities.

7) Budgetary plan
Since ITSME activities should be the routine work of each organization, the expenses of the activities should
be shouldered by themselves. It is also encouraged to maximize any opportunity to be merged with ITSME
activities.
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3. Roles and functions

To continue ITSME activities, each organization should play the following roles and functions;

DTE (Department of Teacher Education)
- Recommends policies, guidelines and standards specific to ITSME
- Mobilizes MOES human resources for the support of ITSME activities
- Recommends fund allocation for ITSME and facilitates fund releases for the activities

- Links up with other departments and national agencies involved in ITSME, such as DPPE
(Department of Primary and Pre-school Education), RIES (Research Institute for Educational Science)
and ESQAC (Educational Standard and Quality Assurance Center)
- Participates in the development of ITSME materials for IS, implementation and monitoring.
- Monitors and evaluates the implementation of ITSME activities in the province, districts, and school
level

- Collects, collates and processes reports from the provinces; and
- Prepares over-all report, work programs, and accomplishments

PES (Provincial Education Service)
- Manages the implementation of ITSME in the province, such as Preparation Workshop and TOT
- Mobilizes human resources in the province for ITSME activities
- Recommends fund allocation for ITSME and facilitates funds releases for the activities

- Coordinates the implementation of ITSME in the province
- Conduct TNA (Training Needs Assessment) at the target schools at proper time
- Acts as trainers in the development and delivery of ITSME materials for IS
- Participates in the development of ITSME materials for IS, implementation and monitoring
- Assists the districts in conducting monitoring and evaluation activities
- Coordinates with TTC (Teacher Training College) to make available certain resources for ITSME
- Responds to ITSME concerns and problems at the provincial and district level; and
- Submits periodic reports as required by DTE

DEB (District Education Bureau)
- Manages the implementation of ITSME in the district, such as TOT and IS
- Mobilizes human resources in the district for ITSME

- Recommends fund allocation for ITSME and facilitates funds releases for the activities

- Conduct TNA (Training Needs Assessment) at target schools at proper time
- Acts as trainers in the development and delivery of ITSME materials for IS
- Make principals, ATs and other district officials to attend TOT on scheduled dates
- Responds to ITSME concerns and problems at the district and school level; and
- Submits periodic reports as required by PES/ DTE.

TTC (Teacher Training College)
- Provides technical assistance for the all levels of ITSME activities

- Mobilizes TTC human resources for the support of ITSME
- Leads the preparation of ITSME materials for IS by making a draft of exemplar lesson plans
- Sends TTC lecturers to schools for monitoring of IS by the request from PES or DEB
- Shares and applies ITSME experiences to the curriculum, lectures and instructions for the future
teachers; and

- Provides technical inputs, suggestions and recommendations to improve the quality of ITSME
activities

Target Schools (Principals and ATs)
- Manage the implementation of IS with ITSME materials at school
- Make teachers to participate to IS regularly
- Coordinate with PES and DEB in the administration of TNA (Training Needs Assessment), collates
the results and submits it to PES through DEB
- Source funds for IS

- Participate to TOT and other regular meetings with DEB members
- Serves as facilitator/ process observer during IS activities and conducts feedback sessions when any
ITSME trainer joins
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- Observe classes of teachers

- Submit periodic reports as required by PES through DEB; and
- Request teachers to submit their lesson plans and other outputs of IS activities

JTSME Trainers

- Act as leaders of ITSME activities

- Conduct Preparation Workshop, TOT and monitoring activities at provincial level
- Prepare ITSME materials for IS by thoroughly studying the lesson topics and make support materials
for teachers as well as sample teaching aids for the lessons
- Serve as technical assistants during IS for both of management and contents
- Assist the principals and ATs in the preparation of periodic reports

^f^tatfdy PHOMMABOUTH
'^owSetor General

Department of Teacher Education
Ministry of Education and Sports

Attachment;

Implementation Plan on the continuation of ITSME activities

April 1st, 2013
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ITSME Activities as of 03/10/2013

1st Year
1st Kickoff Meeting for MOE officials and Directors of PES and TTC (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Grasp the outline of ITSME
- Discuss on the selection criteria of the Project target Districts, Clusters and schools
- Discuss on the preparatory activities for Baseline Survey
Baseline Survey (Target districts)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visit 20 target primary schools and observe 28 units of lessons
- Conduct questionnaire and Math short test for 635 students and 24 teachers
- Analyze the realities of students, teachers, and lesson practices
- Identify the direction of ITSME based on the results
2nd Kickoff Meeting for PES PAs, DEB PAs and TTC lecturers (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Grasp the outline of ITSME
- Analyze the results of Baseline Survey and identify the direction of ITSME
- Consent of the roles and functions of ITSME trainers
TNA (Training/Teacher Needs Assessment) (Target districts)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Pick up difficult topics tor the teachers
- Interview classroom teachers

12/07/2010
          - 16/07/2010

1st Preparation Workshop (Savannakhet TTC)

5/08/2010
          -7/08/2010

2nd Preparation Workshop (Savannakhet TTC)

27/09/2010
          - 30/09/2010

3rd Preparation Workshop (Pakse TTC)

<Agenda, activities and accomplishment>
- Grasp the outline of ITSME
- Analyze the results of Baseline Survey and identify the direction of ITSME
- Illustrate the image of a model lesson
- Design the mechanism of teacher training program
- Make model lesson plans for SBT in the first semester
TOT (Training of Trainers) for principals and ATs in the target schools (Target provinces)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Grasp the outline of ITSME
- Analyze the results of Baseline Survey and identify the direction of ITSME
- Conduct demonstration lesson using the model lesson plans
- Feedback based on the observation of the demonstration lessons
- Report on the status of Cluster activities (supplemental survey of Baseline Survey)
4th Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Check and compile the finished model lesson plans for the first semester
- Make model lesson plans for SBT in the second semester
Training in Japan
<Agenda, activities and accomplishment>
- Study on Japanese schools, lessons, and textbooks
- Observe 3 math and 1 science lessons in primary, 2 science lessons in junior high school
- Discuss with board of education in Kawaguchi city
- Observe teacher training programs
1st Joint Coordinating Committee (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Report on the progress of 1st year operation of ITSME
- Report on Training in Japan
- Discuss on the issues and concerns

09/08/2010
          - 28/08/2010

01/11/2010
          - 5/11/2010

13/11/2010
          - 21/11/2010

26/11/2010

25/03/2010

26/04/2010
          - 30/04/2010

25/05/2010

1st and 2nd week in
June
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2nd Year
ITSME Kickoff meeting for the 2nd year (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Establishment of ITSME Ideal Lesson
- Make guideline "how to care the contents of textbooks in ITSME"
- What is applicable training mechanism
- Budgeting and financial support for ITSME activities
1st Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Report of outcome on Kickoff Meeting
- Discussion on tentative plan of CBT and SBT structure
- ITSME ideal lesson
- Setting of lesson objective and Evaluation Questions for Gr-3, 4, 5
- JICA Advisory Mission visits Workshop
2nd Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- The quality of ITSME Lesson Plans
- Lesson skeletal design
- Lesson planning for Gr-3, 4, 5
3rd Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Preliminary study on "Education in Japan"
- Setup of clear lesson objectives and evaluation questions for new 7 materials
- Preparatory activities for Training in Japan
Training in Japan
<Agenda, activities and accomplishment>
- Japanese system on textbook editing, authorization, and publishing
- School visits and lesson observations
- Discussion with board of education at local level
- other related facilities in social education
Debrief Meeting on Training in Japan for MOE (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Introduction of the activities in Japan
- Presentation from each study group, DEB, PES, TTC
- Discussion on how to apply the learning in Japan to Lao Education
School Visit (all target provinces and districts - follow up survey on IS activities)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visit all 16 center schools of the clusters
- Make interview with principals and ATs
4th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Review and confirmation of the feature of ITSME project
- Feed-back from Training in Japan (all PES, DEB, TTC Directors are invited)
- Brief report on the School visit in June
- Preparation of TOT
5th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Preparation of the training materials for TOT in Champasak
- Completion of 2 ITSME materials for TOT out of 7 materials

TOT in Champasak Province (Sanasonboun, Bachieng, Paksong DEB)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Sanasonboun TOT on 05, 06/09/2011
- Bachieng TOT on 08, 09/09/2011
- Paksong TOT on 12, 13/09/2011
- Study on ITSME and materials for IS to plan school activities
- Feedback and improvement for each TOT

11/02/2011

21/02/2011
          - 26/02/2011

14/03/2011
          - 19/03/2011

23/05/2011
          - 28/05/2011

05/09/2011
          - 13/09/2011

29/08/2011
          - 03/09/2011

05/06/2011
          - 12/06/2011

13/06/2011

26/06/2011
          - 07/07/2011

08/08/2011
          - 13/08/2011
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2nd Year (cont.)
6th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback of Champasak TOT
- Revision of TOT materials according to the result and feedback of Champasak Team
7th Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Preparation of the training materials for TOT in Savannakhet and Kammouane
- Practice of the presentations
TOT in Savannakhet Province (Kayson, Champhone, Phalanxay DEB)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Champhone TOT on 31/10 and 01/11/2011
- Phalanxay TOT on 03, 04/11/2011
- Kayson TOT on 07, 08/11/2011
- Study on ITSME and materials for IS to plan school activities
- Feedback and improvement for each TOT
TOT in Kammouane Province (Thakhek, Himboun DEB)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Thakhek TOT on 11, 12/11/2011
- Himboun TOT on 14, 15/11/2011
- Study on ITSME and materials for IS to plan school activities
- Feedback and improvement for each TOT
8th Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback of Savannakhet and Kammouane TOT
- Editing of ITSME manual according to the experiences of TOT
9th Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Finalization of 5 materials for out of 7
- Editing of ITSME manual
10th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Progress report on the 2nd year activities
- Completion of 4 materials out of seven 7
- Completion of ITSME manual
Joint Mid-term Review Mission on ITSME
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visit of educational offices and interview with the person involved
- Discussion with counterpart organization
- Report and discussion on Joint Coordinating Committee
- Comments and suggestions for the planning of future activities
Joint Coordinating Committee (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- ITSME Progress Report
- Joint Mid-term Review Report on ITSME
- Discussion on Modification of Project Design
- Signing Ceremony on the Minute

31/10/2011
          - 09/11/2011

14/09/2011
          - 17/09/2011

27/10/2011
          - 29/10/2011

10/11/2011
          - 15/11/2011

19/12/2011
          - 24/12/2011

13/02/2012
          - 18/02/2012

26/02/2012
          - 14/03/2012

16/11/2011
          - 19/11/2011

13/03/2012
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3rd Year
1st Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
ITSME Kickoff meeting for the 3rd year
<Agenda, activities and accomplishment>
- ITSME progress report and activity plan
- Role and function of each level of implementer
- Discussion on Monitoring system and the forms
- Pre-Tests in Math and Science
- Lesson planning
2nd Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Discussion on how to conduct TOT
- Revision of LP in each group
- Preparation for TOT in September
3rd Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Confirmation of the monitoring forms
- Confirmation of TOT schedule of each province
- Practice of the presentation for TOT
1st Training of Trainers (8 target districts)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Session on the science material for IS "Heat Transfer"
- Session on the mathematics material for IS "Symmetry"
- Feedback session and IS planning
- Questionnaire
4th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback from each province
- Making a plan for monitoring IS
- Post-test and its
5th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Confirmation of TOT activities
- Planning of TOT for each province
- Making the presentation plan of the LPs by subject groups
- Preparation for TOT
2nd Training of Trainers (8 target districts)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Session on "How ITSME makes lesson plans"
- Session on the mathematics material for IS "Direct Proportion"
- Session on the science material for IS "Cause of Sight"
- Use of Monitoring Forms
- Questionnaire
6th Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback from each province on the 2nd TOT
- Information on the Endline survey
- Making the Lesson Design Sheet for the newly selected topics
- Discussion on the contents of the presentation for JCC
Joint Coordinating Committee
<Agenda, activities and accomplishment>
- ITSME Progress Report
- Introduction of "How ITSME makes lesson plans"
- ITSME 4th year and the future plan
- Inviting questions and comments

10/09/2012
          - 14/09/2012

17/09/2012
          - 21/09/2012

12/11/2012
          - 16/11/2012

26/11/2012
          - 30/11/2012

29/10/2012
          -02/11/2012

18/06/2012
          - 22/06/2012

02/07/2012
          - 06/07/2012

27/08/2012
          - 31/08/2012

05/12/2012

ITSME活動内容 添付資料 3-02

添付資料 -88-



4th Year
1st Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
ITSME Kickoff meeting for the 4th year
<Agenda, activities and accomplishment>
- Pre-test on the topics for science and math lesson plans
- ITSME progress report and future plan; Making agreement among the target districts.
- Role and function of each level of implementer
- Consideration on the budgetary arrangement for ITSME activities
- Confirmation of the process of Endline Survey
- Preparation of the materials and tools for Endline Survey
- Lesson planning
- Participation of the guests from Plan International (Bokeo Province)
ITSME Endline Survey (Target districts)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visit 32 target primary schools and observe 32 units of math lessons
- Conduct questionnaire and Math short test for 853 students and 32 teachers
- Analyze the difference of students, teachers, and lesson practices from the result of baseline
- Identify the teachers' practices and findings on IS activities and ITSME materials
2nd Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Reporting of findings and analysis on the results of Endline Survey by the trainers
- Lesson planning
Monitoring ITSME target schools in Thakhek and Himboun districts with the representatives from
DPPE, RIES and ESQAC
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visiting the target schools (Chomcheng in Thakhek and Himbounthai in Himboun)
- Interview with PES Head in Kammouane Province
- Discussion on the future utilization of ITSME idea for each department
3rd Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Reporting of findings and analysis on the results of Endline Survey by Japanese experts
- Special session for the representatives from 6 non-target TTCs
- Lesson planning
4th Preparation Workshop (Pakse TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Collection of form E and F
- Answering to the questionnaire given by ITSME Final Evaluation Mission/Japanese Experts
- Finalization of 2 lesson plans which will be introduced at TOT
- Planning of TOT for each province
- Making the presentation plan of the LPs by subject groups
- Preparation of TOT materials
TOT in three target provinces
<Agenda, activities and accomplishment>
- Thakhek TOT on 26/06/2013
- Himboun TOT on 27/06/2013
- Kaysone TOT on 26/06/2013
- Champhone TOT on 25/06/2013
- Phalanxay TOT on 27/06/2013
- Sanasonboun TOT on 25/06/2013
- Bachieng TOT on 26/06/2013
- Paksong TOT on 27/06/2013
- Introduction of ITSME manual ver.2, introduction of two ITSME materials, sharing of IS experiences
5th Preparation Workshop (Kammouane PES)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback and sharing of TOT experiences and get insights for the future TOT
- Post-test on the topics for science and math lesson plans 
- Finalization of remaining 14 ITSME materials
- Making preparation for EQS training
- Getting the observation and Interview for Terminal Evaluation

18/02/2013
          - 22/2/2013

27/05/2013
          - 31/05/2013

20/05/2013
          - 22/05/2013

25/02/2013
          - 07/03/2013

11/03/2013
          - 15/3/2013

17/06/2013
          - 21/06/2013

24/06/2013
          - 28/06/2013

01/07/2013
           - 05/07/2013

ITSME活動内容 添付資料 3-02
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4th Year (cont.)
Joint Terminal Evaluation on ITSME
<Agenda, activities and accomplishment>
- Visit of educational offices and interview with the person involved
- Discussion with counterpart organization
- Report and discussion on Joint Coordinating Committee
- Comments and suggestions for future development and sustainability
Joint Coordinating Committee (MOE)
<Agenda, activities and accomplishment>
- ITSME Endline Survey Report
- Joint Terminal Evaluation Report on ITSME
- Discussion and sharing on the future activities
- Signing Ceremony on the Minute
6th Preparation Workshop (Savannakhet TTC)
<Agenda, activities and accomplishment>
- Feedback and sharing of EQS training
- Report on the result of Joint Terminal Evaluation
- Finalization of ITSME materials
- Preparation for Experience Sharing Seminar
- Planning and discussion on the future activites with directors of each DEB, PES and TTC
ITSME Experinece Sharing Seminar
<Agenda, activities and accomplishment>
- Introduction of ITSME activities
- Experience sharing from the practice at school level
- Report on the result of Endline Survey
- ITSME future plan and dissemination strategy
- Introduction and distribution of ITSME matarials

01/07/2013
          - 19/07/2013

19/07/2013

03/10/2013

16/09/2013
           - 20/09/2013

ITSME活動内容 添付資料 3-02

添付資料 -90-
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1

1111

Introduction of 
ITSME Approach

2222

What does ITSME mean?    

-ITSME is abbreviated from::::
�Improving     

�In-service    

�Teacher    
�Training     

�Science    
�Mathematics    
�Education    

-ITSME is my Project

3333

-ITSME lesson should be 
“easy to understand and 

enjoyable for children”

What is ITSME policy?

-ITSME policy is 
“A  teacher should be a life-long learner”

What is ITSME lesson?

4444

Opportunity for teacher’s study

-Ideal training should be::::

�Provided for all teachers
�Conducted continuous and regularly
�Based on the problems of teaching practice    
�Run flexibly to meet teachers’ availability 
�Conducted to the practices
�No or low cost
�Near school

Internal Supervision

5555

ITSME Approach

Step 1: Development of materials

Step 2: Delivery of materials

Step 3: Utilization of materials

Step 4: Improvement of materials

6666

Step 1: Development of materials
� ITSME trainers produce training materials for IS.
� PES, DEB and TTC trainers discuss materials together.
� ITSME trainers consider actual situation at schools.

普及教材 添付資料 3-04

添付資料 -93-



2

7777

Step 2: Delivery of materials

� ITSME trainers guide principals and ATs at TOT.

8888

Step 3: Utilization of materials

� Principal and AT conduct IS for teachers.

9999

Step 4: Improvement of materials
� ITSME trainers visit schools to monitor IS and assist 

teachers.
� Principal reports how teachers conduct IS.
� Teachers comment on ITSME materials.

Procedure of activity operated

Step1    
Development of materials

Step 2    
Delivery of materials 

Step 3    
Utilization of materials 

Step 4
Improvement of materials

10

Thank you

11

普及教材 添付資料 3-04
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1111

ITSME Lesson Planning

2

Lesson design sheet

3333

In order to make an effective lesson, the coverage of the
lesson should be set clearly. Therefore, the ITSME
analyze a lesson design with a lesson design sheet to
make the lesson understandable and enjoyable for
students. There are following points to analyze:

1. Study on the topic of the lesson    

2. Consider the previous knowledge of students    

3. Set the objectives    

4. Set the evaluation questions    

5. Set the activities

4444

1. Study on the topic of the lesson

A textbook and a teachers’ guide are analyzed.   
This is to

- Make it clear what students will learn through this lesson
- Make it clear how a lesson topic in the textbook will be  

presented to students 
- Keep the core concept of the textbook
- Study the lesson content from other sources/references. 
 

 

5

2. Consider the previous knowledge of students

Lesson plan should be made based on the real status of students 
or what they have attained so far. 
Therefore: 
- To check students’ previous knowledge which are related to a  

new topic teaching. 
- To understand students’ fundamental  knowledge and skills 
- To check students’ previous knowledge they are experiencing 

in a diary life. 

6
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7

3. Set the objectives

- To evaluate students’ capability/understanding after a 

lesson  taught. 

- Use “the action verbs” in order to see and evaluate easily  

whether students’ performance meet the expectation set in 

the lesson. 

The Clear Objectives

What is a clear objective?

What can students do????    

It is an objective written by having an action verb used in 
the phrases/sentences. 

This action verb describes students’ reactions/responses 
which it can be evaluated  through their’ performance

8

9

To make students capable to do an addition of a fraction    

----    Word “add” its an action verb which shows the 

performance.     

----    Word :::: “a fraction with same dominator” is a condition   

set up in order to make a lesson have a limitation for   

students  so they know what to do.    

The clear objectives of teaching-learning    
Writing     

10

11

4. Set the evaluation questions

- Evaluation questions need to relate to the lesson 

objectives which have been set ahead.

- If students can answer evaluation questions, it means 

students achieve the objectives in the lesson.  

12

5.  Set the activities

- The flow of activities will help students meet the objectives 

in the lesson. 

- First activity supports the following ones. 

- Each activity has an instruction and conclusion with clear 

detail.
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13

Students’ knowledge 
before a new lesson taught

Students’ knowledge after a lesson taught

Development

Students have learned how to find; 
- An area of a square
- An area of a rectangle

Students will be able to find:
- area of  a parallelogram

Lesson objectives

Activities

Strategies to help students apply their 
previous knowledge in a new 
knowledge learning.

“ The connection between an area of a 
parallelogram and an area of a square 
or an area of a triangle.

Students’ previous 
knowledge

Lesson design sheet

Subject: Mathematics    
Grade: 5    
Chapter: 40  Area of parallelogram

Subject:……..

Grade:………. 

Chapter/Unit/Topic: ........................................................

1. Objectives:

2. Core concept:

3. Related to previous lessons  which are connected with this lesson: 

4. Teaching material:

5. Time:

A lesson plan format

Teacher’s activities Time Students’ activities

I.   Introduction

II.  Teaching

III. Conclusion

IV.  Evaluation

V.   Homework

14

15

A lesson plan format

The ITSME have used a format with 3 columns to show the 
interactions between teacher and students.

Teacher’s activities Time Students’ activities

- Teacher’s questions
- Students’ answers or 

students’ responses which 

are both expected and 

unexpected ones towards 

teacher’s questions. 

- Acknowledgement of teacher 

towards students’ responses 

√ or 
××××

Points of evaluation Reasons

1. The objectives of lesson are clear.

2. The objectives of lesson can be evaluated. 

3. Introduction part is related to activities.

4. Activities are related to the objectives of lesson.

5. Activities meet the students’ level.

6. Current activities support the following activities.
7. Activities engage all students to involve in/take part in.

8. Activities give clear instructions for teachers and students.

9. Teaching materials are appropriate for lesson.

10. Interactions between teacher and students are clear.

11. Each activity has summary including correct answers or key concepts.

12. Activities have both correct and expected incorrect answers of students’ answer.
13. Conclusion of whole lesson shows clear sentences. 

14. The evaluation questions are based on activities.

15. The evaluation questions have met the objectives.

16. The time allocation of lesson was appropriate.

17. The steps of lesson are clear.

Lesson plan evaluation sheet
School………………  Cluster………………..  District……………….  Date…………………
Subject……………… Chapter……………….  Name of evaluator ……………………………
•Please put √ if you agree a point, put × if not agree, and write the reason why you agree or not.

Thank you

17
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Internal Supervision 

with ITSME Materials

1

Things for a consideration for the IS conduction

 Study ITSME materials (exemplar lesson plans)  

 Introduce the characteristics of the exemplar lesson plan  

 Do a demonstration for teachers 

 Conduct the lesson in the real class with observation 

 Give a feedback after the lesson conducted

Make lesson plans by following the exemplar lesson plan

Make teaching aids for the lesson 

2

Study ITSME lesson plans     
�Teachers read and discuss the ITSME lesson plan to 

comprehend the structure of the lesson, such as introduction, 
activity, conclusion, evaluation and homework.

3

Demonstration for teachers
�Principal/AT conducts a demonstration lesson for other 

teachers with ITSME lesson plans

4

Conduct the lesson in the real class 
with observation

�Principal/AT/Teacher conducts a lesson with the ITSME 
lesson plan with other teachers’ observation

5

Difficulties on implementation of IS

1. Lack of materials for IS, such as makers and papers

2. We have to leave students in the classroom during IS

or Teachers have other works

3. It is not easy to find appropriate teaching materials

4. Lack of experience to conduct IS

5. We need ITSME materials to continue IS 

6
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2

Recommendable Solutions for 
Difficulties

1. Lack of materials for IS, such as makers and papers
→ School has some budget from government for academic activity. 

So teachers can use it to buy such paper, marker
2. We have to leave students in the classroom during IS

or Teachers have other works
→ Basically, Friday afternoon is academic activity for teachers. So 

teachers use this time for IS
3. It is not easy to find appropriate teaching materials
→ You can improvise teaching materials instead of using real 

materials. ITSME materials consider using local materials as 
much as possible. 

4.  Lack of experience to conduct IS
→ You can use idea which you learn today to your IS. IS is to 

improve teachers’ knowledge and skills. 
5. We need ITSME materials to continue IS. 
→ You can use old materials to conduct IS

7

Good comments on ITSME materials
- It is easy for students to understand
- Contents are very understandable for teachers.
- Contents are explained in detail
- It is easy for teachers to teach
- Interactions between teacher and students are clear
- Steps of lesson are clear

Comments to be improve on ITSME materials
- Contents of some exemplar lesson plans are too many compared with

the actual teaching time
- It is sometimes difficult to find materials in local, so we want to know

alternative materials
- We need exemplar lesson plans for other subject

Feedback on ITSME materials

8

Thank you

9
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His Excellency Dr. Kongsy SENGMANY
Vice Minister of Education and Sports

Project for Improving In-Service Teacher Training 
for Science and Mathematics Education (ITSME)
Department of Teacher Education, MOES
Japan International Cooperation Agency (JICA)

October 3, 2013

Subject: Proposal to adopt ITSME approach as national standard for lesson planning

Dear Vice Minister,

We, JICA and ITSME Project team, express our sincere appreciation on Your Excellency's strong support and 
assistance for the implementation of ITSME Project by the Department of Teacher Education headed by Mr. 
Chandy PHOMMABOUTH. The Project started in March 2010 and it is now seeing the fruits of our efforts, 
especially on the following attitudes;

- Principals at target schools have appreciated the effectiveness of Internal Supervision (IS) as an equal 
opportunity for all teachers to study continuously and regularly.
- Teachers at target schools have experienced the quality improvement of their lessons through the study on 
exemplar lesson plans provided by ITSME trainers.
- ITSME trainers have equipped fundamental skills and knowledge on lesson planning and its use in IS 
activities; and now they are ready to provide technical assistance to teachers.
- Two target TTCs, Savannakhet and Pakse, have already started to apply ITSME way of lesson planning as a 
part of compulsory lessons for future-teachers; and now they are model TTCs for Professional Development 
Network making close collaboration with PESs and DEBs. 

Based on those impacts of ITSME activities, we are pleased to propose Your Excellency to take ITSME way of 
lesson planning and produced materials in order to improve the quality of IS activities at each school for 
Continuous Professional Development (CPD) of teachers in the country.
The details of the proposal are following;

1. Background
Following Your Excellency's conscious efforts on the strategic framework of three pillars in Lao Education, ITSME 
Project has tried to identify an appropriate way to improve the quality of lessons especially mathematics and 
science in primary level. Through ITSME Baseline Survey conducted in 2010, ITSME Project team found four
major issues in teaching at target schools.

- Teachers copy the sentences of textbooks and do not pay much attention to make it suit to their students.
- It makes their lessons not effective to encourage the students to think, judge and do by themselves.
- Science and mathematics textbooks contain some misconceptions and inappropriate activities for students.
- IS activities are not yet maximized as an opportunity of in-service teacher training.

ITSME trainers and JICA experts have seen urgent need to take appropriate measures to encourage teachers to 
study on how to make lessons more effective and suitable for children. 
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2. ITSME activities
ITSME Project conceptualized the way to overcome those challenges on the quality improvement of lessons.
The strategies which ITSME Project took were;

- to establish a ITSME policy as "A teacher should be a life-long leaner"
- to provide exemplar lesson plans in order to visualize an ideal lesson which is "easy to understand and 
enjoyable for children"

ITSME trainers tried to find an appropriate opportunity for teachers to study by itemizing the required conditions.
The characteristics of an ideal in-service teacher training should be; 

- provided for all teachers
- conducted continuously and regularly
- based on the problems of daily school activities
- able to run flexibly to meet teachers' availability 
- able to apply the result of the training instantly into teachers' daily practices 
- no cost or low cost
- conducted near school and teachers

A training program which satisfied those conditions was only IS. Then, ITSME trainers established a mechanism 
which conveyed ITSME materials to each school in order to make all teachers study at IS with ITSME materials. 
The mechanism was quite simple as below;

Step 1: Development of ITSME materials by the trainers
Step 2: Delivery of materials through the meeting of principals and ATs
Step 3: Utilization of materials at IS activities under the supervision of principals and ATs
Step 4: Improvement of materials by feedback and reports to the trainers

(ITSME 4 steps)

ITSME trainers set the conditions for ITSME materials because it is the key to maintain the quality of IS activities 
for teachers' study. ITSME materials, which are exemplar lesson plans, should have the following characters;

- Lesson objective (what students should learn) is clear.
- Activities are suitable to achieve the lesson objective.
- Evaluation questions are appropriate to measure the attainment of the lesson objective.

The trainers also concretized the caring points on lesson planning to meet above mentioned quality.
- to study the topic of the lesson
- to comprehend the previous knowledge of students
- to set clear objectives
- to prepare evaluation questions
- to arrange student activities
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3. Proposal
Paying much attention to the above mentioned points, ITSME trainers developed a number of exemplar lesson 
plans, manuals, and several forms and references. At the end of JICA's assistant period, ITSME trainers compiled 
all the produced materials as ITSME Material Book, which is attached to this proposal.

The result of Endline Survey in 2013 showed the improvement of teachers' attitudes toward lesson preparation. The 
difference between the results of two surveys was shown in the figure below.

  
        

During Endline Survey, the teachers at the target schools provided their opinions on ITSME materials as follows;
- It is easy for students to understand
- It is also easy for teachers to teach
- Interactions between teacher and students are clear
- Experiments and activities are well-arranged and enjoyable for students

These characteristics helped students and teachers to improve their attitude toward everyday lessons.

Findings on the attitude of students;
- Student become more active to participate to lessons.
- They are very much interested in the activities.
- They are given more opportunity to express their idea.
- They come to school more number of days.

Findings on the attitude of teachers;
- Teachers spend more time for lesson preparation.
- They re-write lesson plans applying ITSME format.
- The teaching steps become more clear and effective.
- They start feeling confident on teaching.

Those positive impacts were observed at all 116 target schools. Therefore, ITSME Project proposes Your 
Excellency to take ITSME approach as national standard for lesson planning. It also recommends realizing
"ITSME Future Plan and Implementation Strategy" signed on April 1, 2013 by Mr. Chandy PHOMMABOUTH.

We feel very happy and proud that Your Excellency have made us assist this wonderful Project.
We hope ITSME activities are conducted continuously for the bright future of Lao PDR. 

Yours sincerely, 

_________________________
Yoshihisa HARA
Project Leader, ITSME Project Attachment: ITSME Future Plan and Implementation Strategy

Questions:
A. Do you discuss about how to teach mathematics with other      
  teachers in your school?
B. Do you make a lesson plan with other teachers in your school?
C. Do you prepare teaching and learning materials with other 
  teachers in your school?
D. Do you observe other teacher’s lesson in your school?
E. Do other teachers in your school observe your lesson?
F. Can you get a comment for future improvement from other 
  teachers after lesson observation?

The graph shows the ratio of the teachers who answered "yes" 
to the question.

Teachers' attitude toward lesson preparation
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